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　プロローグ







　眠気を残した古文の時間。数学、物理の授業を終えて、すき腹抱えて英文法。

　そしてはじまる昼休み。

　混雑しまくる食堂で、百八十円のきつねうどんを注文し、窓ぎわの席に陣取って、七味をふりかけ、すすり込む。

　外は、晴れ。

　窓の外にひろがるグラウンドは、夏の陽ざしに皓しろく輝き、薄暗い食堂の内がわとに、目が痛くなるほどのコントラストを生み出していた。

　このコンクリートとアスファルトの中、いったいどこからわいて出るのか、こんな都市まちのまん中でも、セミの声にはこと欠かない。

「……こぉの暑いのに、よくそんなのたべるね」

　横手から、いきなりかかったその声に、エリが思わずふり向けば、一体いつからそこにいたのか、三村盟とも子この姿があった。

　──うを。一体いつの間にッ!?

　声を上げようとしたその拍子に、つるんっ、と、熱いウドンが喉のどにすべり込んだ。

「っあひっ！」

　小さく悲鳴を上げるエリ。

「……何をやってんのよ……あんたは」

　購買の、オレンジジュースのパックを片手に、苦笑を浮かべて言う盟子。

　エリの一年の時のクラスメートで、どういうわけか友だちに、『トモコ』と呼ばれるのをいやがっている。

「……まだダイエットしてんの？　メイ？」

「まだ、じゃなくて、また。やめてたんだけどね、ちょっと油断してたら、すぐ体重増えやがんの」

　言って陽気な笑い声を上げた。

「……ま、そんな暗い話はさておいて。エリ、あんた、この夏休み、なんか予定あんの？」

「……え……？　ん……」

　問われて彼女はことばをにごす。考えてはいるのだが──

「いちおーね、実家うちのほうには帰ろうかな、っては思ってる」

　──むろん、噓うそだが。

　帰ったところでどうせまた、母親と顔を合わせるそのたびに、『勉強しろ』のことばが来るのは、たぶん間違いないだろう。

　そうとわかっていて、わざわざ帰るつもりなどない。

「ふぅん……じゃあ寮にはいないんだ」

「そりゃそうよ。あんなとこいられるわけないわよ」

　これはきっぱりうなずく彼女。

「……そりゃそうか……」

　エリの寮に、遊びに行った時のことを思い出し、メイはげっそりつぶやいた。

　彼女の部屋があるのは、五階建ての寮の三階だった。

　一応個室ではあるものの、むろんエアコンなどはない。夜ならば、窓を開ければ、かなり過ごしやすくはなるが、昼間はまさに炎熱地獄。

　結局、たまらず二人は飛び出して、駅前のデパートに涼みに行った。

　冬にも行ったことがあったが、やっぱり予想した通り、徹底的に寒かった。

「……夏は暖房、冬は冷房。月の裏側かと思ったよ。最初に行った時は」

　メイのことばに、ひきつり笑いを浮かべるエリ。

「……あ……あんまし笑えない……あたし……」

「ま、たしかに、あんなとこでひと夏過ごす、ってのは地獄ね。──けど、実家うちに帰って何するわけ？」

「……まあ、ゴロゴロのんびり寝て暮らすのもいいんじゃないかなー、なんて思って」

　エリの答えに、メイはまともに表情を曇らせ、

「だぁめだよエリ。そんなんじゃあ。来年になったらどーせ、受験、受験で、夏休みって言ったって、休みでもなんでもなくなっちゃうことは目に見えてるんだし。今年ぐらいよ。ぱぁぁっ、とやれるのは」

　むろん、言われるまでもなく、エリとてそれはわかっている。

　だからこそ、彼女は実行しようとしているのだ。

　そう──

　異世界への、長期観光旅行を。




　気がつくと、そこは見慣れた異世界だった。

　一段高くなった台座に、描かれた召喚の魔法円。

　エリの視線が向くその先には、見なれた顔の魔道士姿。

　　ＳＵＮ　ＡＭ　１０：００

　エリの左手首に巻かれたデジタル・ウォッチは、その時刻を示していた。

　そして、目の前の魔道士──レックスの腕に巻かれた時計もまた、同じ時を刻んでいるはずだった。

「はぁい。レックス」

　ひらひら片手を振りながら、ぴょこんっ、と、台座の上からとび降りる。

　地下独特の、ひんやりとした空気が肌に心地よい。

「あいかわらず元気ですねぇ」

　レックスは、言って気さくな笑顔を返す。

「まーね。レックスも、あいかわらず暑そーな服着てるわねー」

　などとことばを交わしつつ、階段を登って二人は地上へと出た。

　太陽の光が、あたりをまばゆく照らし出している。

　こちらも季節は移り変わり、だんだん暑くなって来ていた。

　レックスの話では、ここにも四季というのはあるらしいのだが、こちらでは、一年はほぼ四百日と、エリの世界とはすこしズレていた。

　そのせいか、はたまた緑の量の違いか、こちらでは、それほど暑いとは思わない。

　暑いことにはかわりはないが、日本の都会独特の、ねっとりと、からみつくようなむし暑さはなく、昼間でも、木陰に入ればけっこう気持ちよく昼寝ができるほどである。

　町ははや、すっかり活気を取り戻していた。

　一度は竜人ギオラムたちに襲われ、かなりの打撃を受けはしたが、今となってはその痕こん跡せきも、ほとんど残ってすらいない。

「だいぶ立ちなおってきたわねー」

　レックスと並んで通りを歩きつつ、エリはあたりを見回して言う。

「ええ。みなさん、がんばってくれていますから」

　誇らしげに言うレックス。

「……ところで、竜人ギオラムたちとのことって、どーなってんの？」

　声を低くして問うエリに、レックスもやや声のトーンを落とし、

「膠こう着ちやく状態、というのが現状ですね。

　たしかに、結界の塔のひとつは陥おとしましたけど、こちらもかなりの兵を失いましたから……まだ、次の動きができるほど戦力が整っていない、というのが事実です。

　──もっとも竜人ギオラムたちの方も、私たちの動きを警戒してか、どうやら守りに入ったようで、残った塔の警護は厳しくなりましたけど、そのかわり巡視兵も来なくなりましたし、壊された塔の再建にも、まだ手をつけていないようです」

「ふぅん……なるほど……」

　神妙な顔で聞きながら、エリは内心ほくそ笑む。

「てことは、わりと平和な日が続いてる、ってことで、つまりは、少々長いこと居座ったって、それほど危険はない、ってことね」

　ぴくっ！

　思わず表情を引きつらせ、その場に立ち止まるレックス。

「……まさか……エリさん……」

「もーすぐあっちの世界じゃあ、けっこー長い休みに入るのよね」

　おくめんもなく、にこにこ顔で、さらりとあっさりエリは言う。

「だからその間、こっちで過ごそうかなー、なんて思ってたりするわけ」

　ぴぴぴぴぴくぅぅっ！

　さらに引きつるレックスの顔。

　むろん彼とて、エリのことが嫌いというわけではない。

　しかし彼女がいるところ、なぜか知らないが、みょーにトラブルがついて回る、というのも事実である。

「い……いけませんよっ！　こっちは危ないですし……！」

「さっき、『安全だ』みたいなこと言ったの、レックスよ」

「うっ……」

　言われて一瞬、ことばに詰まる。そこにすかさず、エリはにこにこ顔のまま、

「ま、レックスの一存で決めるってのもなんだから、みんなと相談してみてね[image: ]」

　──そ……そういうテで来ましたか……

　内心舌を巻くレックス。

　全員に相談するとなれば、むろんクルーガーは二つ返事で許可するだろうし、ロッドゥェル将軍は、知らん顔を決めこむだろう。

　親衛隊長のバイザーは、あまりいい顔はしないだろうが、反対するだけの理由は見つけられないだろう。

　つまり──

　実質上、この時、エリの異世界長期観光の野望は実現したのだった。




　気がつくと、そこはいきなり王城だった。

「──なっ!?」

　思わず顔を引きつらせ、ベヅァーはあたりを見回した。

　小さな窓の、石造りの部屋。

　壁にかかったタペストリ。

「な……な……！」

　部屋の隅から、彼に視線を注いでいる、不審げな顔の竜人ギオラム兵。

　そして彼の立つところ──床に描かれた魔法円。

「なんたることっ！」

　彼はその場で、法冠を脱ぎ捨て、床にたたきつけた。

「私が人間ごときにまんまとしてやられるとはっ！」

　竜人ギオラム兵は、ただおろおろと、そんなベヅァーを眺めている。

「まさかっ！　まさかあんな手段に出るとはっ！　戦って敗れるのならばまだしも、まさか……！　えぇいっ！　思い出しても腹の立つっ！」

「……あの……」

　絶叫するようにわめくベヅァーに、竜人ギオラム兵は、おそるおそる声をかける。

「もしかして……白翼の塔のベヅァー様では……？」

「その通りだっ！」

　半ばやけ気味に叫ぶ彼。

　しかし、いくら腹が立とうがメンツがつぶれようが、義務をおこたるわけにはいかない。

　しばしの重い沈黙ののち、彼は竜人ギオラム兵に言った。

「白輝帝ライラ・ギオラムに取りつぎを頼む。白翼の塔のベヅァーが参った、と。

　それと──

　白翼の塔が、人間どもに陥おとされた、と……」

「ほぉう。塔が陥とされたか」

　応えたのは、白輝帝ライラ・ギオラムの声だった。

　気がつけば、場所はいつのまにか、城の謁見の間へと変わっていた。

　しかしベヅァーは、それをいぶかしみもせずに、じっと歯を食いしばったままでうつむいている。

「過ぎたことはしかたあるまい」

　白輝帝ライラ・ギオラムのことばのなかに混じるあからさまなあざけりに、思わず彼は顔を上げる。

　笑っていた。

　その場に揃そろった全員が。

　──まあ、お前はしょせんその程度だと思っていたよ。

　笑みはそう語っていた。

　屈辱と怒りとで、ベヅァーの全身がふるえる。

　そしてわき起こるロコツな笑い声。

　その中に、ひときわ耳ざわりな笑いを聞きつけ、ベヅァーは首をめぐらせた。

　そこに──

　ひとりの人間がいた。

　むろん、竜人ギオラムのベヅァーに、人間の顔の判別などつかない。

　それでも彼にははっきりとわかった。その人間が誰なのか。

　そう。まぎれもない、彼にまんまと一杯くわせた、『エリ』とか名乗る人間である。その人間が、彼に向かって、あからさまな嘲ちよう笑しようをあびせかけている。

「きさまぁっ！」




　怒りに満ちた、自分自身の叫び声で、ベヅァーは悪夢から覚めた。

　水晶をはめ込んだ、明り取りの窓のむこうは、いまだに闇やみが占めている。

　──夜。

　彼に与えられた、石造りの個室。

　ベッドの上にうずくまり、ベヅァーは深く息をついた。

　しかしまだ、怒りに動どう悸きがおさまらない。

　かなり大きな声を上げたはずだが、警護兵が飛んで来るようなようすもない。といっても、別に兵士の怠慢ではない。

　慣れっこになってしまっているのだ。ベヅァーがうなされて上げる叫び声に。

　あれから──

　彼のいた結界の塔が、人間の手によって陥とされてから、かなりの日が経たっていた。

　あの日以来、ベヅァーはこの夢を見るようになった。

　毎日、というわけではないが、それでも数日に一度は必ずこの夢を見て、自分の悲鳴に目を覚ます。

　むろん夢は夢。現実には、ああもアップ・テンポにことが進んだわけではない。

　塔が人間に陥とされた、と聞いた時の白輝帝ライラ・ギオラムゾムドの、そして重臣たちの動揺。むろんわき起こる責任問題。

　塔の警護を担当していたファーダルグが戦死しているだけに、一同の批判は、生き残ったベヅァーに集中した。

　しかし結局は、ベヅァーほどの術者は貴重な存在であることや、人間たちに対する認識が甘かったことは、竜人ギオラム全体の責任であった、ということで、ベヅァー自身が罪に問われることはなかった。

　だが罪に問われなかったからと言って、重臣たちが自分に向ける白い視線や、裏でこっそりと流れる、非難の声が消えるわけもない。

　むろんベヅァーとて、汚名を返上するべく、白輝帝ライラ・ギオラムに働きかけたこともあった。

　──私に軍をお貸しください。必ず塔をふたたび奪い返し、人間どもを根絶やしにしてみせます──

　しかし、何度進言しても、白輝帝ライラ・ギオラムは、首を縦には振らなかった。

　──我々がここにいるのは、あくまでも結界の実験のためである。人間たちの組織だった反抗を避けるために、この城を潰しはしたが、もとより全面戦争をするつもりもないし、それができるほどの戦力もない──

　白輝帝ライラ・ギオラムのことばはいつも決まっていた。

　……これでは飼い殺しだ……

　口にこそ出しては言わないものの、ベヅァーの胸のうちには、その思いが常にいすわり続けていた。

　最近ではベヅァーは、ごろつきの竜人ギオラムたちを私兵として集め、彼らを率いて、パトロールと称して城下町を巡回している。

　奴隷として集められてきた人間たちへの牽けん制せいを目的とする、というのがその名目だが、実際はそれが、単に気をまぎらわせるためのものにしか過ぎないことは、やっているベヅァー自身がいちばんよくわかっている。

　そう。わかっているのだ。彼には。

　胸の奥にいすわり続けるわだかまりを消すにはどうすればいいか。この悪夢から解放されるには何をすればいいか。

　あの人間──エリと名乗ったあの人間を殺すこと。







　一　つかまり激安オークション







　そして、その時はやって来た。

　背中に負ったザックには、塩とコショウが詰まり、両手で下げたかばんには、着替えがぎっしり詰まっている。

　さすがにこの季節、スウェット・シャツは、いくらなんでも暑すぎるので、今は黒地のＴシャツ姿。

　召喚の魔法円に現われた、エリのその姿を目にして、レックスは思わずコケそうになる。

「……夜逃げでもしてきたみたいなかっこうですね……」

「これぐらいは要るのよ……って、レックス、なんか顔色おかしいよ」

「ええ……ちょっとカゼを引いてしまいましてね……まあ、ほとんど治りましたけど」

「ふぅん。けど、カゼって治りかけがかんじん、なんて話も聞くけど」

　レックスと並んで、上への階段を登りながら言う。

「まあ、しばらくおとなしくしてれば大丈夫でしょう。

　それよりエリさん、どれくらいこちらにいるつもりか知りませんけど、あっちの世界の方は大丈夫なんですか？」

「だいじょーぶよ。……たぶん、ね」

　気楽な調子で答える彼女。

　実家には、『夏期講習があるから帰れない』などと、グレはじめた子供のような言い訳をちゃんと（？）しておいた。

　……まあ、『の、ような』ではなく、立派にグレかけている、という説もあるが……

　しかし、『勉強』のニュアンスを漂わせるだけで、親もあっさりと納得してしまうあたり、問題があるといえばあるかもしれない。

　寮のみんなには、とりたてて何もことわってはこなかったが、別に不審を抱く人間もいないだろう。夏休みがはじまって、寮から姿を消すのは、エリ一人ではないのだから。

「それならいいんですけど……」

「それで、こっちの方じゃあ何か変わったことってない？　あなたが夏カゼひいた以外に」

「とりたててありませんね。

　あいもかわらず、双方手出しできるほどの力がない、というのが実情ですね」

「ふぅん……」

　てきとーなあいづちを打ち、エリはふとあることを思いつく。

「……ねえ、今思ったんだけど、あっちこっちの世界から、助すけっ人と山ほど召喚しまくって戦う、ってぇのはどう？」

　ひくっ。

　彼女のことばに、一瞬レックスの顔がこわばった。

　むろん、エリのほかにも、異世界からの住人を呼び込むことは可能である。

　彼女に渡したような通訳用サークレットを、複数造り出すことも、決して不可能なことではない。

　実際、彼女が今言ったのと同じ案が、作戦会議で論じられたこともあった。

　実行可能な案とあって、採用の方向に話は進んで行ったのだが──

　おもしろくもなさそうな顔で、バイザー親衛隊長の言ったこのセリフ、

「──しかし思いますに──もしもそうやって呼び込んだ者が、皆、エリ殿のような人間ばかりだったとしたら、それこそ竜人ギオラムがどうの、という以前の問題になりますが……」

　それ一発で、この案は、満場一致で否決された。

　しかしむろん、そんないきさつを、エリ当人に言えるわけがない。

「……まあ、いろいろと事情もありますからね……」

「ふぅん」

　苦笑を浮かべて言ったレックスのことばを、魔道技術上での問題だろうと解釈し、エリはあっさりとうなずいた。

　やがてレックスはエリを、彼女のために用意された部屋に案内した。

　エリの感覚で言うならば、八畳ほどの広さである。明り取りの窓とベッドが一台。やや小さめのクローゼットと、小さな丸テーブルの上には、ランプと、飲水の入った壺つぼ。

「……ちょっと手狭ですけど、ここしか空いている部屋がなかったもので……まあ、ごかんべんください」

　……八畳で手狭……ねぇ……

　内心ぼーぜんとつぶやくエリ。

　実家にいた時は、六畳の部屋が、弟と共有の勉強部屋だったし、今いる寮は四畳半。

　どうやら、「広さ」に対する感覚も、だいぶ違っているようだ。

　……もっとも、異常なのは、日本の都会まちに住む、彼女の方かもしれないが。

　ともあれ彼女は、着替えの入ったカバンを部屋の隅に置き、背中のザックから、塩とコショウを取り出し、レックスに渡す。

「はいこれ」

「いつもいつもすみませんねぇ」

「おとっつぁん、それは言わない約束でしょ」

「……おとっつぁん……？」

　エリの時代劇ノリについてゆけず、不審な顔をするレックス。

「あ。なんでもないから。深く考えないで」

　ぱたぱた手を振り、エリは言う。

　レックスは、塩とコショウの入った袋をかかえ込み、

「……さて……それで、まず今日は、どうなさいます？」

「『どうなさいます』じゃないだろ」

　戸口からかかった声にふり向けば、一体いつからそこにいたのか、佇たたずむクルーガーの姿。

「殿下！」

　思わず声を上げるレックスに、クルーガーは視線を送り、

「調子が悪いんだろ。無理をせずに休んでろ。万が一、お前に倒れられでもしたら困るからな」

　──なるほど。

　内心、納得するレックス。

　クルーガーが、エリに興味を抱いていることは、もはや周知の事実である。おそらく気づいていないのは、エリ当人くらいのものだろう。

　──もっとも、その『興味』が、単に、今までクルーガーのまわりにいなかったタイプだからなのか、それとも本気なのかは、意見の分かれるところだろうが、レックスは、それを前者だと思っている。

「そうですね……けど、おことばに甘えて私は休ませていただくとして、エリさんはどうしましょう？」

　答えのわかりきった問いを、いけしゃあしゃあと尋ねるレックス。

　あんのじょう、クルーガーは視線を宙に這はわせ、

「……そうだな……しかたない。私が案内してやるよ」

　言うクルーガーに、じっと視線を向けるエリ。

「……な……何だ？　何か不満でもあるのか……？」

「そうじゃなくて……ねえ、クルーガー、あなたひょっとして……」

　ぎくぅっ！　と、クルーガーの心臓がはね上がる。

　かまわずことばを続けるエリ。

「ひょっとして……ヒマなの？」

[image: ]

「違うっ！」

　クルーガーは、思わず大声を上げていた。




「……ヒマじゃないなら、わざわざ案内してくれなくてもいいのに。あたしももう、だいぶこっちには慣れてきたし」

　客寄せたちのかけ声に、馬のいななき、ざわめく人々。

　道の両側、露店の立ち並ぶ通りを、クルーガーと並んで歩きながらエリは言った。

「いーや。お前はほうっといたら、何をやらかすかわかったもんじゃない」

「だいじょーぶよ。子供じゃあるまいし」

　ムキになって言い返すエリ。

　──案内役のレックスとはぐれて、思いっきり道に迷ったのは、つい二週間前のことだったが、むろんそんなこと、すでに彼女は、きれいさっぱり忘れ去っている。

　こちらの世界の景色は不思議と、何度見ても飽きなかった。

　露店に並ぶ、あざやかな原色の、果物や野菜の数々。

　香ばしいかおりを風に泳がせる露店の焼き肉屋。──一体何の肉なのかは、いまだによくわからないが。

　エキゾチックな衣類やアクセサリー。

　季節がゆっくりうつろうとともに、露店に並ぶ品物も変わり、眺めるたびに、何か新しい発見があった。

「……これであと、平和だったら文句ないんだけどねー」

「──見に行ってみるか？　竜人ギオラムたちの結界のようすを」

　クルーガーの誘いに、エリはしばし考えてから、

「……そうね」

　彼女はこっくりとうなずいた。




「どぉぉいうことですかなっ!?　レックス殿っ!?」

　バイザー親衛隊長が、赤い顔をさらに赤く染め、どなりこんで来たのはその日の午後。レックスが、自室で読書にふけっている時のことだった。

「……ど……どう、とおっしゃいますと……？」

　扉を開けるなり声をはり上げたバイザーの剣幕におどろいて、本を閉じ、アームチェアから立ち上がる。

「むろん！　エリ殿のことです！」

「エリさんが……また何か？」

「そうではなくて！　もともとエリ殿の世話係は、レックス殿、あなたのはずでしょうが!?

　しかし、兵士たちに聞いた話によれば、今日はどういうわけか、おそれおおくも殿下がエリ殿を案内しておられるとか！　それでレックス殿が、ここで読書などしておられるというのは、一体どういうことなのですかな!?」

「ああ、そのことですか」

「そのことですか、ではありませんぞぉぉぉっ！」

　レックスの気楽な口調に、思わず声のトーンを上げるバイザー。

「よろしいですか！　レックス殿！　クルーガー殿下はかりにも、次の王国を背負って立たれるべきお方！　のみならず！　竜人ギオラムたちを打倒して、王国を奪還すべき試練をも担っておられるのですぞっ！　その悲願の成就もままならぬというのに、クルーガー殿下を、こともあろうに、まるっきりお遊び気分のエリ殿の、観光案内役に押しつけるなどとはっ！　これは一体どういう了見か、お聞かせ願えますかなっ!?」

「……いや、ですからそれは……」

「ですからも何もありませんぞっ！」

　──どうやらもとより、レックスの意見を聞く気はなさそうである。

　さすがに頭を抱えるレックス。

　ようやく彼は気づいたのだ。バイザーは、単に文句が言いたいだけで、ただ問題なのは、バイザー自身、そのことに気がついていないだけだということに。

「よいですか、レックス殿！　いかなる理由があろうとも、このようなことは困りますぞ！」

「──まあまあ、よいではないか。バイザー殿」

　ひたすらのんびりした声は、バイザーの後ろ──廊下からした。

「ロッドゥェル将軍！」

　いきなりやって来た助け舟に、レックスの顔が輝いた。

　立っていたのはひとりの老人。白髪と、その顔に浮かんだ温和な笑み。とてもそうとは見えないが、彼こそが、クルーガーたちの仲間うちでは、随一の実力を誇る老将軍、ロッドゥェルである。

「……な……なぜこんなところに……？」

　けげんな顔で尋ねるバイザー。レックスに対する時とは態度がまるっきり違う。

　軍人気質の堅物バイザーも、この老将軍だけは苦手だった。──いや、苦手、というよりも、尊敬していると言った方がいいかもしれない。

　理由は単純。自分より、剣技にすぐれているからである。

「『なぜ』もなかろう。あれだけ大声でわめきまくっておれば、建物じゅうに声が響くわい。誰でも、何事かと様子を見に来るわい」

「……そ……そんなに大きな声でしたか……？」

　やや気恥かしげに問うバイザー。どうやら自覚はないらしい。

「大きな声じゃったよ。話のなかみまで丸聞こえじゃったな。

　殿下がエリ殿をエスコートする。

　別によいではないか。ほほえましくて」

「ほ……ほほえましい!?」

　思わずまたまた大声を上げるバイザー。

「これこれ。また大声を上げる。

　よいか、バイザー殿、本日、レックスは体調が思わしくなく、それを慮おもんぱかった殿下が、かわりにエリ殿のエスコートをお引受けくださった。それだけのことじゃ」

「そ──それだけ、と申されましても……」

「これこれバイザー殿、あまり固いことは抜きですぞ。

　──最近は、竜人ギオラムどももすっかりなりをひそめておるし、ま、殿下も、たまには気分転換なされることも必要じゃろうて」

「しかし！　その息抜きの相手が、どこの馬の骨──どころか、別の世界から来た人間だなどと……！」

「ま、殿下もお若いからのぅ」

　バイザーのことばを歯し牙がにもかけず、あっさりと言うロッドゥェル。

「……いやいや全く。いいのぅ。若いもんは」

「しょうぐぅぅぅぅん！　年寄りじみたことを言わんで下さいっ！」

「わしゃ年寄りじゃ」

　バイザーのことばをあっさり受け流すロッドゥェル。

　──お見事です！　師匠せんせい！

　思わず内心、ロッドゥェルに声援を送るレックス。

　無意識のうちに、両手がにぎりこぶしを形造っていたりする。

　バイザーは、ほうっ、と大きく息を吐き、

「……むろんここで、わたくしが、『それもそうですね』などとものわかりのいいことを言うのは簡単ですが……

　しかしそれでは、兵たちの士気の問題はどうなります？

　竜人ギオラムたちは、最近なりをひそめてはいますが、その脅威が消えたわけでもなければ、奪われた王城を奪還できたわけでもありません。

　そんな中、あるじと仰ぐべき殿下と、さきの戦いで功績があったとはいえ、別の世界から来たエリ殿とが、浮かれ気分で町など歩いておれば、兵士たちのやる気も失せましょう」

　……しーん……

　いきなりスジの通ったバイザーの発言に、思わず沈黙するレックスとロッドゥェル。

　バイザーは、他人に文句を言いたがる、などという癖はあるものの、決して何も考えていないわけではない。

　確かに彼の言う通り、『なんで王家の人間が、あんなよくわからない人間と……』などと思う者もいるだろう。

「……あー……」

　さすがにこれには反論できず、ロッドゥェルは、白髪頭をぽりぽり搔かくと、やおらくるり、ときびすを返し、

「──さぁて。茶でも飲んでこようかのぅ……」

「ああああっ！　師匠せんせいっ！　いきなり逃げないでくださいよぉっ！」

「……さてレックス殿、あなたにはもう少しお話があるのですがな……」

「せんせえぇぇぇぇぇぇぇっ！」




　……さわ……

　風が草原を渡ってゆく。

　小高い丘の上に佇み、二人は彼方かなたに視線を送る。

　ひろがる草原を埋めるようにして、空気が異質に変化していた。

　竜人ギオラムたちが、自らの領域を広めるために造りあげた、魔術による結界である。

　小さな山くらいなら、すっぽり入ってしまうほどの広さがあるだろう。ほぼその結界を境にして、地面に生える草の質さえ違っているのが、ここから一望してもわかった。

　ドーム状に変質した空間の一角に、黒いわだかまりが見える。

　かつてそれは、竜人ギオラムの結界を形作る塔のひとつだった。

　今から数カ月前、クルーガーたちの率いる軍によって、塔は陥とされた。

　そこを竜人ギオラムたちへの反抗拠点にしよう、という意見も出たのだが、そうなれば、激戦となるのは目に見えている。竜人ギオラムたちの戦力がどれほどのものかわからない以上、そんなリスクは冒せない。

　結局のところクルーガーたちは、破は城じよう槌ついで、結界の塔をたたき壊すにとどまった。

　その廃はい墟きよがあれである。

　しかし、塔の壊れた今となっても、結界の消える様子はない。

「……やっぱり……あのベヅァーとかって白い竜人ギオラムが言ってた通り、塔をあとひとつ壊さないと消えないみたいね……あれは」

「ああ……しかし、連戦できるほどの戦力は残ってない……」

　クルーガーは、大きなため息ひとつつく。

　もともと、クルーガーの父が治める、このファインネル王国も、それほど大きな国ではなかった。

　むろん、いざという時のために、騎士団や傭兵部隊もあったし、日ごろの訓練も怠ってはいなかった。

　しかしその備えも、あくまでも、近隣諸国からの侵略──早い話が人間相手を想定したものでしかなかった。

　竜人族ギオラム・バスカーに空からの襲撃を受け、いきなり王城が陥とされる、などという予想外の事態にさらされて、『適切な対応』などできる者はいなかったのだ。

　王城が陥ち、多くの騎士たちは戦死し、あるいはいずこへとなく散り散りになった。

　各地の砦とりでを守る警備隊長たちの中には、部下たちをひき連れて、王城の奪還へと乗り出した者たちもいた。

　しかし、竜人ギオラムたちが空から降らせる槍やりと攻撃魔法の前に、彼らのほとんどは、王城にたどり着くことさえもできぬまま、ただただ野原に屍かばねを晒さらした。

　王城を奪い、そこに拠を定めた竜人ギオラムたちは、近くにある人間の街や村に使いを出した。

　いわく。抵抗さえしなければ、危害を加えるつもりはないこと。労働力として、人手を提供すること。

　──しごとの報酬に、ちゃんと金を払ってやる。もちろんしごとが終われば、ちゃんと帰してやる。

　やって来た竜人ギオラムたちは、そう約束したが、竜人ギオラムの塔と結界ができ上がった今となっても、その約束が守られた例はほとんどない。

　時々、結界の中から帰ってくる者もいるのだが、その話によれば、ファインネル城のまわりには、竜人ギオラムたちの城下町までもができあがり、そこでは、連れて来られた人間たちが、未いまだ働かされているらしい。

　落ちのびて、打倒竜人ギオラムをかかげるクルーガーたちに、しかし当初、民衆の目は冷たかった。

　──働きに連れて行かれた連中も、ほうっとけばそのうち帰してもらえるんじゃないのか？

　──騎士団がいて城を陥とされたんだ。今さらオレたちが力を貸しても、どうにもならねぇだろう？

　──へたに竜人ギオラムを刺激するな！　あんたらには王国と、宮廷での暮らしが大事かもしれんが、おれたちにゃあ、連れて行かれた仲間や日々の生活の方が大事なんだ。

　しぶる彼らを説きふせて、あちこちに散った騎士たちを探し出し、なんとか『組織』としてまとめ上げる──

　そして、ようやく準備は整った。

　むろん、一気に王城を攻めて取り戻す、という作戦案もあったのだが、もしもそれで成功したとしても、四方を要塞塔で囲まれた、そんな場所を手に入れたところで、それこそどうしようもない。

　そこで結局、塔を壊して竜人ギオラムたちをいぶし出す作戦に出たのだ。

　作戦は、一応たしかに成功し、クルーガーたちは結界の塔を陥とした。

　しかしそれでも結界は消えない。

　最初の塔を陥とすまで、戦力を整え、充実させるのに二年かかった。

　次のひとつを陥とすまで、あとどれくらいかかるだろうか。

「……ねー、あたし思うんだけど……」

　しばしの物思いに沈むクルーガーに、ややあってエリは声をかけた。

「たとえば、ここの他にも人間の王国、とかっての、あったんでしょ？」

「ああ。そりゃあもちろん──今でもあるさ」

「じゃあさ、そこに使者とか送って、援軍を頼む、っていうのはどう？　……そりゃあ、体面が悪いっていうか、クルーガーのメンツは立たないかもしんないけど、ンなこと言ってる場合じゃないし……」

「とっくに使者は送ったよ。あちこちの国に、な」

　苦笑を浮かべて言うクルーガー。

　その顔に浮かぶ、あきらめにも似た表情が一体何なのか、エリには理解わからなかった。

「……それで……？」

「返事は来たよ。『貴国の状況、誠に遺憾である。軍の都合がつき次第、支援の兵を送らせていただく』ってな。

　──で。それっきりだ」

「それっきり……って……」

「援軍なんて来やしない、ってことだ」

「ちょっと！　それってあんまり……！」

「ま、こんなことになるとは思ったがな。あっちの国でもこっちの国でも、あわよくば、爪先ほどの大きさだけでも領土をひろげようと狙ねらってる。

　自分たちの国に竜人ギオラムたちが攻め込んで来た時、防げさえすればそれでいい、くらいに考えてるんだろうな。

　なんの義理も、たいしてうまみもないちっぽけな国を助けてやるのに兵を動かして、そのすきに、どこかほかの国から攻められでもしたらことだ、って思ってるんだろ。みんな」

「………………」

　つきはなしたような口調で言うクルーガーに、かけてやれることばをエリは知らなかった。

　むろん、エリにもわかっている。それぞれの国に、それぞれの考え方や事情がある、ということは。

　たとえばの話、救援を要請された国のほうから見れば、何の義理もない小国を助けるために、竜人族ギオラム・バスカーなどという、今まで戦ったことすらない相手と剣を交える必要はあるのか、という話になる。むろんそうなれば、兵士に死人も数多く出るだろう。

　祖国ですらない国のために命をかけられるほどできた人間、などというのは、そうそういるものではない。

　それはわかっているのだが──

「……くやしいなぁ……なんか……」

　唇を、強くかみしめ、つぶやく彼女。

　クルーガーは、ほうっ、とふたたび息をつき、ぽんっ、とエリの肩を叩いて、

「──つまらん話をしちまったな……

　ま、俺おれたちでなんとかしてみせるさ」

「……なんとかなるの？」

　問うエリに、クルーガーは静かに首を横に振り、

「なんとか『なる』んじゃない。なんとか『してみせる』んだ」

「──なるほど……」

　答えて彼女はほほえんだ。

「さて──と。そろそろ街に戻ろうか」

「そうね」

　答えてエリはきびすを返す。

　なだらかな丘を下る道は、そのまま小さな森を抜け、森の向こうには、遠くに街の家並みが見える。

　──こっち側だけ見てたら、なごやかなんだけどなー。

　などと思いつつ、二人は森へと続く道を下り──

「待て！」

　小さな声でささやいて、クルーガーが、エリの手をつかんで引き止める。

　ぎくぅっ！

　彼女の心臓がはね上がる。

　この場所でこのシチュエーション。エリには若干の心当たりがあった。

「……この状況って……まさかひょっとして……？」

「その『まさか』らしいぞ。どうやら」

　視線を前方の森にすえたまま、クルーガーは、腰の剣に手を伸ばす。

「どひぇぇぇぇぇぇっ！」

　思わず声を上げるエリ。

　かつてエリは、この場所で、奴隷用の人間狩りをやっている竜人ギオラムたちと出くわしたことがあった。

　その時にはクルーガーと、そしてレックスがいっしょにいたおかげで、なんとか切り抜けられたのだが……

「一気に森に突っ込むぞ」

　ぼそり、とつぶやくクルーガー。

　空を飛べる竜人ギオラムたちに対して、なんの遮しや蔽へいもない野原では、まずこちらに勝ち目はない。

　攻撃魔術が使えるレックスはいないし、エリも今回は手ぶらである。

　──むろん、エリが何かの『武器』を持っていたとしても、相手を攪かく乱らんする程度の役にしか立たないだろうが。

「……わ……わかったわ……」

　かくごを決めてうなずく彼女。

　だがしかし──

「おやおや……気づかれちまったみてぇだな」

　ＧＯの合図をかけるより早く、森のしげみが音を立ててゆれた。

　現われたのは、ひとりの竜人ギオラム。

　鎧よろいなどつけてはいないが、その名の通り、竜を想わせるその肌自体がそこそこの防御力を持っている。右手には、見るからになまくらそうな剣を、構えるでもなくぶら下げていた。

「人間にしちゃあいいカンしてるじゃねーか。

　……もっとも……ふふん、最近じゃあ、たかが人間だからって、油断してると痛ぇ目にあうみてぇだがな」

　言って竜人ギオラムは、ちらりと視線をエリたちのはるか向こう──壊れた結界の塔のある方へと向ける。

「……ど……どーすんのよ……？」

　小声で問いかけるエリ。

「やることはいっしょだ。剣でひるませて、あいつの横をすり抜けて森の中へ突っ込む。それからは──街に逃げるなり戦うなり、なりゆきに応じて、だ」

「……わかった」

「よし。──行くぞっ！」

　叫んで剣を抜き放ち、竜人ギオラム目がけて突っ込むクルーガー。エリも遅れじとそのあとに続く。その勢いに押されたかのように、竜人ギオラムは、あわてて大きく横に飛ぶ。

　二人はそのまままっすぐ、森へと続く道をかけ抜け──

　ざざぁっ！

　目の前に迫ったしげみが鳴ったのはその時だった。

　その奥に立ち上がった、もうひとりの竜人ギオラムの姿を、エリの目ははっきりと捕らえていた。

　うんっ！

　空気のうなる音と同時に、何かが二人の視界を覆う。

　それが投網だと気づいたとき、エリとクルーガーは、すでにその中にいた。

「し……しまったっ！　くそっ！」

「あああああっ！　ホタルイカかっ!?　あたしはっ!?」

　いくらわめこうがもがこうが、そうそうかんたんに網がはずれるわけもない。網の上から竜人ギオラムに剣をつきつけられて、しかたなく、クルーガーは剣を手放した。

「投網、ってぇのは正解だったな」

　嬉き々きとした声を上げながら、網を投げた竜人ギオラムがしげみから出て来る。

「な。オレの言った通りだったろ？　ここはアナ場だ、ってよ」

　得意そうな口調で言いながら、森の奥から、さらにもうひとりの竜人ギオラムが姿を現わした。

「──そういうことか……」

　クルーガーは小さく舌打ちをした。

「どーゆーことよ……？」

「どうやらここ……奴隷狩りの狩り場だったらしい……」

「えぇぇぇぇっ!?」

　思わず声を上げるエリ。

　たしかに考えてみれば、竜人ギオラムの巡視兵たちは、わざわざこんな所まではやってこないだろう。

　しかし、けっこう見はらしがいいせいで、やって来る人間はいる。

　おまけに人の街からも、小さな森をはさんで、やや離れているせいで、少々騒いだところで誰だれも気づかない。

　奴隷の密猟をするには格好の場所である。

「ちょっとそんな！　クルーガー！　どーなっちゃうのよ、これっ!?」

「どうなるって……奴隷にされちまうんだろ」

「ひらきなおってどぉぉすんのよぉぉぉぉぉぉっ！」

「ぎゃーぎゃー騒ぐなっ！

　……さてと……」

　竜人ギオラムたちは、二人を網にくるんだままで、上から縄をかけてふん縛る。

「ちょっと！　痛いじゃないのっ！　もーちょっとてーねーに扱いなさいよっ！」

「……ったく……うるせーな。いーんだよ、これで。そっちのオスはともかく、おめーみてーなメスはどうせ安くでしかさばけねーんだから」

「……メ……」

　怒りに一瞬絶句するエリ。

「メスたぁ何よメスたぁっ!?」

「た……頼むっ！　耳もとでわめかんでくれっ！」

　顔をしかめるクルーガーのことばを無視して、なおもわめき続けるエリ。

　しかし。

「えぇぇいっ！　やかましいっ！」

　竜人ギオラムに、胸元に剣をつきつけられて、さすがにしかたなく口をつぐむ。

「いーかっ！　それ以上きゃいきゃいぬかしたら、口の中に石突っ込んで黙らせてやるからなっ！」

　むろん、どこまでも本気である。

「……うっ……わ……わかったわよ……」

　竜人ギオラムの本気を感じ取り、しぶしぶ彼女はうなずいた。

　同時に大きく息をつく、竜人ギオラムたちとクルーガー。

「……さてと。そろそろ行くか。長居は無用だぜ」

「そうだな」

　竜人ギオラムたちはうなずきあって、エリとクルーガーを包む網の端をめいめいに持ち──

　そして、竜人ギオラムたちははばたいた。

　風がエリの頰ほおをたたく。

「……わぁ……」

　自分の置かれた立場も忘れ、思わず感嘆の声を上げる彼女。

　空から眺める緑の連なり。

　ＴＶなどでは見たことのある光景だが、ブラウン管という枠に隔てられて見るのと、自分の肌で風を感じながら眺めるのとでは、こうも違うものだとは。

　風が渡り、草原が波打つ。まるで大海原のきらめきのように。

　しばし思わず見とれる彼女。

「何をぼーっと見とれてるんだ。お前は」

「うをわっ!?」

　いきなりクルーガーに耳もとでつぶやかれ、思わず声を上げるエリ。

「……あ……あのねえっ！　いきなりぼそっ、と……」

「結界に入るぞ」

「──え？」

　一瞬、ことばの意味が理解わからずに、問いかけようとしたまさにその時。

　ぶわぅっ。

　音すら立てて、風の圧力が変わった。

　そして全身を包み込む熱気。

　入ったのだ。竜人ギオラムたちの結界の中へ。

　結界の外に比べ、空気はかなり湿り気を帯びていた。

　足下に、崩れた塔の残ざん骸がいが横たわっている。

　彼女は以前にも一度──クルーガーたちがこの塔を攻撃した時に、この結界の中に入ったことがあった。

　しかしその時は、塔に放たれた火の手の熱気や戦いの緊張やらで、結界に入った、という実感はわかなかったのだが、こうやって、ただ入ってみると、外と中との空気の違いがはっきりとわかる。

　湿度と気温とは高く、まあ、確かに人間にとっては、あまり過ごしやすい環境ではないだろう。

　そして、鮮烈な緑のにおい。

　おそらく竜人ギオラムたちが、故郷から持ってきたものを植えつけたのだろう。植物相は完全に変化しており、ジャングル──というか、恐竜がのし歩いていても違和感がなさそうな木や草が生い茂っている。

　やがて、その緑の木々に埋もれて、白く長大な壁が見えてくると、竜人ギオラムたちはとたんに高度を下げて、木々の間へと着陸した。

「……ひょっとして、スタミナ切れ？」

「違うっ！」

　エリのハズれた質問に、思わず叫び返すひとりの竜人ギオラム。

「夜になるのを待つんだよっ！」

「おい！　相手にするな！」

　別のひとりにたしなめられて、その竜人ギオラムは口をつぐむ。

「……夜を待つ……？」

　思わず眉をひそめるクルーガー。

「──ちょっと待て！　ということは、密猟か!?　これは!?」

「きさまたちには関係ない」

　竜人ギオラムのひとりが言う。

「だがな。これだけは覚えておけ。もしも警備の兵士たちに見つかったら、おれたちは罰を受け、お前たち二人は処分される」

「ちょっと！　『処分』ってまさか……!?」

「そのまさかだ。ま、せいぜい気をつけるんだな」

　言われてエリは絶句した。

　太陽は、まだ中天の高みにあった。




「遅い！」

　作戦会議室の中をうろつきながら、バイザー親衛隊長は、いらだった声をはり上げた。

「殿下はまだお戻りにならんのか!?」

「は……まだのようですが……」

　問われて、部屋の片隅に佇たたずむ兵士は首を横に振る。

「……これこれ……今度は何を騒いでおられるのかな？」

　戸口から、ひょこんっ、と顔を覗のぞかせるロッドゥェル。

「……将軍！　なぜここに!?」

「……じゃから……あれだけ大声を出せばイヤでも聞こえるとゆーとるに……

　それで？　一体何がどうしたんじゃ？」

「もう日も暮れようというのに、殿下がまだお戻りにならんのです！　ご報告申し上げねばならないこともあるというのに……」

　答えてふたたびいらいらと、部屋の中を行ったり来たり。

「まあ少し落ち着きなされ。殿下とてもう子供でもあるまいて。少々お帰りが遅くなられたからといって、そうそう気をもむこともあるまい」

「……そ……それはそうかもしれませんが……」

「それより、その、『報告せねばならんこと』というのは……？　何かあったのですかな？」

「はあ。確かな話というのではないのですが……竜人ギオラムどもが、またちょっかいをかけてきたようです」

「竜人ギオラムがか!?」

　これにはさすがに、老将軍の声にも緊張の色が混じる。

「はい。奴隷狩りの連中が動いたようです。──ただ、その話を持ってきたのが子供なもので、いささか信しん憑ぴよう性せいに欠けるところはありますが」

「ふぅむ……」

「街からすこし離れた、小高い丘をご存じでしょう？」

「森の向こうの──かな？」

「はい。その子供の言うには、なんでも、昼すぎに遊びに行ったとき、竜人ギオラムたちが、ひと組みの男女をさらって行ったのを見た、ということですが……」

「なるほど……ひと組みの……」

　ぴぴぴくぅっ！

　つぶやきかけた老将軍の顔がまともに引きつった。

「──いかがしました？　将軍？」

「……バ……バイザー殿……ひと組みの男女がさらわれたのを見た、と言っておるのですな、その子供は……？」

　おそるおそる問うロッドゥェル。

「……はあ……その通りですが……」

「それで……クルーガー殿下とエリ殿は、まだ帰って来られない、と……？」

「ええ。その通り……」

「………………」

「………………」

　しばし無言で視線を交わす二人。

　そして──

「うどわわぁぁぁぁぁッ!?　まさかぁぁぁぁぁぁぁぁぁッ!?」

　バイザーの悲鳴があたりにこだました。




　店の中には、まだ酒のにおいが充満していた。

　閉店時間はとっくに過ぎ、店の中にはひとりの竜人ギオラムの姿もない。

　──と、いうことになっている。表向きは。

　しかし今、店の中には、十数人の竜人ギオラムたちの姿があった。

　竜人ギオラムたちの城下町にある、名もない酒場。

　しかしここが、人間奴隷の売買会場のひとつになっていることは、公然の秘密になっていた。

　今も、裏口に通じる扉から、顔の半ばを布で隠した、ひとりの青い竜人ギオラムが入ってきたのが、裏の部屋から見て取れた。

「さて。そろそろ出番だぜ」

「なぁぁにが『出番』よっ!?」

　あざけるように言う竜人ギオラムのことばに、思わずエリは声を上げた。

　結局、あのあと──

　二人を捕まえた竜人ギオラムたちは、夜を待って行動を開始した。

　かなりの高空にまで登り、竜人ギオラムたちの城下町をとり囲む塀を飛び越えて、一同は、町の中へと入って行った。

　結局、警備の兵の目には止まらなかったようである。

　そのままこの酒場まで連れて来られて、今の今まで、奥の部屋に転がされていたのだ。

「静かにしろ。まずはお前の番だ」

　言いながら、竜人ギオラムは、後ろ手に縛ったエリを引き立てる。

　店の中では、ひとりの灰色の竜人ギオラムが、集まった竜人ギオラムたちに向かって口上を述べていた。

「……今日はお集まりいただき、ありがとうございました！　さて、ひさしぶりに開かれましたこのオークション、本日の商品は二匹！

　メスが一匹にオスが一匹。

　……まあ、このメスの方は、おまけのようなものですが……」

　どっ！　と竜人ギオラムたちがわく。

「……誰だれがおまけよ。誰が!?」

　思わず小声でつぶやくエリ。

「……しかし、男のほうは掘り出し物ですぞ！　体つきも丈夫そうですし。しっかり働いてくれることうけあいです！

　さあて、それではさっそく、セリをはじめさせていただきましょう！

　それではまず、メスの方から！」

　合図と同時に、店の中へとひっぱり出されるエリ。

　集まった『客』たちがざわついた。

「さあ！　それでは一〇〇〇からいってみましょう！」

　しかし男のあおり立てにも、客たちは、誰ひとりとして反応しない。

　男は一瞬沈黙し、

「……あー、なにしろひさしぶりの出物ですからねー。とはいえ、少々これでは値が張りすぎましたかな……？

　それでは──八〇〇！　ありませんか!?」

　だがやはり、エリを『買おう』とする竜人ギオラムは誰ひとりとしておらず、口々に、勝手なことをしゃべりだす。

「……あんなにやせっぽちじゃあなぁ……」

「それにメスだろ……オスに比べて力がちょっと……なぁ……」

「けっこう小マメには働いてくれるぜ……ただ、ちょっとこの値段じゃあな……」

「やっぱり狙ねらい目は、次のオスだな」

「それにやっぱりメスだと、ちょいと油断すると、ぽこぽこ子供産んだりするし……」

「猫かぁぁぁっ！　あたしはぁぁぁぁっ！」

　竜人ギオラムたちの勝手な言いぐさに、エリは思わず声を上げていた。

　……しぃぃぃぃぃん……

　店内は一瞬静まりかえる。

　かまわずことばを続ける彼女。

「さっきから黙って聞いてりゃ好きなこと言って！　あたしは何かの商品かっ!?」

　商品である。

　奴隷として売られている、という実感も危機感も、エリには全くなかった。

　──まあ、「日本には奴隷制度がなかったから、『奴隷』という単語は差別用語ではない」などというような理屈がへーきでまかり通るような国の中で暮らしている彼女に、奴隷というものを実感しろ、という方が無理なのかもしれないが。

「……こ……こらっ！　なんつぅことを言うんだっ!?」

　小声でたしなめる灰色の竜人ギオラム。

　しかしエリは全くかまわず、

「やかましーわね。大体何よ。いーとしこいた連中が、自分で働きゃいーもんを、奴隷でも買って働かせて、その間に自分はのーのーと脱皮か冬眠でもして喜ぼうって、その魂胆がさもしいってのよっ！」

　……しぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃん……

　エリのタンカに、さらなる沈黙があたりを満たした。

　──暴れて騒ぎ出す奴隷はいた。おびえて泣き出す奴もいた。

　しかし、ここまで面と向かってメチャメチャを言い出す奴ははじめてだった。

「……ぷっ……くっくっくっくっ……」

　その沈黙を破って、小さな笑い声を漏らしたのは、顔の半ばを布で隠した青い竜人ギオラムだった。

「気に入った！」

　その竜人ギオラムの上げた声に、他の竜人ギオラムがざわめいた。

　エリもさすがに、この反応は予想していなかったらしく、ややぽかんとした顔で、その青い竜人ギオラムを眺めている。

「気に入りました！　その人間──四〇〇でなら買いましょう！」

「四〇〇!?」

　灰色の竜人ギオラムは、ロコツに顔をしかめる。

「……しかし、四〇〇というのは……

　……えー、どなたか、この人間に四〇〇以上の値をつけるかたは……」

　言って店内を見渡すが、むろんそんな粋狂なのがいるわけはない。

「……あの性格じゃあな……」

「四〇〇でも高いぜ……はっきり言って……」

「物好きな……」
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　客たちはただひそひそと、そんなことばを交わすのみ。

　……はうぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ……

　灰色の竜人ギオラムは、深い深いため息をつき、

「……わかりましたわかりました……はいはい、人間のメス一匹、四〇〇で売却決定」

　ほとんどヤケクソの口調で言う、灰色の竜人ギオラム。

　エリはふたたび、後ろ手にしばられた縄を引っぱられ、ふたたび奥の部屋へと連れて行かれる。

　入れ替わり、クルーガーが店に引き出されていった。

「さて、次は本日のおすすめ、人間のオス！　まずは二〇〇〇から！」

「二〇〇〇！」

「二五〇〇！」

　竜人ギオラムたちに気に入られたか、こちらは景気のいい値段が飛び交っている。

「……あたしは激安商品か……？」

　なんとはなしに、ムカッとするものを覚えて、ぽつりとつぶやくエリ。

「しかたありませんよ。あそこまで言ったひとは、あなたがはじめてでしょうからね。扱いづらいと思われたんでしょう」

　後ろからかかった声にふり向けば、別の戸口から、彼女を『買った』青い竜人ギオラムが入って来るところだった。

「──ま、私としては、そこが気に入ったんですけどね」

　言って、顔の半ばを隠したままで小さく笑う。

「……で？　あたしをどーしよーっていうわけ!?」

「ま、とりあえず、私のうちまでついて来てください」

　言って青い竜人ギオラムは、エリを縛った縄を解く。

「──なんなら逃げてもかまいませんよ。ただし──竜人ギオラムだらけのこの町で、ひとりで生きて行ける自信があれば、ですけどね」
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　言われてことばに詰まるエリ。

　この町が、高い壁で囲まれているのは知っている。そんな中、ひとりだけで暮らせるはずもない。

「……わかったわよ……ついて行きゃいいんでしょ……」

　不満ながらもしぶしぶ首を縦に振る。

「それじゃ、さっそく行きましょうか」

　言って部屋を出る、青い竜人ギオラムのあとに続いてエリも扉をくぐる。

　──夜。

　立ち並ぶ石造りの家々のむこうに、ひときわ高くそびえる尖せん塔とう。

　──あれが──

　見上げてエリは、内心小さくつぶやいた。

　そう。それこそは、かつてクルーガーたちがファインネル城と呼んでいた──そして今は、竜人ギオラムの居城と化した城だった。

「けど、よくあんなこと言いましたねー」

　エリの方をふりかえり、青い竜人ギオラムはおもしろそうな口調で言う。

「……あんなこと……？」

「考えなかったんですか？　もしも、誰もあなたを買わなかったらどうなっていたか？」

「どう……って……」

　あらためて考えて、いきなり背中に寒いモノが走った。

「町の外に送り返される……なんてことはないわよね……やっぱし……」

「そんなわきゃないでしょ。ま、朝になったら冷たくなって道ばたに転がってて、それを兵士たちが適当に処分しておしまい、ですね」

「ですね……って、ンなさわやかな口調で言わないでよ……」

「正直言って私も、買うつもりなんてなかったんですけどね。今日、あの場所に来たんだって、単にひやかしのつもりでしたし」

「……それじゃあなんであたしを……買ったわけ？」

　眉をひそめてエリは問う。

『買う』『買われる』などという言い方は、さすがに抵抗があったが、事実なのだからどうしようもない。

「そうですね……」

　竜人ギオラムはしばし考えて、

「なんとなく面白そうでしたから。ま、俗に言う『衝動買い』って奴ですね。あはははは」

「……いや……あはは、ぢゃなくって……」

　……衝動買いされるあたしって……一体……？

　思わず憮ぶ然ぜんとなるエリ。

　かまわず竜人ギオラムはことばを続ける。

「──けど、全く無意味に買った、ってわけでもないですよ。こう見えても私、学者なんてやってましてね。われながらもの好きなことに、人間の研究なんてやってたりするんです。まー、近所からは変り者よばわりされてますけどね」

　しかしこの青い竜人ギオラムが、ほかの竜人ギオラムたちとは少々、毛色が違うということはエリにもわかる。

「これまでは、町で働かされている人間たちを観察したり、ああやって奴隷市場をひやかして、人間たちのリアクションを観察したりしてたんですけどね。それじゃあどーにも、本音、って奴やつがわかりませんからね。

　自分で人間を買っていろいろと聞く、というのもむろん考えたんですけどね。話を聞くだけなら、安物で十分なんですけど……」

「……安物……」

「けど、あんまり臆おく病びようだったり柔順だったりすると、あたりさわりのない話しか聞けませんからね。

　たとえばあなた──私たち竜人ギオラムのことをどう思います？　正直に」

「トカゲのおやぶん」

　そのまんま正直に答えるエリに、青い竜人ギオラムは爆笑した。

「そう！　そーゆーのなんですよね！　私が聞きたかったのは！　ふつーの人間なら、奴隷に買われて言った先で、いくら『正直に』なんて言われたところでそこまでは言いませんからね。奴隷市場でのあなたの分別のないあの発言！　これだ！　と思いましたね。私は」

「……変わってるわねー……あなた……」

　怒るより先に、思わずあきれてつぶやくエリ。

「おたがいさま、ですね。

　──さ。着きましたよ。ここが私のうちです」

　青い竜人ギオラムが足を止めたのは、町の中心からやや外れたあたり。小さな池のほとりに建った、小さな石造りの家。

　──もっとも、『小さな』と言ったところで、むろんあくまで他の家に比べて、の話である。平家ながらも、日本の、ちょっとした建て売り住宅よりは大きいくらいで、ちゃんと小さな庭まであったりする。

「ほえぇぇぇぇ……」

　思わず声を上げるエリ。

「ま、こみいった話は明日ということで、とりあえず今夜は休みますか。……と。忘れてました。その前に……」

　青い竜人ギオラムは、くるり、とエリに向きなおり、

「私の名はラーディー。よろしく」

「エリよ」

　かくて。

　エリと竜人ギオラムラーディーとの、同居生活がはじまった。




　あくまでのーてんきなエリが、やはりのーてんきなラーディーに連れられて、夜の道を歩いていた頃──

　クルーガーは、まじめにセリにかけられていた。

「四〇〇〇！」

　上がった声に、会場にどよめきが起こる。

　ひさしぶりの商品、なかなかの出物とはいえど、これは破格の値段だった。

　しばらく前なら、人間の、オスの奴隷が三人は買える額である。

　その値段をつけたのは、大柄で太った茶色い竜人ギオラム。

　質のよさそうな、ゆったりとした服の上から、これ見よがしに、金だの宝石だのの装飾品を無意味にちゃらつかせている。

　人間の中にも、ファッションと下品の区別のつけられない奴がよくいるが、どうやら竜人ギオラムの中にもそういうタイプはいるらしい。

「……ほかにはありませんか!?　四〇〇〇！　四〇〇〇以上の値をつける方、どなたかいらっしゃいませんか!?」

　奴隷商人──灰色の竜人ギオラムの呼びかけに答えるものなど、むろんいない。

「それではこの奴隷、本日最後の商品は、四〇〇〇にて落札されました！」

　灰色の竜人ギオラムの、熱の入った口調とは逆に、しらけきった表情で、裏口からぞろぞろと出ていく客たち。

　ただひとり、茶色の竜人ギオラムのみが、左右に供の竜人ギオラムを従えて、満足そうな笑みを浮かべている。

　クルーガーは、やがてふたたび奥の部屋まで連れて行かれ──

　ややあって別の扉から、供を従えた茶色い竜人ギオラムが入って来る。

　ずかずかずかっ、とクルーガーの前に歩み寄り、

「名前は？」

「クルー……」

　言いかけて、クルーガーはあわてて口をつぐむ。

　可能性はないに等しいが、もしも万が一、竜人ギオラムたちの中に、人間の反抗勢力の中心となっている者の名がクルーガーだと知るものがいれば、自分の本名を名のるのはまずい。

「クルー、か」

　勝手にかん違いしてうなずく茶色の竜人ギオラム。

「わしが今日からはお前の主人だ。わかったな。

　──わしの名はメゼ」

「……メゼ……？」

　クルーガーが、半ば無意識にその名をくり返したそのとたん──

　どがっ！

「ぐわぅっ！」

　供のひとり、赤い竜人ギオラムに、いきなり脇腹に蹴けりを叩たたき込まれ、呻うめいて床に突っ伏した。

「メゼ様、だ！　言ってみろ！」

「……くっ……！」

　身を起こしかけるのに、ふたたび蹴りが叩き込まれる！

「ぐふっ！」

「なんだ!?　その反抗的な目つきは！　人間ごときが、態度がでかいぞ！

　──さあ、言ってみろよ！　メゼ様、だ！」

　ぎりぃっ、と奥歯を嚙かみしめるクルーガー。

　むろん、竜人ギオラム相手に下げる頭など、持ちあわせているつもりはなかった。

　こんな連中にひれ伏すくらいなら、死んだ方がマシである。

　しかし──

　彼の頭を一瞬よぎった、レックスやロッドゥェル、そしてバイザーたちの面影が、クルーガーを思いとどまらせた。

　たしかに彼は、剣の腕ではロッドゥェルに一歩譲るし、レックスのように魔術が使えるわけでもない。

　しかし、ファインネル王国の名を継ぐものは、彼、クルーガー゠ゼス゠ファインネルしかいないのである。

　たしかに、王城を竜人ギオラムたちに乗っ取られている今、ファインネルの名にそれほどの力はないが、少なくとも、竜人ギオラムに反抗する人々を、集める程度の力は残っている。

　だがもしも今、その名までもが消え去ったなら、人々は、反抗勢力の象徴となるべき存在をも見失うことになる。

　そうなれば、反抗勢力そのものが崩壊することにもなりうるのだ。むろんその場合、人間が、竜人ギオラムに勝つことなどはできなくなるだろう。

　それに、エリのこともある。

　生き残ってさえいれば、何かのチャンスは来るかもしれない。

　──その確率はきわめて低いが、死ねばそれはゼロになる。

　いずれにしろクルーガーには、今ここで、自分の意地を通して死ぬ、などというマネは許されないのだ。

「……どうした!?　言えよ！　メゼ様、だ！　これだけ教えてもわからんのか？　え!?」

「……メ……」

　血を吐く思いで、クルーガーはつぶやいた。

「……メゼ……様……」

「──そう。それでいい」

　メゼは満足げにうなずくと、クルーガーの顔をのぞき込み、

「なぜわしが、お前を買ったかわかるか？」

「…………？」

　質問の意味が摑つかめずに、思わず眉をひそめるクルーガー。奴隷としてこき使う、以外の理由があろうとは考えにくい。

「お前のその服装だよ」

　言ってメゼは、クルーガーの服の一部をつまみ上げた。

「人間にしても、かなりいい服装をしているな。──どうせきさま、金持ちの道楽息子か何かだろう？　ん？」

　メゼの勝手な思い込みを、クルーガーは、そのまま採用することにした。

「……まあ、そんなところだな……」

　どむっ！

　供の竜人ギオラムの蹴りが入る。

「……そんなところ……です……」

「うむ」

　言いなおしたクルーガーのことばに、メゼはふたたび満足そうにうなずくと、

「やはりな──わしはな、お前のような、甘やかされて育ったくせに反抗的な奴、というのが大好きでな。そういう奴を『教育』しなおしてやるのが趣味なんじゃよ。

　ま、せいぜい反抗的な態度を取って、わしを楽しませてくれよ。

　──さて、と。そろそろ行くとしようか」

「さあ！　立て！」

　供のひとりに、縛られた縄を引っぱられ、しかたなく立ち上がるクルーガー。

　一瞬、このメゼとかいう竜人ギオラムを、蹴り倒して逃げたい、という衝動にかられたが、状況も地理もわからない場所で逃げ出したところで、どうにかなるはずもない。

　彼はおとなしく、メゼのあとに続いて外への扉をくぐり、その場でしばし、足を止めた。

　彼の視線が向かうその先には、かつて、ファインネル城と呼ばれていたものが在った。




　クルーガーが、夜空を背に佇む城を眺めていた頃──

　レックスたちは、パニックのまっただ中にあった。

「あぁぁぁぁぁぁぁっ！　私のっ！　私のせいでぇぇぇぇっ！」

「殿下ぁぁっ！　でんかぁぁぁぁぁっ！」

「……ふぅぅ……茶がうまいのぉ……」

　落ち込むレックス、騒ぐバイザー、現実逃避に走るロッドゥェル。

　クルーガーとエリの姿を探して、兵士が町をかけめぐり、さまざまな報告がもたらされる。

　すべて否定的な報告が。

　クルーガーとエリの二人が、竜人ギオラムの奴隷狩りに捕まった、ということは、ほぼまちがいがないだろう。

　──もしも私が、変に気をきかせたりしないで、殿下たちについて行っていれば──

　そう考えれば考えるだけ、レックスの気持ちは落ち込んでゆく。

　作戦会議室のテーブルに突っ伏して、頭をかかえてぶつぶつつぶやく。

　いつもなら、細かいことでレックスに文句を並べるバイザーも今は、部屋の中を、靴音も高く歩きまわりながら、入れ替わり立ち替わり報告をもたらす兵士たちに、かなり支離滅裂な命令を下し続けていた。そう、まるでその忙しさによって、クルーガーの失しつ踪そうそのものを忘れようとするかのように。

　そしてロッドゥェルは──待っていた。

「──問題は、これからの対応じゃな」

　ロッドゥェルが、ことり、とカップを置いたのは夜半を過ぎた頃──レックスとバイザーが、落ち込み疲れ、さわぎ疲れて、ようやくおとなしくなった頃のことだった。

「……これからの……」

「対応？」

　老将軍のことばにようやく顔を上げる二人。

「さよう。殿下が奴隷狩りに捕まったとしても、だからといって殿下がお亡くなりになったわけではない。

　──となれば我らのなすべきことは、決まっておろうて」

「救出作戦──ですか!?」

　期待と不安の入り交じった声を上げるバイザー。

「そういうことじゃ。ここで騒いでおったところで、殿下が帰って来られるわけでもないじゃろう？」

「しかし将軍、殿下の救出作戦を実行することには私も異存はありませんが──けれど、一体どうやって!?」

「決まっておろう！」

　レックスの問いに、声を上げたのはバイザーだった。

「竜人ギオラムどもの巣そう窟くつに突入して、殿下を見つけ出してお助けする！　それしかあるまい！」

「……いや……ですからそれをどーやって……？」

「ふむ……しかしやはり、そのセンでいくしかないじゃろうの……」

　ぽつり、とつぶやくロッドゥェル。

「ともあれバイザー殿も、席にお着きなされ。──とりあえず、作戦の基本案だけでも検討しておかねばな」

「……いいんですか……？　ほかの将軍たちをお呼びしなくて……？」

　不安げな顔で問うレックス。

　むろん、このファインネルが、いくら小さな国だからといって、将軍がロッドゥェルひとりしかいないわけではない。ただ、その数が少ないことは事実で、そのことごとくは、各地の拠点となるべき町に散って、活動をしている。

　たとえ名目上であっても、その将軍たちも、ロッドゥェルと同格である。そんな彼らをさしおいて、勝手に作戦を立案するというのは……

「なぁに。かまわんかまわん」

　しかしロッドゥェルは、かるい口調でぱたぱたと手を振り、

「全員を集めれば、そのぶん時間もかかるし、案もまとまりにくくなろうて。まずこちらで、策を立ててから、全員を呼んで、『作戦の一案』として提案すればよかろう」

「……わかりました」

　レックスはひとつうなずいた。

「それでまず問題は、じゃ。竜人ギオラムたちの町がどのようになっておるか、じゃな。レックス殿、あらためて説明していただけますかな？」

「はい。──むろん、竜人ギオラムたちの町から帰って来たひとたちの数はわずかですので、それほど詳しいことはわからない、というのが実情ではあるのですが──

　まず、竜人ギオラムたちは占拠したファインネル城を改装し、そこを軍の中枢としているようです」

「……恥知らずな……」

　バイザーが、吐き捨てるようにつぶやいた。

「そのまわりに、竜人ギオラムたちが町をつくっているのですが──ここに住んでいる竜人ギオラムたちは、軍人ではなく民間人のようです。──どういうつもりでそんなことをしているのかはわかりませんが。

　ともあれ、その城下町をぐるりと囲って、塀がめぐらせてあるようです。

　ちょっとした城壁ほどの高さがあって、門は北と南にひとつずつ。むろん見はりも立っています。

　その塀の中──竜人ギオラムたちの城下町で、奴隷狩りで捕まった者たちは、民間の竜人ギオラムたちに使われています。

　ですからおそらく殿下も、民間の竜人ギオラムの家にいらっしゃるはずです」

「──ちょっと待っていただこう」

　ふと、ある疑問をおぼえ、横から口をはさむバイザー。

「そんな塀があるにもかかわらず、竜人ギオラムどもの町から帰ってきた者もいますな。その者たちは、一体どうやって、町の中から帰って来れたのですかな？」

　彼の問いに、レックスは苦い表情を浮かべ、

「……帰してくれた、という者も数人いますが……あとの大半は……捨てられたのです」

「捨てられた!?」

　思わず声を上げるバイザーに、レックスは小さくうなずくと、

「──ええ。あの結界の中は、人間にとっては、あまり快適な環境とは言えません。おまけに、あくまで奴隷扱いですから、食事もあまりまともなものは与えられないようです。

　それで、体を壊して『使い物にならなくなった』者を、塀の外に投げ捨てたりするらしいです……」

「……なんということを……」

　怒りを圧し殺し、つぶやくバイザー。

「そんな中の、まだ比較的、気力や体力のある者が、まれに、町まで帰って来たりするのですが……捨てられたものの大半は……」

　ことば半ばに沈黙するレックス。

　しばし、重い静寂が部屋に横たわり──

「……話を進めてくだされ」

　うながすロッドゥェルのことばに、レックスは、深い息をひとつつき、横道にそれた話を戻す。

「──問題は、殿下がその町の中のどこにおいでになるのか、全く見当がつかない、ということです。

　塀の外には、背の高い木なども生えていますから、兵士の十や二十はしばらく隠しておくこともできるでしょうし、そのあたりの木で破城槌を造り、それで門を突破、町の中へと突入することは、まあ、なんとか可能でしょう。

　しかしその場合、竜人ギオラムたちの本拠が目と鼻の先にある以上、殿下を探し出してお連れするのが先か、こちらが竜人ギオラムたちに全滅させられるのが先か、などということになります。

　なおかつ竜人ギオラムたちの追撃も考えると、この案では成功の望みはほとんどないといっていいでしょう」

「……ふぅむ……」

　バイザーは、むずかしい顔で腕を組み、

「大人数を送れば、竜人ギオラムどもの町にたどり着く前に発見されるおそれが高い。

　……結界の塔を攻めるとみせかけて、そちらに竜人ギオラムどもの戦力を集めて……いやいや、それにしても、城をもぬけのからにはできぬだろうし……あまり大がかりなことをやれるだけの兵もおらん……」

「──となればやはり、あれかのぅ……」

　ぽつり、とつぶやくロッドゥェルに、レックスとバイザーの視線が集まった。

「ここは常道通り──外からが無理なら中から──じゃな」




「……う……うぶぅ……」

　エリは大きく伸びをして、藁わらのベッドの上に身を起こした。

　全身に、びっしょり寝汗をかいていた。

　といっても別に、悪い夢を見たとか、そういうのではない。単に暑かっただけである。

　どういうしかけになっているのかは知らないが、この竜人ギオラムの結界の中では、夜になってもそれほど気温は下がらない。

　窓からは、朝の光がさし込んでいた。

　石造りの壁。部屋じゅうに散らばった、なんだかよくわからない道具の数々。窓には鉄の格子が埋め込まれている。

　まだ眠気の残る目で、あたりをぼんやり見渡して、ようやくエリは、自分の置かれた状況を思い出した。

　……そっか……ここ、ラーディーとかって竜人ギオラムの……

　エリを買った青い竜人ギオラム、ラーディーは、物置きがわりに使っていた一室をざっと片づけて、その片隅に、藁のベッドをつくってくれた。

　昨夜はそのまま眠ってしまい、ほとんど話もしなかったのだが……

「……う……む……」

　立ち上がって大きく伸びをすると、部屋の扉を開けて短い廊下へ出る。

　たしか向かいの部屋が、ラーディーの私室だったはずだが……

　こん、こん。

　かるく扉を叩いても、何の反応も返ってこない。

「……もしもしー……」

　取手を引くと、扉はいともあっさりと開いた。

　部屋の中には、ところ狭しと積まれた書物。そしてそのまん中に、こちらに背を向け、大きなクッションの上にしゃがみこんだ、青い竜人ギオラムの姿があった。

「……何やってんの……？」

　問いかけても、全く何の反応もない。

　この距離で、聞こえないはずもない。レックスからもらった通訳のサークレットも、きちんと額の位置につけている。

　──まさかとは思うけど……

　この時、エリの頭の中を、一瞬、ＴＶや映画でよく目にする光景が浮かんだ。

　相手は椅子に座っていて、こちらが後ろから呼びかけても何の反応もなく、くるり、と椅い子すがひと回りすると、その人物は死んでいる──

　……ンなわけないわよね……

　自分自身の考えのバカバカしさに苦笑を浮かべ、彼女は青い竜人ギオラムに近づき、後ろからそっと覗きこむ。

　が──

　ラーディーは、別に何をするでもなく、ただ、黙って目を閉じたまま、その場に座っているだけである。

「……ラーディー？」

　エリが言ったそのとたん。

「わぁぁぁぁぁっ!?」

　やおら叫び声を上げ、ぶぁさりっ、と翼をはためかせるラーディー。

「うぶぁっ！」

　翼でまともに顔を圧され、エリも思わず声を上げ、その場に尻もちをついた。

　……っくはー……

　ラーディーは、大きく息を吐き出して、

「……あー……びっくりした……」

「びっくりしたのはこっちよっ！」

「……え……？」

　声を上げるエリに、青い竜人ギオラムは、ゆうらりと視線を巡らせて、

「……誰……？」

「…………だ……だれ……って……」

　思わずことばに詰まるエリ。しばしの沈黙が流れ──

「……あー、そうでしたそうでした……」

　いまひとつはっきりしない声を上げたのはラーディーだった。

「……そうそう、きのう……やっと思い出しましたよ。メリ」

「エリよ」

　彼女はため息ひとつつき、

「ところで、何やってたの？　いくら呼んでも返事もしないで」

「……何って……見ればわかるでしょう？　眠ってたに決まってるじゃありませんか……」

「──寝てた……？　あれが!?」

「……そーですよ……」

　眠けを残した声で言いながら、ラーディーは、あいかわらずうずくまったまま、身をよじらせる。

「……器用な寝かたすんのねー……」

「……器用……って……これが普通ですよ……わたしたち竜人ギオラムでは……」

「……そ……そーなの……？」

　確かに、考えてみれば、背中に翼のある竜人ギオラムが、人間などと同じように、あおむけになって眠れるわけはない。もしもそんなことをすれば、まともに翼を痛めてしまう。

　となればやはり、巣で眠る鳥のように、巨大クッションのベッドで、しゃがんで眠るしかないのだろうが……

　……ひょっとしたら……ちょっとぷりてぃかもしんない……

　うずくまるラーディーの姿を眺めながら、ふとそんなことを思うエリ。

「……私に言わせれば、人間たちの眠りかたの方が変ですよ……死んだ魚のまねでもあるまいし……なんであんな、ごろごろ転がって眠らなくちゃならないんですか……」

　言いながら、ばさりっ、と大きく翼を伸ばし、ラーディーはおっくうげに立ち上がった。

「……さーて、と……朝食をすませたら、二人で町の散歩にでも行きましょうか……」




「おらおら！　いつまで寝てんだよっ!?　お前は!?」

　クルーガーが叩き起こされたのは、エリがまだ、寝返りをうっていた頃のことだった。

　たしかに明るくなってきてはいるが、朝というよりは明け方である。

「……う……く……」

　背中を爪先でどやしつけられてしかたなく、クルーガーは、地面に敷かれた藁の上に身を起こした。

　木造りの、何もないだだっ広い掘っ建て小屋の中。床さえもなく、むき出しの地面の上に、藁が敷きつめられただけのそこには、彼のほかにも、十人ほどの奴隷たちがいる。

　ここが彼らのベッドなのだ。

　クルーガーを蹴り起こしたのは、竜人ギオラムではなく人間だった。

　昨夜、連れて来られた時に、一応紹介はされている。デリーとかいう、奴隷頭の男だった。

　としの頃は三十ほどだろうか。クルーガーよりも頭半分背が高く、体格もいい。野性的なハンサム、と言ってもいい顔立ちなのだが、始終口もとに浮かんでいる、人を見下しきった笑みは、その長所をさし引いても釣りがくる。

「立て。新入り。朝のおしごとが待ってるぜ」

「……他の連中はまだ寝てるぞ」

　座ったままで、あたりを見回し、言ったそのとたん──

　どがっ！

「ぐっ!?」

　脇腹に蹴りを入れられて、クルーガーは横に倒れ込む。

「おいおい……新入り、おめぇ一体何様のつもりだ!?　え!?

　おめぇが一体、どちらのぼっちゃんだったかは知らねぇがな、ここじゃあただの新入り奴隷だ！　朝の水みず汲くみは新入りのしごとと、ここじゃあ決まってるんだよ！　わかったらとっとと立ち上がれ！　わからなくても、蹴りを入れられるのがいやなら外に出ろ！」

「……く……」

　しかたなく、その場に立ち上がるクルーガー。

「こっちだ！　来い！」

　促されるまま外に出る。

　メゼの家は、この城下町では最大のものだった。広い庭と、石造りの二階建ての家。それに倉庫まである。

　倉庫のむこう──すぐそばに、石の城壁がそびえ立つ。

　町を囲む塀ではない。

　今では、竜人ギオラムたちによって、かなり改装されてはいたが、それはまぎれもなく、かつてファインネル城と呼ばれていたものの城壁だった。

　クルーガーを買ったメゼの家は、城のすぐ隣にあった。

　朝日の中に、それでもかつての面影を残すファインネル城が佇んでいるのが、いやでも目の中に飛び込んで来る。

「おい！　ぼーっとしてるんじゃねぇ！」

　声をかけられ、ふとわれに返るクルーガー。どうやら無意識のうちに、城を眺めていたようである。

　デリーが彼を案内したのは、メゼの屋敷の横手だった。

　そこにあるのは大きな水みず瓶がめひとつと、木の桶おけが二つ。

　デリーは、町のほうを指さすと、

「あっちに通り二つ行って右に曲がったところに井戸がある。この桶で、そっから水を汲んできて、この瓶をいっぱいにするんだ。わかったな」

「井戸はそこにもあるぞ」

　言ってクルーガーは、目の前──デリーのすぐ後ろにある井戸を指さした。

　しかし奴隷頭は、かわらず通りの向こうを指さしたままで、

「やかましい。メゼ様のお言いつけなんだよ。あっちの井戸水のほうがお口に合うんだそうだ。そういうことだ。行ってとっとと汲んでこい」

「…………」

　クルーガーは、無言で両手に木桶を摑むと、デリーの指さす方へ向かって歩きはじめた。

「ちんたら歩いてんじゃねぇ！　かけ足！」

　背中からかけられたデリーの声に、彼は歩調を早くした。

　むろんこんなこと、面白いはずもない。

　よほど、あの、デリーとかいう奴隷頭をぶちのめしてやろうかとも思ったが、いきなり騒ぎを起こすわけにもいかない。

　それに、こうやって町の中に出られるなら、あたりの様子も観察できるし、あるいは、別の竜人ギオラムに買われていったエリと出会うこともあるかもしれない。

　クルーガーの脳裏を、限度を越えて元気のいい、彼女の面影が一瞬よぎった。

　……あいつも今ごろ、こき使われてるのかな……

　そんなことをふと思い、つい、ため息ひとつを漏らす。

　──実際のところ、まだこの時、エリはベッドの中なのだが、それは言わぬが花、というもんである。

　町にはすでに、人間の姿がちらほらと見えていた。むろんすべてが奴隷たちであり、自分の仕える竜人ギオラムの、朝食の準備でもしているのだろう。

　竜人ギオラムの姿はひとりもなかった。

　デリーの指示したところに、確かに井戸はあった。共同の井戸らしく、何人もの男女が水を汲みに並んでいる。

　クルーガーは、おとなしくその列に加わり、順番を待って水を汲む。

　両手に桶をぶら下げて、屋敷まで帰り、水を瓶に移しかえる。

　水は、底のほうにすこしたまった。

「ほらほら。がんばれよ新入り。これがいっぱいになったら小屋に戻って来な。朝メシを食わせてやるよ」

　瓶のそばに立ったまま、にやけた笑みを浮かべて言うデリー。

　クルーガーが、二度目に水を運んで来た時には、そこに奴隷頭の姿はなかった。

　井戸に行き、並んで水を汲み、屋敷に運んで瓶に移す。

　──なんでこんなことをしなくちゃならんのだ……

　はじめのうちは、そんなことを考えもした。

　あたりを見回し、知った顔がいないか、建物の地理はどうなっているか、観察もした。

　しかし、何度も井戸と屋敷とを往復するうち、あたりを見回すだけの気力も、不満を頭に浮かべるだけの余力さえもが消え去った。

　──水瓶が、ようやくいっぱいになったのは、一体何往復した後のことだったろうか。

　目を覚ましてから何も口にしないまま、これだけ体を動かしたのだ。胃がむかついて吐き気がする。食欲などはむろんないが、とりあえず、何かを口にしておかないと、これから保たないことはわかりきっている。

　瓶のそばに桶をほうり出し、ふらつく足どりで、クルーガーは奴隷小屋へと向かった。

「──バカかおめぇは？」

　だがしかし。

　そこで彼を待っていたのは、朝食ではなく、デリーの嘲笑だった。

「水汲みに、一体どれだけ時間かけりゃあ気がすむんでぇ？　朝メシの時間なんぞとっくに終わっちまったよ。おめえの分なんざ残ってるわきゃねえだろうが。

　──さ、次のしごとが待ってるぜ」

　怒る気力も体力もなく、クルーガーはその場にへたり込んだ。




　町は、活気にあふれていた。

　立ち並ぶ露店、行き交う者たち。

　店に並んだ品々や、行き交う者の多くが竜人ギオラムだということを除けば、その雰囲気は、人間の町とさしてかわりはない。

　なんだかよくわからない果物を、朝食にかじってから、エリはラーディーに連れられて、竜人ギオラムたちの町へと出た。

　エリが今着ているのは、ゆったりとした──というよりも、だぶだぶの貫頭衣。いつもの服は、汗でしめったせいで、ラーディーの服を借りているのだ。

　本来、竜人ギオラム用の服である。翼を出すため、背中が大きく開いているのだが、さすがに背中を丸出しにする気にはなれず、たくし上げて留金ピンで留めている。

　一方ラーディーのほうも、ゆったりとした服装に、やはり昨夜と同じく、顔の半ば──目から下を布で覆っている。

「一応、このあたりの道すじなんかは覚えといてくださいね」

　エリと並んで歩きながら言うラーディー。

「萎い縮しゆくしてもらっても困りますから、あなたをこき使う気はありませんけど、たとえばお使いとか、かんたんな家事はやっていただきますからね」

「……家事……かぁ……」

　しぶい顔でつぶやくエリ。

　むろんそんなもの、今までほとんどやったことはない。料理などはせいぜい、学校の家庭科の時間に、それも調理法レシピを片手にかんたんな料理をつくる程度のものだったし、むろん洗濯や、部屋の片づけ、掃除などはやったが、洗濯ならばコインランドリー、掃除は電気掃除機である。しかしこっちの世界に、コインランドリーや掃除機があろうはずもない。

「……ま、そんなにうるさく言いませんから」

　言って目を細めるラーディー。

　たぶん笑顔を浮かべたのだろうが、人間の目から見ると、この竜人ギオラムの笑顔という奴がとことんコワい。今朝がた、いっしょに朝食をとった時、素顔のラーディーの浮かべた笑顔に、思わずエリは硬直したのだった。

　……けどこれって……やっぱり、同じ竜人ギオラムどうしで見てみると、『さわやかな笑顔』とかってことになるんだろーなぁ……

　内心、エリはつぶやいた。

「まずはエミ、あなたの服の調達ですね」

「……エリだってば……」

「ああ、そうでしたね。……どうも私、ひとの名前を覚えるのって苦手なんですよね」

「……そ……そんなに覚えにくい名前かな……？

　けど、服装といえば、ラーディー、あなた、なんだってンな怪しいかっこうしてんの？」

「……怪しい……ですか？」

「怪しいわよ。顔の半分隠して歩くなんて……すれちがう竜人ひとがみんな注目してるじゃない……」

　……はーうー……

　エリのことばに、なぜかラーディーは、ゆううつげなため息をつき、

「……ま……いろいろあるんですよ……」

「……ふぅん……」

　あいまいな答えを返すラーディーに、あいまいなあいづちをエリはうつ。

　──まさか、変なことやらかして全国手配を受けてる、とか、そーゆーんじゃないでしょーねぇ……

　一抹の不安はあるが、追及して、もし予想通りだったりしたらコワいものがある。

「まあ、とりあえず、どこにどんな店があるか、とか、どんなものを売ってるか、なんてことを覚えてください。それと、人ごみではぐれないように注意してください。私には、人間の顔の見分けはつきませんから、こっちからあなたを見つけ出すのは難しいでしょうしね。

　それでも、もしも万一はぐれたら、うちに戻る、ということにしてください」

「わかったわ」

　答えてこっくりうなずくエリ。

　……もっとも、もしもはぐれたとしても、エリがラーディーを見わけることは、それほどむずかしくもないだろう。青い竜人ギオラム、というのはあちらこちらに見かけるが、顔の半ばを隠しているようなのはラーディーのみである。

「このあたりが、町の中央市場です。町の外れ──塀の近くの店まで足を延ばせば、もうすこし安く売ってますけど、食べ物に関しては、こちらの方が、新鮮なものが入ります」

　道を行きながら説明するラーディー。

「……くわしいのねー……」

「ただ、ひとりで町に出る時は注意してください。竜人ギオラムの中には、あなたたち人間に、あまりいい感情──どころか、露骨に敵意を抱いてる者もいますから。

　人間に、竜人ギオラムの見わけがつかないのを利用して、買い物途中の人間を襲って金を奪う、なんて事件も前にありましたからね」

「……ちょっと……おどかさないでよ……」

「事実ですよ。──まあ、最近は、パトロールが増えたおかげで、そういった事件もかなり減りましたけどね。

　噂うわさをすれば──ほら、パトロールたちですよ」

　言われてエリは、ラーディーの視線の向く方に目をやった。

　槍と、かんたんな鎧よろいで武装した、十人ほどの竜人ギオラムたちが、通りをやって来るのが見えた。

　その先頭に立つのは、ひとりの真っ白い竜人ギオラム。

　武器は手にしておらず、ひとりだけ、ゆったりとした法衣ローブをまとっていた。

　ぎくんっ！

　なぜか立ち止まった、白い竜人ギオラムとまともに視線を合わせ、一瞬、エリの心臓がはね上がる。

　しばし二人の視線はからみ合い──

　やがて、白い竜人ギオラムは目をそらす。

　二、三度、小さく首を横に振り、ふたたび歩き出すパトロールたち。

　……うーん……まいったなぁ……

　こっそりと息をつき、エリは内心つぶやいた。

　……白い竜人ギオラムなんて見ると、どーもあの、塔で出会った、ベヅァーとかって奴に見えちゃうのよねー……とくに今みたいな服着てると……

　あのベヅァーが、おそらく生きているだろう、ということは彼女も知っている。

　そして、少なからず、彼女を恨んでいるだろう、ということも……




「──どうしました？　ベヅァーさん？」

　後ろに続く、私兵のひとりがかけた小さな声に、白い竜人ギオラムは、ようやく我にかえった。

「……いや。なんでもない」

　二、三度小さく首を横に振る。

　──いかんな……我ながら、神経質になりすぎている……

　ベヅァーは内心つぶやいた。

　町の中のパトロールは、彼の日課となっていた。

　金で雇った私兵たちを、いくつかのグループに分け、町の中をパトロールさせる。

　ベヅァー自身も、そのうちの一隊とともに、町の中を見て回る。

　ただ、それでもベヅァーの心理的外傷トラウマは消えない。

　町で、黒い髪の人間の女を見ると、そのことごとくが、彼にまんまと一杯食わせた、あの『エリ』とかいう女に見える。

　たった今もそうだった。

　私兵を引き連れ、町をパトロールしている時に、たまたま、黒い髪をした、人間の女と目があった。ただそれだけのことである。

　しかしベヅァーには、その人間が、エリという、あの娘に見えた。

　──当人なのだから、そう見えて当り前なのだが、人間の顔を見わけられるほど、ベヅァーは人間とのつき合いが深いわけではない。

　くわえて今日、エリは、以前とは違う服装である。

　……相手はかりにも、この私を出し抜いた人間なのだぞ……それほどの者が、こんなところでおめおめと、奴隷の身に甘んじているわけもない……

　一人で勝手に納得し、ベヅァーは、私兵たちを引き連れて、ふたたび歩き出したのだった。




「不味まずい」

　瓶の水をひと口ふくみ、茶色の竜人ギオラム──メゼは不機嫌に言い放った。

「──この水本当に、わしの言った井戸から汲んできたのか？」

　問われて、クルーガーはこっくりとうなずいた。

　しゃべるだけの気力さえ、ほとんど残ってはいなかった。

　瓶を水で満たしたあと、朝食を抜かれ、すぐさま薪まき割わりにまわされた。

　刃こぼれのひどい手て斧おので、山積みされた薪をひたすらたたき割る。

　斧を持って暴れ出したくなる衝動を抑えるのに、どれだけ苦労したことか。

　奴隷頭のデリーから、呼び出しがかかったのは、薪割りをはじめてから、いくらもしないうちだった。

　命じられるままについて行けば、メゼと、供の竜人ギオラムふたりが、水瓶のそばで彼を待っていた。

　そして──かけられたひとことがそれだった。

「口があるだろ!?　ちゃんと答えろ！」

　居丈高に言う、供の竜人ギオラム。

「……まちがいなく……あの井戸から……」

　圧し殺した声で言うクルーガー。

「……とすれば……水の汲みかたが悪かったんじゃな」

　面白くもなさそうな調子でメゼは言う。

「……井戸水の汲み方、なんてものがあるのか……？」

「きさま！　その口の……」

　クルーガーの口調に、またまた声をはり上げかけた供の竜人ギオラムを、メゼは手で制し、

「さて……そういうことはわしは知らんが……」

　ごんっ。

　メゼはその足で、水瓶を蹴り倒す。

　ざしゃぁっ。

　水は音を立ててこぼれ落ち、かわいた大地を黒く濡らした。

「──いずれにしても、もう一度汲んできてもらおうか」




「美味おいしい！」

　エリの手づくりスープをひと口ふくみ、青い竜人ギオラム──ラーディーは感嘆の声を上げた。

「この煮込みぐあい、この味付け！　ルカダリア風味に仕立てた中に、ラギレウスを入れた、というのがみごとですね！」

　全然わけのわからん批評をしながら、木のスプーンでスープをすする。

「……そ……そぉ……？」

　エリは答えて、自分の目の前に置かれた同じものに目を落とした。

　でろりっ、とした緑色のスープ。

　自分で作ったものながら、どう見ても毒薬か何かにしか見えないそれに、おそるおそる、彼女は自分のスプーンをひたす。

　──何か料理を作ってみてください──

　そう言われてしかたなく、一応チャレンジはしてみたのだが……

　なにしろ、もともと料理など、ほとんどやったこともない上、食材が根本的に違っていたりするのである。

　市場に並ぶ品々も、山菜ごはんの具をでっかくしたようなシロモノやら、ピンクのヤシの実みたいなものやら、アンモナイトやシーラカンスの親しん戚せきのような魚介類。得体の知れない何かの肉。

　ラーディーの家に並ぶ調味料も、緑色のでろでろしたペーストだの、しょうゆ色した酸っぱいにおいのする何かだの、わけのわからないシロモノばかりだった。

　かろうじて理解できたのが塩、それのみ。

　それぞれに味見をする気も起こらずに、てきとーにぶった切ってはナベにほうり込み、調味料もでたらめに投げ込んだ。

　むろんコワくて味見もできなかったのだが……

　どうやら、ラーディーの反応を見るかぎり、奇跡的にも、それほど悪くはない出来に仕上がったようである。

　──まあ、見てくれは悪いけど……

　はくりっ、と、自作のスープをひと口ふくみ──




　ぶぴ。




　たまらず彼女は噴き出した。

　死ヌほど生臭ひ。

「ほらほら。あわてて食べるからむせちゃうんですよ」

　せき込むエリに、へーぜんと、スプーンを口に運びながら言うラーディー。

「……ぐへふっ！……いや……ムセたんじゃなくて……！　ラ……ラーディー……これって……ほんっっとーに、おいしーと思う!?」

「ええ。かなりいい出来だと思いますけど……好みじゃないんですか？」

「……いや……好み以前の問題で……はっきし言って犯罪よ、これ……」

「何言ってるんです。自分でつくっておいて」

「……いや……まー、そーなんだけど……

　うーん……やっぱり、竜人ギオラムと人間って、味覚の好みが違うのかなぁ……」

「ふぅん……」

　エリの発言に、ラーディーは、スプーンを動かす手を止めて、

「なるほど……その可能性は大いにありますね。竜人ギオラム同士でさえも、味の好みの違い、というのはあるわけですから、種族が違えば好みも違うのは当り前……ですよね。ふむ」

　つぶやいて、ひとりでこくこくとうなずく。
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「これは、あとでメモしとく必要もありそうですね……美的感覚も当然違うでしょうし、となれば考え方やものの見方も違うでしょうし……

　ま、そのあたりに関しては、昼すぎから、いろいろ話を聞かせてもらいますよ」

「それはいいけど……あたしも聞きたいんだけど、竜人ギオラムって、もともと南のあったかい方に住んでたんでしょ？」

「ええ。そうですよ」

「それがなんだって、わざわざ結界なんて張って、こんなところまで出て来たの？」

　エリの問いに、ラーディーはしばし沈黙し、やがて、ふたたびスプーンを口に動かしながら、

「──さあ……上のひとの考えることは、私たちにはわかりませんからね……

　けどたぶん、領土を拡大したいとか、そんなところでしょう。ほかの竜人ギオラムの国を敵にまわして領土の取り合いするよりも、人間相手にしてる方が楽だ、とでも思ったんでしょ」

「……けど……なら、わざわざこんな所じゃなくったって……」

「──たとえば、別のところに結界の区域を造ったとしても、それが人間の国の領土の中なら、やはり衝突は起こるでしょう？」

「……そりゃあまあ……」

「どちらにしても、いずれ戦わなければならない相手なら、早目に叩いておいた方が得、ってことじゃないですか。

　国を相手にするよりも、まず頭を叩いて戦力をバラす──

　たぶんそんなところでしょうね」

「まず話し合い──なんて案はなかったの？」

「なかったんじゃないですか」

　突き放しきった口調で言うラーディー。

「ふつうの竜人ギオラムは、地上で一番エラい生き物は竜人ギオラムだ、って思ってますからね。

　竜人ギオラムこそは神に選ばれた種族であり、すべての生き物を統治する権利がある、なんて言ってる宗教もあったりしますし。

　格下の生き物の人間の都合なんぞ、聞く耳持たない、ってところじゃないですか」

「そんな!?」

　思わず声のトーンを上げるエリに、しかしラーディーは冷静に、

「それじゃあ人間は、竜人ギオラムを同格扱いしてます？　森を拓いて畑をつくる時、森の動物たちの都合を考えます？」

「…………」

　問われてエリは絶句した。

　確かにラーディーの言った通り。人間の利害に適わない、強い相手は「邪悪」とそしり、弱い相手は問答無用で駆逐する。

　人間がそうだというのに、竜人ギオラムに、聖人のマネを求めること自体が無理というものである。

　しかし、それを続けていけばどうなるか──今さらながらのエコロジー・ブームまっ最中の二十世紀で暮らすエリにはよくわかっている。

　そして──今、この世界でそれを説明したとしても、理解できる者はいないだろう、ということも。

「──まあ、可能性は残ってると思いますよ」

　スプーンを動かし続け、言うラーディー。

「……可能性？」

「ええ。もしも人間が『なかなかやる』というところを見せつけて、それを竜人ギオラム全体が認めたなら──

　あるいは、共存の可能性もあるかもしれません」

「……人と竜人ギオラムの……共存……」

「そうです」

　力強くうなずくと、ラーディーは、ひた、とエリの目を見すえて、

「──ところでそのスープ、飲まないのなら、私にいただけます？」




　その頃。

　クルーガーは、ややふらつく足取りで、町の中を歩いていた。

　別に逃げ出したわけではない。逃げ出したいのはやまやまだが、何かの行動を起こすのは、時期を見定めてからでなければならない。

　今はとりあえず──命じられた買い物をすませるのみである。

　あのあと、水瓶にふたたび水を汲み終え、薪割りをすませたのが昼前。

　なんとか昼食にはありつけた。

　硬い、かわいたパンのようなシロモノ一切れと、豆がすこし入った塩スープ。

　食欲はカケラもわかなかったが、それらをかろうじて、胃袋の中に流し込んだ。

　食事とも言えない食事を終えたそのすぐあと。奴隷頭のデリーに買い物を命じられ、いくばくかの硬貨を渡された。

　空は、よく晴れていた。

　腹が立つほどに。

　通りには、クルーガーのほかにも、奴隷として働かされている人間たちがあふれている。

　そのほとんどが、気力も活気もない顔つきで、ただ黙々と行き、過ぎる。

　──今のオレも、あんな顔をしてるのか……

　ふと、そんなことを思う。

　今は、おとなしく従っておいた方が得策だということは、むろん頭ではわかっているのだが、ともすれば、竜人ギオラムごときにいいように使われて、反抗のひとつもできない自分に、たまらない自己嫌悪を抱く時もある。

　彼は、半ばうつむきながら、町の通りを行き──

　びくん！

　反対の方からやって来る、竜人ギオラムたちの一団を目にして、彼はその場に凍りついた。

　──あいつだ。

　全身から、一気に汗が吹き出した。

　槍と軽装鎧とで武装した、竜人ギオラムたちの先頭に立つのは、法衣ローブをまとったまっ白い竜人ギオラム。

　かつて、竜人ギオラムの塔で出会った竜人ギオラム──たしか名は、ベヅァー。

　圧倒的な魔力を操る竜人ギオラムだった。

　むろんクルーガーにも、竜人ギオラムの顔の識別などはできないが、彼のカンは、その竜人ギオラムが、まちがいなくそれだと告げている。

　突然、恐怖が走った。

　もしも相手が、クルーガーに気がつけば、それですべては終わりである。

　彼は処刑され、竜人ギオラムたちに対する、旧ファインネルの勢力も、中核を失って事実上崩壊する。

　むろん、この町のどこかにいるはずのエリも、一生を、奴隷として過ごすことになるだろう。

　残されたすべての可能性を、握りつぶすことのできる存在が、今、彼の目の前にいた。

　ひたり。

　ベヅァーの足が止まった。

　気づいたのだ。自分を見つめる視線の存在に。

　足を止め、ゆるりっ、と体の向きを変えた。

　クルーガーの方に向かって。

　──気づかれた!?

　彼の心臓がはね上がる。

　あわてて視線をそらす彼。

　今のクルーガーは、当然丸腰、対して白い竜人ギオラムは、魔道が操れる上に、供のものまで連れている。抵抗などは論外としても、逃げ出したとて、逃げきれるものではない。

　この一瞬──彼の行動に、すべての可能性がかかっていた。

「──そこの奴隷」

　声は、まちがいなく、クルーガーに向かってかけられた。

　無視するわけにもいかず、しかたなしにベヅァーの方をふり向いた。

「そう。お前だ。私の顔に何かついてでもいるのかな？」

「いえ──」

　クルーガーは一瞬ことばを濁す。

　どうやら向こうは、彼のことを、かつて竜人ギオラムの塔で出会った人間だとは気づいていないようである。──ならば──

「……通りの向こうに、ちょっとかわいい娘がいましてね……それでつい、目が行ってしまいました……」

「──ふん。奴隷でも、やはり色気は残っているか……」

　おもしろくもなさそうにつぶやくと、どうやら興味を失ったらしく、ベヅァーはふたたび、部下を引き連れて歩き出した。

　内心、大きく息をつくクルーガー。

　今さらながら、彼は、自分がどれほどあやうい立場に立たされているのかを思い知らされたのだった。




「この責任、一体どう取られるおつもりか!?」

　ばむっ！　とテーブルを平手で叩き、将軍のひとりが声を上げた。

　エリとクルーガーの二人が、竜人ギオラムたちに連れ去られて四日目──

　旧ファインネルの将軍たちが、ようやく一堂に会したのは、その日の夕方になってからのことだった。

　早馬が届けた書簡には、万が一、それが竜人ギオラムたちの手に渡ることをおそれ、ただ『急用』としか記していなかった。

　何事かと集まってみれば、開口一番、『殿下が竜人ギオラムにさらわれた』と、こうである。

　将軍たちの動揺は大きかった。

　──当り前といえば当り前の話なのだが。

　竜人ギオラムたちへの反抗の中核をなすべきクルーガーが、よりにもよって、竜人ギオラムたちにさらわれて、おそらくは奴隷としてこき使われているだろう、というのだ。

　いきなりこんな話を聞かされて、動揺するな、と言う方が無理な相談である。

　逆上して、誰かにつっかかりたくなるのもわからなくもない。

「特にバイザー殿！　親衛隊長というご身分にありながら、『目を離したうちに、外出された殿下が竜人ギオラムに捕まりました』で済むとでもお思いか!?」

「……そ……それは……」

　さすがに反論できず、口ごもるバイザー。

　エリの話が出ないのは、ロッドゥェルの提案で、そのことに関しては、ほかの将軍には黙っている、ということになったからである。

　彼女をかばう、というよりも、話を必要以上にややこしくしないための配慮だった。

「もしも殿下の身に万一のことでもあろうものなら、ファインネルの名を継ぐおかたはもはやいなくなる！　実質、我が国は崩壊したも同然だ！」

「責任は──わしが取りましょう」

　平然とそう言ったのは、老将軍、ロッドゥェル。

　一瞬、しん、とその場が静まりかえる。

「……ロ……ロッドゥェル将軍……別になにもあなたが……」

　たった今までがなり立てていた将軍は、手のひらをかえしたように、困った口調でつぶやくように言う。

　同じ将軍、という地位にあるものの、ロッドゥェルの人望は厚かった。むろん誰も口には出さないが、竜人ギオラムに対する戦力の中心は、クルーガーではなくこの老将軍だ、と目する者も少なくない。

　これが平和な時であれば、ロッドゥェルが消えれば自分も出世できる、とばかり、喜ぶ者もいただろうが、竜人ギオラムたちとの抗争まっ最中のこの状態では、戦力が減るだけのことにしかすぎないのだ。

　竜人ギオラムから王国を奪い返すことができないのであれば、出世がどうのという、はるか以前の問題である。

　ロッドゥェルは、静かに首を横に振り、

「いやいや……わしとて、かりにも『将軍』の名を賜った以上、竜人ギオラムたちの動向に気を配るは当然。それが行き届かなんだばかりに、今回の事態に至ったんじゃからな。責めは負うて当然じゃ。──ことが終わったら、の話ではあるがな」

「ことが終わったら──とは、どういうことですかな？」

　別の将軍が問いかける。

「決まっておろう。竜人ギオラムどもの町から、殿下をお救いするのじゃ」

　……ざわ……

　将軍たちがざわめいた。

　かまわず続けるロッドゥェル。

「たしかに殿下は、竜人ギオラムたちによって囚われの身となられた。しかし、決してお亡くなりになったわけではない。ならばお救いせねばならん」

「……しかし……竜人ギオラムの町を攻めるほどの兵がおるのですか？」

「おらん」

　別の将軍の問いに、首をあっさりと横に振るロッドゥェル。

「おらんが、一応策は考えてある。

　──出すぎたまねとは思うたが、なにしろ時間が惜しいものでな。勝手に策を立てさせてもらった。むろん、意見は聞かせてもらうし、これよりよい案があるならそちらでゆく。

　──よろしいかな？」

　反論は、どこからもなかった。

　ロッドゥェルは、こっくりとひとつうなずくと、

「では、まず状況を説明してもらう。レックス殿」

「はい」

　うながされ、彼は、テーブルの上に地図をひろげた。

「ここが竜人ギオラムたちの城──すなわち、かつてのファインネル城です。

　そこを中心に、塀に囲まれた竜人ギオラムたちの町がひろがっており、その中にクルーガー殿下は捕らわれているものと思われます。

　そしてそこからかなり離れて、竜人ギオラムたちの結界を形造る塔が、東西南北にひとつずつ。

　このうち、南の塔は、以前に陥としたわけです」

「策というのは、こうじゃ」

　ことばを引きつぐロッドゥェル。

「残る三つの塔の近くにそれぞれ小兵を置き、わざと竜人ギオラムたちに発見される。

　ただしこの時、決して戦いはせず、近くの森の中など、空からの攻撃を防ぎうる場所に逃げ込む。つまり、塔のいずれかを攻める、と見せかけるわけじゃな。

　むろん、これは陽動じゃ。おそらく竜人ギオラムたちもそれくらいは見抜くじゃろうが、かと言って、無視できるものでもなかろう。

　こうやって、中央の戦力をすこしでも減らしておいて、一方で、竜人ギオラムたちの町に間者を送り込む。

　間者が、竜人ギオラムたちの町の中で、殿下を誘う一方、町に奴隷として捕らわれている、人間に声をかけておく。

　そして──ころあいを見はからって、もう一つの主力部隊が、竜人ギオラムたちの町に向かって、壊れた塔の方から進撃する。それもできるだけハデに、な。

　おそらく竜人ギオラムたちは、これこそが本隊、と読んで、兵を動かし、町の外でむかえ討とうとするじゃろう。まさか、町を戦場にはしたくあるまいし、な。

　竜人ギオラムの兵たちが町を出たのを見計らい、間者と、殿下が中心になって、捕まっている人たちに騒ぎを起こしてもらう。

　外と内から、塀の門のひとつのみを攻撃し、合流したのち、撤退する。

　──こんなところでいかがかな？」

「問題がふたつあります」

　将軍のひとりが手を上げて言う。

「まず、その『間者』を誰にするか。それと、奴隷として働かされている者が、はたして本当に、いっしょに騒ぎを起こしてくれるかどうか」

「ふむ──」

　ロッドゥェルは、しばし考えて、

「間者についてはすでに考えてある。

　この役目、レックス殿にやっていただこうと思っておる」

「えぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ!?」

　いきなりな発言に、思わず声を上げるレックス。

「聞いてませんよぉぉぉっ！」

「そりゃそうじゃろう。言っておらんかったからのぉ」

　しれっ、とした顔で言うロッドゥェル。

「師匠せんせえぇぇぇぇぇぇっ」

「わたくしも、あまり賛成できませんな」

　将軍のひとりが言うのに、しかしロッドゥェルは平然と、

「ならばもし、おぬしが、武器もなしに竜人ギオラムの巣にたたき込まれた場合、なんとかできる自信はおありかな？」

　言われてその将軍は一瞬口ごもり、

「……いや……武器もなし、では少々……」

「その点、魔術を扱えるレックス殿ならば、口さえきければ、万一のことがあったとて、並みの竜人ギオラムのひとりやふたり、相手に回してひけはとりますまい。

　それに彼なら、弁も立つ。奴隷として捕らわれている人々を説得するのにもよろしいでしょう。

　となればやはりここは、彼に行ってもらうしかない、と思うのですがな」

「……そんな……私……」

「──よいか、レックス殿」

　何やら言いかけるレックスの肩をいきなりかかえ込み、ロッドゥェルは、彼にだけ聞こえる小さな声で、

「他の者をやってもよいが、それでは、殿下はともかく、エリ殿のことはすておかれるじゃろう？」

「……あ……」

「わしが行ってもかまわぬが、そうした場合、この将軍たちの手綱、一体誰が取る？」

「………………」

　思わずことばを失うレックスにロッドゥェルは、満足そうにうなずくと、ぽんっ、ぽんっ、とその肩を二、三度叩き、いならぶ将軍たちに向かって、

「快く引き受けてくれるそうじゃ」

「……せ……師匠せんせえぇ……」

　一人ひっそり涙するレックス。

　ほかの将軍たちからも、もはや異存は出なかった。

　人選に文句がない──というよりも、他に適任者がいないことに気づいただけなのだが。

「それで──もう一つの問題は？」

　誰かの問いに、ロッドゥェルはしばし考え込み、

「……奴隷として捕まっておる者たちが、はたしてこの話に乗ってくれるかどうか……じゃな……

　これは、はっきり言って、あまり自信はない」

　ざわつく、いならぶ将軍たち。

「いわばこれは、一種の賭かけじゃからの。捕まって、働かされておる者たちに、竜人ギオラムどもに対して反抗するだけの、気力と体力があるか、ということになるからの。

　しかしわしは、彼らの、人間としてのプライド、という奴に賭けてみるだけの価値はあると思うんじゃがな。

　それに、この計画ならば、成功すれば、捕らわれている者たちを解放することができる、という利点がある。いつか、我々と竜人ギオラムたちとが全面対決をする時、人質に取られる心配はこれで消える。

　それに、ほかによい案が浮かばなんだものでな」

「……しかしその計画では、失敗すれば軍そのものが崩壊するおそれもあります。少数の間者を送り込んで、殿下おひとりを救い出す、というのはいかがです？」

「ふうむ……」

　ひとりの将軍の提案に、ロッドゥェルは、しばし腕を組み、考えて、

「悪くない計画じゃが──空さえ飛べる竜人ギオラムどもを確実に出し抜いて、人ひとりを連れて、塀をめぐらせた町を抜けられるほどの腕を持った間者数人──都合できるお心あたりはありますかな？」

「……いえ……それは……」

「それにその方法ならば、一いつ旦たん見つかった場合、抵抗らしい抵抗もできずに捕まるか、殺されるかするじゃろうし、もしその時に殿下がご一緒ならば、殿下のお命もないものとなろう。

　たしかに、軍に被害を受けるおそれはないが、軍を守って、殿下の身を危険にさらす、というのであれば、それこそ本末転倒だと思うが？」

　ロッドゥェルのことばに、将軍たちは沈黙した。

　軍がありさえすれば、たとえクルーガーがいなくても、抵抗を続けることができる、と思う者も、中にはいた。

　しかし、それを口に出すことなど、むろんできるはずがない。

「……ですが、仮にその方法でいくとしても、町の中の蜂ほう起きするがわと、外から攻めるがわとの連係が取れなければ、各個に撃破されるだけになりますが……」

「それも考えておる。まず、壊れた竜人ギオラムの塔の方から攻める部隊は、城からの竜人ギオラムたちと交戦をはじめた時点で、火矢なり何なりの合図をする。その合図があってはじめて、蜂起部隊が動く。

　蜂起部隊は、一斉に竜人ギオラムたちの家々に火を放ち、集結点の門を目ざす。

　外からの部隊は、竜人ギオラムたちと交戦しつつ、しばらく時間をかせぎ、竜人ギオラムの町から火の手が上がれば、全力を以もつて、竜人ギオラムの町へと向かう。いくら待っても町から火の上がる様子がなければ、計画は失敗とみなし、ただちに撤退し、被害を最小限にくい止める──

　ま、ざっとこんなところじゃの」

「……なるほど……」

　ようやく、納得したような顔を浮かべる将軍たち。

「その計画でゆくとして、いつから始めます？」

「むろん──早いに越したことはない。なんなら──今からでも」

　ロッドゥェルのことばに、レックスを除く全員が、小さくうなずいたのだった。




「なぜです!?」

　赤い絨じゆう毯たんの上にひざまずき、ベヅァーは、何度目かの、いつもと同じ質問を繰り返していた。

　絨毯の行きつくその先──竜の玉座に座するのは、銀色に輝く肌の、ひとりの竜人ギオラム──

　この結界の統治者、白輝帝ライラ・ギオラムゾムド。

　しかしゾムドは、ややうんざりとした表情で、

「……ベヅァー殿……何度も言うが、あなたのお気持ちはわからなくもない。しかし、ここはあくまでも実験のための場所。いかに、相手がたかが人間といっても、全面戦争をやれるだけの戦力はない」

「ならば──」

　一瞬の迷いを見せたのち、ベヅァーはふたたび口を開いた。

「──ならば、本国に増援を求められればよいでしょう！」

　いならぶ高官たちがざわつき、白輝帝ライラ・ギオラムゾムドは不機嫌に顔をしかめた。

　──そう、ベヅァーの予想通りに。

「……ベヅァー殿……確かに、本国に増援を求めるのはたやすい。しかしあちらとて、王国の領土を狙ねらう国はある。人間ではなく、竜人ギオラムの──な。

　あまり兵を空ければ、そこを突く国も出て来よう。そのような危険を冒してまで、こちらに増援を送ってくれると思うか？」

「──しかし──」

「それにもし。いくらかの増援が来たとしても、ベヅァー殿のおっしゃるような、人間どもの根だやし、などはとうてい無理な相談。

　こちらがそのつもりでかかってゆけば、人間たちとて、必死になって抵抗してこよう。

　となればこちらにも、甚大な被害が出よう。

　そうまでして、今、人間たちにこちらから戦いを挑む必要はないと思うが？」

　──それにもともと、この計画自体、私は反対だったのだ──

　さすがにゾムドは、このことばだけはかろうじて飲み込んだ。

「──わかりました──結構です！」

　お前の私恨で軍は動かせん──そう言われたような気がして、ベヅァーはその場に立ち上がり、一礼を残してきびすを返した。

　──やれやれ……

　白輝帝ライラ・ギオラムはひとり、内心、ゆううつなため息をついた。

　ベヅァーに言ったことばはほとんど本心である。人間を倒す、ということ自体は、別に何とも思いはしないが、そんなことで、何十、何百、あるいは何千もの竜人ギオラムに命を落とさせる、というのは、いくらなんでもばからしい。

　とはいえ最近、人間たちの動きが活発になってきていることは事実である。

　なんとかしなければならないことは事実なのだが、さりとて戦いなどはやりたくない。

　──やはり、この計画自体に無理があったのだ……

　その思いは、日を追うごとに、一層強くなっていった。

　気楽に過ごしていた昔が、今はむしょうになつかしかった。




　──なにが『必要はない』だ！

　ひとり廊下を行きながら、ベヅァーは、心の底にわだかまる、どす黒い怒りをはぐくんでいた。

　──いくら大義名分を並べたところで、結局は、本国に増援を求め、自分の無能ぶりを知られるのが怖いだけではないか。

　ベヅァーは思う。

　白輝帝ライラ・ギオラムゾムドは、本国の王──黄金王グレア・ギオラムジグラドの弟のひとりではあるのだが、どちらかというと学者肌の竜人ギオラムで、高官たちからの受けも今ひとつ。

　ゾムド本人、というよりも、ジグラド王の弟として仕えている、という者も決して少なくはない。

　ジグラド王の側近の、宮廷魔道士たちが提唱した、この結界を利用した領土拡大案の実験責任者に、ゾムドが選ばれたのも、単に彼が、ジグラドの弟のひとりだったにすぎないのと、ていのいいやっかい払いをされただけに過ぎない、と見る者もいる。

　かくいうベヅァーも、そんな中のひとりだった。

　ゾムドの慎重論も、彼の耳には臆おく病びようとしか響かない。

「……ゾムド様も……しょせんはそこまでの方か……」

　自室に戻り、扉を締めて、ベヅァーはぽつり、とつぶやいた。

　──むろん彼には、自分が、あの『エリ』とかいう人間に、こだわりすぎていることもわかっている。

　はじめは気ばらしのつもりではじめたパトロールだが、出会う人間の女が『エリ』に見えてしまう。

　今日も一度、そんなことがあったが、以前はもっとひどかった。黒い髪をした人間の女が、ことごとく『エリ』に見え、いちいち名前を聞いたりもしていた。

　ならば、パトロールになど行かねばよいのだが、かといって、城の自室でじっとしていれば、むやみに怒りがこみ上げてくるだけ。

　それに最近は、一種の癖にでもなってしまったか、一日に何度かは町を見回らないと、落ち着かなくなってきている。

　神経質になりすぎていることはわかっていたが、だからといって、心が安まるわけでもない。

　彼の心を静めるには、人間たちを倒すこと。人間たちを倒すには、どうしても、白輝帝ライラ・ギオラムを動かすしかない。

　そう考えて、今までにも、何度か白輝帝ライラ・ギオラムの説得を試みたことはあったのだが──

　今日、ベヅァーははっきりと知った。

　白輝帝ライラ・ギオラムを説得するのは無理だと。

　──そう。現状のままでは。

　ならば、現状のままでは動こうとしない白輝帝ライラ・ギオラムを動かすには、一体どうすればいいか。

「──戦うようにしむければいいのさ……我々と人間たちとを……」

　ひとり、自室でつぶやいて、ベヅァーは、口の端に薄い笑みを浮かべた。




　こんっ、こん。

「メリー、玄関、出てください」

「……だからエリだってば……」

　扉をノックする音に、しかしラーディーは、読みかけの本から目を上げもせずに言った。

　エリは、半ばあきらめかけた口調でラーディーのまちがいを注意し、玄関へと向かう。

　彼女がここに来てから、まだ五、六日目だが、来客というのはこれがはじめてである。

「はーい」

　言って彼女は玄関の扉を開き──

　思わず一瞬、硬直した。

　外出する時、必ず顔の半ばを隠すラーディーを、とことん怪しがっていた彼女だが、それ以上に怪しい姿が目の前にあった。

　顔の半ばどころか、目を除く全部を、すっぽりと布で隠した、銀色の竜人ギオラム。

「──ほう」

　その竜人ギオラムはエリを見て、おもしろそうにつぶやいた。

　──人間を買ったのか……物好きな……

　そのことばは胸の内にしまい込み、

「ラーディーはいるかな？」

「……ええ。──ラーディー！　あなたにお客さんよ！」

「……私にですか？」

　エリの呼びかけがあってしばし──

　ようやく奥の部屋から、ラーディーは姿を現わして、

「──おや。また来たんですか？　ゾムド」

「ああ。かまわんだろう？　どうせヒマだったんだろうし」

　言いながらゾムドは、顔を覆った布を取る。

　銀色に輝く、竜人ギオラムの顔が現われた。

「……へぇ……けっこーかっこいい……」

　思わずつぶやくエリに、ゾムドはちらり、と目をやった。

「いいんですか？　あっちは」

「かまわんだろう。しばらく私がいなくても」

　問うラーディーに答えるゾムド。

「……ま、立ち話もなんですから……──あ、お茶を淹れてもらえます？」

　エリに言い残し、ラーディーは、ゾムドを連れて居間へと向かった。

　エリは台所へと向かい、ラーディーに大好評の『お茶』のしたくをはじめた。

　ポットに怪しげな草の葉っぱと、未だに正体不明の調味料をでろり、と入れて、わき立ったお湯をそそぎ込む。

　待つことしばし。

　それをあとはカップに注げば、なんだかわけのわからんお茶のできあがり！

　──以前、うかつにも味見してみたのだが、アロエの絞り汁を、あっためてエグくしたような味がした。

　むろんそれ以来、二度と味見などはしない。

　二人が食べる食事も、ラーディーのぶんとエリ自身のぶんと、二種類をつくりわけている。

　できたお茶（らしきもの）をトレイに載せて、居間のふたりのもとへと運ぶ。

「紹介しましょう」

　ラーディーは、まずは銀色の竜人ギオラムの方をさし、

「この竜人ひとはゾムド。以前、同じ先生について勉強したひとです。……まあ、学んでいた分野は少々違いますけどね」

　エリはそうとは知らないが、むろん言うまでもなく、あの白輝帝ライラ・ギオラムゾムド、である。

　かりにも白輝帝ライラ・ギオラムの地位にある者を呼びすて、などというのは、無礼なことこの上ないのだが、ラーディーに言わせれば、『彼は白輝帝ライラ・ギオラムである、という以前に、ゾムドという名の竜人ギオラムであり、私の学友』なのだそうだが。

　ほとんどアウトローの理屈だが、ゾムドの方も、そんなラーディーの性格を気に入っており、あえてとがめたりはしない。

　彼にとってはむしろ、王族としての生活の方が息苦しいものだった。

　だからこうして、おりを見ては、気さくな学友のところに顔を出したりもする。

　……まあ……ゾムドがラーディーのもとをちょくちょく訪れる理由というのは、それだけでもないのだが……

　ラーディーは、こんどはエリの方をさして、

「で、こちらが、ごらんの通り人間で、名前はエリー」

　……まあ……大幅に違うとは言わないけど……

　訂正するのはあきらめて、彼女は、ぺこりっ、と小さく頭を下げた。

　ゾムドは、エリの紹介を聞き流し、

「……しかしラーディー、おまえが人間を買うとは思わなかったな。『人間をほんとうに研究するには、一歩離れてなきゃならない』なんて言ってたくせに」

「彼女は変りものでしてね」

　言ってラーディーは、エリのいれた『お茶』をひと口すする。

　ゾムドもカップの中身をひと口すすり、

「ほう!?　うまい」

「でしょう？」

　言ってラーディーは笑みを浮かべる。

　……ほんとーにそれがおいしいのか……？　あんたら……？

　部屋の片すみに佇たたずんで、内心、げっそりとつぶやくエリ。

　竜人ギオラムと人間の味覚は違うと、頭ではわかっていても、やはりなんとなく納得できないものがある。

「料理の腕はなかなかですし……まあ、掃除と洗濯は、ちょっと苦手みたいですけど、それほど気になるものでもありませんし。何より、彼女に家事を任せて、その間、本を読んでいられる、というのがうれしいですね。

　それに、人間の考え方なんかも聞けますし」

　エリは今日までにも、人間の生活などのことを、ちょくちょくラーディーに尋ねられ、クルーガーたちとの生活を思い出しながら答えていた。

「それで──今日は、また何かあったんですか？」

「いや、まあ──何となく、な」

　ゾムドはあいまいにことばを濁し、ちらりっ、とエリの方に視線を送る。

　彼が今日、ラーディーのもとを訪れたのは、無理な話をせっつくベヅァーと、最近とみに動きの怪しい人間たちに、頭を痛めてのことである。

　ラーディーは、その視線から、彼の心中を察したか、

「人間っていうのは、研究してみると、これはこれでけっこう面白いものですよ」

　お茶をすすりながら言う。

「そりゃあ、私たち竜人ギオラムとは、根本的に種族が違いますから、価値観なんかは全然違いますけどね。本質的な部分では、おどろくほど似てますよ」

「──ほう」

　面白そうにあいづちをうつゾムド。

「自分たちこそが一番エラい、などと信じ込んでいるところなんてそっくりですね。ほかにも喜怒哀楽の感情や、敵対する種族への必要以上の反発。同族への愛情。

　──そう考えてみれば、どちらもやっぱり、同じ『生き物』という枠にとらわれてるわけですが──

　竜人ギオラムや人間が、ほかの動物たちと根本的に違うのは、ことばを使うからでも、火や道具を使うからでもなく、『自分たちだけはほかの生き物と違う』と信じ込んでいる──

　その一点だけのような気がするんですけどね。私は」

「……ふむ……」

　わかっているのかいないのか、むずかしい顔でうなずくゾムド。

「ともあれ、私個人の意見としては、竜人ギオラムと人間とは、正面きっては戦わない、という案を推したいですね」

「ほう……？　またどうして？」

「片方が消え去るまで戦うとなれば、残ったもう片方も、その時には、かなりの被害を受けているでしょうし。

　それに、もしそんなことになれば、残った方は、それこそ『やっぱりこの地上で一番エラいのは我々なんだ』なんておかしな誤解しちゃって、それこそ、他の存在を滅ぼすのに、何のためらいも覚えなくなるでしょうからね。

　そうなれば、地上を道づれに、破滅への道をまっしぐら」

　──そんな大げさな──

　ゾムドが、ラーディーのことばを一笑に付すより早く──

「──へぇぇ。わかってるじゃない。ラーディー」

　思わず声を上げたのはエリ。

　彼女に注目する竜人ギオラムふたり。

「ほぉう。今の話が理解わかったのか？」

「……ええ……まあ……」

　からかうように言うゾムドに、エリはあいまいに答えた。

　わかるも何も、エリが本来暮らしている、現在の地球が、ラーディーの言ったこと、そのまんまである。

　違いと言えば唯一、人間に競合する種族が、あちらには存在しなかったことのみ。

　しかしゾムドは、なおもエリにつっかかる。

「わかったというなら教えてくれるか？　どうして、たかが一つや二つの種族を潰すことが破滅につながるのか？」

「──えーっと、たとえば……」

　具体的な例が挙げられればいいのだが、あちらにいる動物が、こちらにもいるとは限らない。

　エリはしばし考えて、結局、かんたんな食物連鎖の話をした。大地から栄養をとって植物が育ち、それを草食動物が食べ、それを肉食動物が食べる。その一角が崩れれば、すべてが崩れ去る。

　エリにとっては、それこそ子供だましのような知識だったが、情報流通の絶対量が違いすぎるこの世界では、どうやらそうではなかったようだ。

　彼女の短い話が終わった時、竜人ギオラムふたりの、彼女を見る目が変わっていた。

「……ひょっとしてあなた……学者か何かやってました!?」

　半ばぼーぜんと言うラーディー。

「……いや別に……」

「なら──人間というのは普通の者でもみんな、そんなことを考えているのか!?」

「……そーゆーわけでもない……と思うけど……」

　驚きよう愕がくに満ちた声で問うゾムドに、エリはぷるぷる首を横に振る。

「……うぅむ……」

　ゾムドは唸うなって腕を組み──

　どんどんどんどん！

　玄関の扉が激しくノックされたのは、その時のことだった。




「私が出ましょう」

　動きかけたエリを手で制し、ラーディーは玄関へと向かった。

　やがて、玄関のドアが開く音。ラーディーと誰かとの声が聞こえ──

　戻ってきたラーディーの後ろには、まっ白い、ひとりの竜人ギオラムの姿があった。

　ぎくぅっ！

　エリの心臓がはね上がる。

　白い竜人ギオラムは、一瞬、エリに視線を送り、つづいてゾムドの方を向き、

「やはりここでしたか……

　困りますな、ゾムド様、そうそうご勝手に出歩かれては」

「……う……うむ……」

　いたずらを見つかった子供のように、気まずい顔であいまいにうなずくゾムド。

　どうやら今までにも何度か、こっそりここに来ていたのを、見つかったことがあるらしい。

　白い竜人ギオラムは、ちらりっ、とラーディーの方に目をやって、

「……まあ……お気持はわからなくもありませんが……」

　そのことばに、ゾムドは渋い顔をして、

「……そういう言い方はせんでもらいたいな。ベヅァー殿」

　……ベ……

　エリはあやうく声を上げるところだった。

　白い竜人ギオラム、ベヅァーといえば、もはや間違いはない。

　ベヅァーとゾムドは、二言三言ことばをかわし、やがてゾムドは立ち上がる。

　白い竜人ギオラムは、さも、ふと思い出したかのように、エリの方に視線を送り、

「──ところでラーディー殿、人間の奴隷をお買いになられたようだが」

「ええ。なんとなく、気に入ってしまいましてね」

「ほう──名はなんというのですかな？」

　ぬらりっ、と、ベヅァーの瞳が異様な輝きを帯びた。

　エリの心臓が凍りつく。

　しかしラーディーは、いたって軽い口調で、

「メリーって名前らしいですよ。なにかと役に立ってくれます」

　……はーうー……

　思わず全身の力が抜けそうになるのを、かろうじてこらえるエリ。

「……ふぅん……メリー、か……」

　面白くもなさそうにつぶやくと、それきり、彼女に対する興味は失くしたか、ベヅァーはゾムドをうながして、ラーディーの家をあとにした。

　──いかんな……やはり神経質になりすぎておる……

　城へと帰る道すがら、ベヅァーはひとり、反省するのだった……







　二　がんばれみんなでエスケープ







　夜の森は、ただひっそりと静まりかえっていた。

　これがまだ、ふつうの森ならば、虫の鳴き声のひとつも聞こえようが、ここにあるのは、数年前に、竜人ギオラムたちによってつくり出された森である。

　異様なフォルムの巨大な植物たちが、かがやく月の光を浴びて、ただひっそりと、レックスの頭上に佇たたずんでいた。

「……さすがにあんまりぞっとしませんね……こういうのは……」

　沈黙の深さに耐えかねてか、レックスはひとり、ぽつりとつぶやいた。

　結局、例の作戦が実行に移されたのは、作戦会議があった翌日のことである。

　あたりに闇やみが降りる頃、レックスはひとり、壊れた竜人ギオラムの塔の横をすり抜け、一路、竜人ギオラムたちの町を目ざしていた。

　時刻は過ぎ、今はおそらく、もう真夜中に近いだろう。

　むろん、状況もよくわからない、敵の町の中に入って行くなど、はっきり言ってとことんいやだったが、『殿下のため』だの『作戦』だのと言われてはしかたない。

　今は、いつもの魔道士姿ではなく、うす汚れた粗末な貫頭衣姿。

　やがて、ねじれた森の向こうがわに、ほつり、ほつりと灯あかりが見えてくる。

　竜人ギオラムの町の、塀に焚たかれたかがり灯である。

「……けど師匠せんせいも、かんたんに言ってくれて……」

　苦い口調でつぶやきながら、闇の向こうを透かし見る。

　森がとぎれ、さらにしばらく行ったところに、長大な壁が立ちはだかっていた。

　高さは、ひとの背の倍以上はあるだろう。塀の上に、見はりの竜人ギオラムの姿が見えるところからすると、厚さ──すなわち耐久力もけっこうありそうである。

　たしかに、ふつうのやりかたでは、それこそ竜人ギオラムのように空でも飛べない限り、この塀を乗り越えるのは少々骨を折るだろう。

　そう。ふつうのやりかたなら。

　レックスは、塀の上を行き交う竜人ギオラムたちの動きに注意して、ころあいを見計らい、塀のそばへと、ひたり、と身をつける。

　見はりたちの行き過ぎたのを確かめて──

　やおら、手近にあるしげみをがさりっ、と揺らす。

「──何だ？」

　見はりの誰かの声が聞こえたその瞬間。

　がさがさっ、と、さらに数度、しげみを揺らし、もと来た森の方へと向かってかけ出す！

「待てっ！」

「止まれ！」

　後ろから聞こえる竜人ギオラムの声。かまわず森を目ざして走るレックス。

　その時。

　ひゅんっ！

　空気を切り裂く音とともに、彼の前を黒い影がよぎった。

　あわてて足を止めたレックスのその前に、一本の槍やりが突き立っていた。

　竜人ギオラムのひとりが、後ろの上空から投げ下ろしたものである。

　塀のほうをふり向くレックスの目の前に、二人の竜人ギオラムが降り立った。

「──お……お願いですっ！　どうか見逃してくださいっ！」

　おびえた声を上げる彼。半分は演技、もう半分は本心である。

　竜人ギオラムのひとりが、手にした槍を、ちゃきっ！　と彼に突きつけて、

「きさま！　一体どうやって逃げ出した!?」

　計算通り、見はりの竜人ギオラムは、彼を、町の中から脱走してきた奴隷だと思ったようである。

「──そ──それは──」

　口ごもってみせるレックスに、竜人ギオラムは、槍をさらに近づけて、

「言わん気か!?　ならば……」

「ひぃぃぃぃっ！　わ……わかりましたっ！　言いますっ！　言いますから、どうか命だけはお助けくださいっ！」

　あくまでもヒクツな態度でおがみ倒す。

「──言ってみろ」

「……た……頼まれたんです！　ある竜人ギオラムに！　『町から外に出してやるから、言うことを聞け』って！」

「竜人ギオラムに頼まれた、だと!?」

「どういうことだ!?　くわしく説明しろ！」

「説明します説明します！……こ……ここから東の方に行った山の中腹に、ひとりの竜人ギオラムがいる、その竜人ギオラムに、『計画はほぼ順調。行動は二日だけ遅らせろ』と伝えろ。伝えたら、そいつがほうびをくれるはずだ、って」

「計画!?」

「何なんだ!?　その『計画』とか『行動』とかいうのは!?」

　陰謀のにおいをほのめかすような単語をちらつかせただけの、レックスの口から出まかせに、動揺の色を浮かべる竜人ギオラムたち。

「し……知りませんよぉ！　私はただ単に、そう伝えろと言われただけなんですから！

　お願いしますぅぅぅぅっ！　どうか見逃してくださいっ！」

「──なら答えろ。お前にそれを頼んだ竜人ギオラムの名は!?」

「……名乗ってくれませんでした。『余計なことは知らなくていい』って……けど、だいたいどのあたりに住んでいるらしい、というくらいなら……」

「よし。案内しろ」

　言って竜人ギオラムの片方が、レックスの腕を取る。

「ちょっ……ちょっと！　そんな！　もし私がしゃべった、なんてことがわかったら、私、殺されちゃいますよっ！」

　言ってレックスは腰を引く。

「なら、今すぐこの場で我々に殺されたいか？」

「……わ……わかりました……案内します！　すればいいんでしょう！」

　半ばヤケクソのように言う彼の、もう片方の腕を、もうひとりの竜人ギオラムがひっ摑つかむ。

　ばさぁっ！

　レックスの両腕を捕まえて、二人の竜人ギオラムは羽ばたいた。

　風が巻き起こり、砂すな埃ぼこりが舞い上がる。

　そして、レックスの体は宙に浮いた。

「うわわわわわわわわわわっ！」

　慣れない体験に、思わず本気で声を上げる彼。

　竜人ギオラムたちは、レックスを捕まえたまま、塀を飛び越え、竜人ギオラムの町の中へと降り立った。

　──レックスの計画通りに。

「さあ。案内してもらおうか」

「……は……はい……」

　神妙な顔でうなずいて、レックスは、町の奥へと向かって歩き出した。




　やがて、竜人ギオラムの町の一角で、攻撃呪じゆ文もんの光こう芒ぼうが閃ひらめいた。

　塀を見はる竜人ギオラムのひとりが現場に駆けつけた時、そこにはただ、二人の竜人ギオラムの、焼けコゲた死体だけが転がっていた。




　クルーガーの朝は早い。

　毎日、まだ暗いうちから起き出して、わざわざ離れた共同の井戸まで水みず汲くみである。

　しかし、慣れというのは怖いもので、こんな時間に起きるのも、毎朝の水汲みも──むろん、屈辱は屈辱だったが、肉体的には、それほど苦しくはなくなって来ていた。

　最初はのどを通らなかった食事も、最近は、待ち遠しいくらいである。

　……まあ……慣れてどうする、という説はあるかもしれないが、すくなくとも、多少の体力が温存できる程度になってきたことは確かだった。

　茶色の竜人ギオラムメゼも、彼をいびるのにも飽きたのか、はたまた商売がいそがしいのか、最初の頃ほど、ちょっかいをかけては来なくなった。

　まだ、エリと出会うことはできなかったが、この何日かでわかったことはいくつかあった。

　まず、竜人ギオラムメゼのことだが、どうやら彼は、商人のようだった。

　この結界の内部では、かなりの数の竜人ギオラムや、奴隷として働かされている人間がいる。その食料は外から──おそらく、竜人ギオラムの本国から、送り込まれてきているのだが、それを一手に管理するのがメゼだった。

　いわば、王室ご用達の商人、といったところか。

　おそらく結界の中でも、食用の植物などの栽培実験は行なわれてはいるのだろうが、それだけでは、ここにいる竜人ギオラム全員の食料をまかなうことすらできないだろう。

　外から送られてきた食料は、一いつ旦たんメゼのもとへと集まり、それから市場に流れ出す。

　食料の送られてくるサイクルをチェックしておけば、竜人ギオラムたちの補給路を断ち、干上がらせる役に立つだろう。

　──もっともその場合、竜人ギオラムたちより先に、奴隷の人間たちの方にしわ寄せがいくだろうが。

　水汲みや、買い物を命じられるたびに、寄り道をして、町の様子を見回ってもいるのだが、さすがにこの方法では、あまり遠出をするわけにもいかず、地理的なことはまだ、それほど詳しくはわからない。

　しかし、一番大きな収穫は、どうやら、竜人ギオラムの兵士たちの数が、それほど多くないらしい、というのがわかったことである。

　城下町にいる竜人ギオラムたちは民間人ばかり。兵士たちはおそらく、残った三つの結界の塔か、かつてのファインネル城の中にいるのだろう。むろん、町の外塀を警備する連中や、町の中をパトロールする兵たちもいるが、その数はわずか。

　となれば、すくなくとも、竜人ギオラムの兵たちの四分の一以上は、旧ファインネル城の中にいるはず。

　そして、その旧ファインネル城に食料を納入しているのもまたメゼだった。

　城内に人間を入れるのを嫌ってか、運搬は竜人ギオラムが行なっていたが、荷の積み込みは、クルーガーも何度か手伝わされた。

　その頻度と量から考えれば、城の中に、どれほどの数の竜人ギオラムがいるのか、ざっとした予想はつく。

　さすがに、ちゃんとした調査をやったわけではないので、はっきりとした数まではわからないが、多くても百とすこしといったところか。むろんそのうち、非戦闘員もいるだろうから、そう考えると、この町には今、竜人ギオラムの兵士は、百人もいない、という計算になる。

　となれば、残った塔などに散った竜人ギオラム兵の数を合わせても、せいぜい四百。

　そういえば、以前に結界の塔を陥おとした時も、残っていた竜人ギオラムの死体は、思っていたほど多くなかった。

　人間の兵士二人で、魔力を操る竜人ギオラムの兵士一人と互角、と計算しても、兵士の千人もいれば、互角以上の戦いができる計算になる。

　いかにファインネルが小さな国だといっても、兵士の千人程度なら、なんとか集められないこともないだろう。

　──ただし、王国として機能していれば、の話ではあるが。

　それに、ひとたび竜人ギオラムが空高く舞い上がれば、戦力の比は一対二どころではなくなる。

　……とはいえ、いくら情報を集めたところで、クルーガー自身が、生きてこの竜人ギオラムの町を出ないことには話にならないのだが。

　今はまだ、待つしかないのだ。

　反撃の糸口が見つかるのを。

　それまではおとなしく、竜人ギオラムたちに柔順なふりをしておく必要がある。

　いつもの通り、両手に木の桶おけを持ち、町の中にある井戸へと向かう。

　井戸にはやはり、いつもと同じく、すでに何人かが並んでいる。

　クルーガーも、その後ろに並びかけ──




　すこけぇぇぇぇぇぇっ！




　列に並んだ人間の中に、レックスの顔を見つけ、思わず派手にひっくり返る。

　何のドラマも盛り上がりもない、いきなりな再会だった。

「……レ……レックス!?」

「あああっ！　で……」

　げしっ！

　あやうく『殿下』などと口走りかけたレックスのむこうずねに、クルーガーの軽いケリが入る。

「ちょっと来い！」

　クルーガーは、レックスを、人ごみから少し離れたところに引っぱってゆき、小さな声で、

「──お前！　なんでこんなところにいるんだっ!?」

「いえ……一応顔くらいは洗っておいた方が……」

「そーいうことを聞いてるんじゃないっ！　どうしてお前が竜人ギオラムの町の中にいるんだ、って聞いてるんだっ！」

「もちろん、殿下をお救いに来たんですよ」

「……あまりそういうふうには見えんが……」

　ジト目でレックスを眺めるクルーガー。

「……殿下こそ……なんという、おいたわしいお姿に……」

「心配するな。うまくやってる」

「……こんな所でうまくやっててどうするんですか……」

「……いやまあ……と、そんなことより、計画はどういう手はずになっている？　最初に断わっておくが、長話はできんぞ」

「将軍たちが、外から竜人ギオラムを牽けん制せいします。それに呼応して、奴隷として捕まっているひとたちをたきつけて、町の中で一斉蜂ほう起きしてもらい、全員で脱出を図ります」

「……また派手な作戦を……どうせロッドゥェルの案だろ？」

　思わず苦笑するクルーガー。

「よくおわかりになりましたね」

「まあな。……あと、私が絶対に聞いておかなければならんことはあるか？」

「今は特に……けれど、連絡方法は確保しておきたいですね」

「私は毎朝、ここに水を汲みに来る」

「わかりました。ほかの細かい根回しなどはこちらでやっておきます」

「それと──エリがやはり、この町のどこかにいるはずなんだ」

「探しておきます」

「あとひとつ。

　この町の中じゃあ、間違っても私を、『殿下』とか『クルーガー』とか呼ばないようにしてくれ。ここでは私の名は『クルー』ということになっている」

「……そのまんまじゃあないですか……座りも悪いし……」

「なりゆきだ！──ともかく、そういうことで、頼んだぞ」

　言ってクルーガーは、ふたたび井戸に並ぶ列へと加わる。

　その後ろに並ぶレックス。

「……まだ何かあるのか？」

　小声で問うクルーガーに、やはりレックスは小さな声で、

「……いえ……顔が洗いたいだけです……」




　きのうの一件以来、ラーディーの、エリに対する態度はいきなり変化した。

　それまでは、炊事、洗濯、買い物などを頼まれて、時々思い出したように、人間の暮らしや習慣などに関しての質問を、ひとつふたつ投げかけてくる、その程度のものだった。

　あとは自分の部屋にこもって、ひたすら本を読みふける。

　エリの方も、けっこう時間には余裕があった。

　むろん、掃除や洗濯も、気合いを入れて徹底的にやったなら、かなりの手間がかかるものなのかもしれないが、ラーディーがうるさく言わないのをいいことに、けっこういいかげんなことをやっていた。

　しかし──

　きのう、ベヅァーとゾムドが出て行ったあと、エリを待ちうけていたのは、ラーディーの浴びせかける質問の雨だった。

　ごくかんたんな知識を披露するだけで、大賢者扱いされるのに気をよくしてか、エリもエリで、調子に乗って、あれやこれやとさも得意げに説明する。

　たとえばかんたんな数学。さまざまな図形の体積や面積の出しかた。

　あるいは理科系の知識。雨がなぜ降るかを説明した時など、ほとんど神様扱いされた。

　活版印刷の話をした時など、ラーディーは、涙すら浮かべて感動した。

　──少々先走りすぎて、理解してもらえなかったこともある。

　地動説の話をした時は、『……まあ……あなたのおっしゃることですから……噓うそじゃないとは思いますけどね……』などと答えてはいたものの、納得していないことは明らかだった。

　一度、最近高校で習った数学方程式を披露してみたことがあったが、これはみごとにカラ振りだった。

　彼女が説明し終わったあと、ラーディーは、とまどいをにじませる口調で、

　──まあ……こういう計算の法則が成り立つことは理解わかりましたけど……これって、一体何の役に立つんです？

　問われてエリが、答えに詰まったことは言うまでもない。

　なにしろ彼女自身、物理学者か数学者、あるいは教師にでもならない限り、こんなモノが一体何の役に立つのか、ちっともわからないのだから。

　今朝もまた、ラーディーの質問攻撃は続いた。

　みょーに哲学的な質問も出たりしたのだが、そういったモノに関しては、今まで読んだ小説やマンガ、あるいはＴＶや映画のセリフを引用し、適当に答えを返しておいた。

　そんなこんなで半日が過ぎ、ふと気がつくとすでに昼。

　結局二人はめずらしく、外に食事をしに行った。

　ただ、外で食事とはいうものの、もっぱら屋台で買い食いである。

　ちゃんとした食堂もあるのだが、そこはもちろん竜人ギオラム専用。奴隷扱いの人間などは出入り禁止である。

　──むろんエリとて、そんなところで竜人ギオラム用の食事を食べてみたいとは思わないが……

　たとえ屋台で売っているものでも、口に合わないものはやはりある。

　なんとかいう、スープらしきものを売る屋台の前を通った時など、エリは思わず息さえ止めてダッシュしたものだったが、やはり今日も、顔の半ばを隠したラーディーは、そのにおいに、うっとりと目を細めていたりする。

　結局のところ、今日の二人の昼食は、屋台で買った、ジュースと焼き鳥のようなものとなった。

　焼き鳥──といっても、たぶん鳥ではないだろうし、タレがかかっているわけでもない。

　しかし味はたしかに、塩焼の焼き鳥に似ていた。

　ジュースも甘みは全くないが、決して悪い味ではない。

　どうやら、こういった単純な料理に関して言えば、人と竜人ギオラムとの味覚にも、共通する部分があるようである。

「──ねー、ラーディー、前から聞こうと思ってたんだけど……」

　空き地の草の上に腰を下ろし、ピクニック気分で、焼き鳥もどきを食べながらエリは問う。

「こーやってあちこち見回ってると、どこの家の窓にも、ぜんぶ鉄格子とかはまってるけど、このあたりって、そんなにぶっそーなわけ？」

「……ぶっそうって……ふつうはこうですよ。私たち竜人ギオラムの家というのは」

「そーなの？」

「ええ。鉄格子くらいついてないと物騒じゃないですか。

　もっとも、これが金持ちの家や城なんかになると、窓も板張り鉄格子じゃなく、クリスタルの板をはめ込んでますけどね」

「クリスタルのはめこみ!?　ゼエタクねー……」

「しかたありませんよ。そのあたりに住む竜人ギオラムになると、ドロボウだけでなく、暗殺とかの心配も出て来ますからね。窓から毒矢ででも狙ねらわれたらおしまいですから」

「……そっか……あたしたちと違って、竜人ギオラムって空飛べるもんね……」

　ぽつりとエリはつぶやいた。

　たとえ、少々高い場所であろうとも、暗殺者が空を飛べるということを考えるなら、たしかに鉄格子だけでは不安である。

　むろん窓自体にも、鍵かぎはついているのだが、せいぜいが掛け金に毛の生えたようなものである。ちょっとした道具と技術とがあれば、破るのはむずかしくないだろう。

「……けどそーすると……暑っくるしーでしょーねー……」

　なにしろ、もともとこの気温と湿度である。加えて空気の動きがなければどうなるか……

　加えて言うなら、通風孔があるならいいが、もしもそれまでもないなら、部屋の中に、まともににおいがこもることになる。

　……あんまし想像したくないなー……

　思いつつ、エリはなんとなく、視線を城の方に向け──

「うぶっ!?」

　口に含んだジュースをあやうく吹き出しかけた。

　彼女が視線を向ける方、通りの端を、ややたよりない足取りで歩いているのは、まちがいなく──

「ごめん、ラーディー、あたしちょっと……！」

　言ってその場を立ち上がるエリ。

「……どうしたんです？　エミ？」

「ちょっと！　先に帰ってて！　あたしもあとから帰るから！」

　ラーディーの、毎度の間違いを正しもせずに、エリは、その男に向かってかけ出した。

　通りの角を曲がって、なおも歩いて行く男に、彼女はかけ足で追いついて──

「──やっぱり！　レックス！」

「あああああっ！　エリさんっ!?」

　探していた相手から、いきなり声をかけられて、思わず大声を上げる彼。

　道を行く人や竜人ギオラムの視線が一瞬、二人に集まる。

　しかしエリは、そんなことには一切かまわず、にこにこ笑みさえ浮かべつつ、

「やー、奇遇ねー。まさかこんなところで会えるとは思わなかったわ」

「……き……奇遇のひとことですませますか……？

　ともかくっ！　こんなところで立ち話もなんですから、こちらへっ！」

　言ってレックスはエリの手を引き、目立たない裏路地へとやって来る。

「……何よ？　こんなとこまで連れてきて？」

　きょとん、とした顔のエリに、レックスは深いため息ひとつつき、

「……心配しただけ損だったみたいですね……」

「心配って何の？」

「ですからぁっ！　ご自分が今、どーいう状況に置かれてるのか、わかってるんですかっ!?」

「おーむね平和に暮らしてるけど……」

「順応してどうするんですかぁぁぁぁっ!?」

　思わずふたたびレックスは、声のトーンをはね上げる。

「──とまあ、冗談はこれくらいにして──で、レックス、どういう状況になってるの？」

「……エリさん……一度だけでいいです……はり倒させてください」

「いや。」

　レックスは、またまた深い息をつき、

「あなたや殿下を助け出すために、わざわざ乗り込んで来たんですよ。

　計画は、町の中と外とで進行中です。

　ほかのみなさんが、外からこの町を攻めて、それと同時に、この町にとらわれた人たちに、一斉蜂起してもらい、全員で一気に脱出を図ります」

「一斉蜂起!?」

「わぁぁぁぁっ！　お静かにっ！」

　思わず声を上げるエリに、あわててそれをおさえるレックス。

「そんな大声で言わないでくださいっ！」

「……また……戦争なんだ……」

　疲れたような、あるいは悲しいような口調で、エリはぽつりとつぶやいた。

「……しかたありませんよ……私も別に、戦争が好きなわけじゃあありませんけど……竜人ギオラムたちがいる限りは……」

　エリはふと、ラーディーの言っていたことばを思い出し、

「──ね、レックス、人と竜人ギオラムって、なんとか仲良くできないの？」

「それは──」

　無理です。

　レックスはそう言いかけて、ことばの後半を飲み込んだ。

　それはたぶん──問いかけたエリのまなざしが、いつになく真剣だったからだろうか。

「──なんとも言えませんが、すくなくとも、竜人ギオラムが人間を奴隷として扱っているかぎりは、無理な話でしょうね」

「……そっか……」
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　つぶやいて瞳めを伏せるエリ。

「ともあれまずは、みんなをこの町から脱出させることです」

「……そう……よね……

　けどレックス、外から攻撃する、っていうのはともかく、この町のひとたちに一斉蜂起してもらう、ってぇのは、けっこうむずかしーような気はするんだけど……いちいち全員を説得してまわるってわけにもいかないでしょうし……」

「そこはまあ──噂うわさを利用させてもらいます」

「噂？」

「ええ。ひとりひとりを説得してまわることなんて無理でしょうけど、噂を流すなら、そう難しくありません。

　その噂を使って、みなさんを、蜂起せざるを得ないような状況に追い込むつもりです」

「……だから……どうやって？」

「まず最初は、こういう噂を流します。『ファインネル王国の生き残っていた騎士たちが、団結して、この町にとらわれている人々を助けるべく行動を起こそうとしている』と。

　これは、捕まっているひとたちにとってはうれしい噂ですから、たぶん、すぐにみんなにひろがるでしょう」

「──でしょうね」

「そこで次に、不安をばら撒まきます。『しかしもしも、騎士たちが、この作戦に失敗し、私たちを助け出すことができなかったら、竜人ギオラムたちは、みせしめのために私たちを処刑するんじゃないか』って。

　むろん、自分たちの命にかかわることですから、これもすぐさまひろまるでしょう」

「……なるほど……」

「みんなが不安になったところで、あおり立てる噂を撒きます。『騎士団だけに任せてちゃあ助かる望みも少ない。助かりたいなら、騒ぎにまぎれて、自力で脱出を試みるしかないんじゃないか』って。

　あとは──みなさんの考え次第、といったところですか」

「……アメとムチ、ってわけね」

「ええ。そして、将軍たちが外からこの町を攻撃する時、私もこの町の中で騒ぎを起こします。

　人間が蜂起したように見えるように。

　こうなれば、ほかのひとたちも動かざるを得ないでしょう」

「……わかった……」

　あまり気乗りのしない顔でエリはうなずいた。

「あまりお気に召さなかったようですね……この案は」

「だって……それってやっぱり、またおおぜいが死ぬことになるんでしょ？……人も、竜人ギオラムも……」

　エリの頭の中を、かつて、戦いの中にあった、竜人ギオラムの塔での記憶が一瞬よぎる。

　記憶──というより、印象といった方がいいだろう。生まれてはじめて味わった、戦いの混乱と興奮のせいか、エリがはっきりと覚えているのは、最上階でベヅァーに会ってからと、あとはせいぜいいくつかの断片的な光景だけ。

　はぜる炎。悲鳴と怒号。剣と剣とのぶつかる音。走り回る人影。剣を片手に立ちふさがる、血まみれの竜人ギオラムの姿。

「戦争ですからね……冷たい言いかたのようですけど……」

「もーちょっと他の方法ってなかったの？　たとえば──召喚の術を使って、ひとりずつ助け出すとか」

「……それができたら苦労はしないんですけどね……」

　レックスは深いため息をつき、

「よくかん違いされるのですけど、魔道といっても、何でもできる無敵の力、というわけではありません。そこにはちゃんとした制約もあれば法則もあります。

　異世界のあなたを正確に呼び出すことができるから、こちらの世界にいる誰かを正確に呼び出すことはもっと簡単だ、とは限りません」

「……ふぅん……？」

　納得のいかない顔でつぶやくエリに、レックスはしばし考えて、

「──たとえば……そうですね……あまり正確なたとえとは言えませんけど、投石器で、離れた城を攻撃することはできても、投石器の下にいる人間を攻撃することはできない……とでもいったところでしょうか」

「……そーゆーもんなの？」

「そういうものです。難しく言うなら、いくらでも難しく説明できますが」

　ほうっ、とエリは大きく息をつき、

「──わかったわ……とにかくあたしも、できることがあるなら手つだうわ……」

「お願いします。何かあれば、おいおいお知らせしますので。

　──それで、その連絡方法ですが、今住んでおいでになる場所を教えてもらえれば、基本的には私の方からご連絡します。

　もしそちらから何かご連絡がある時には……そうですね、さきほどいらっしゃった空き地の隅に、石でバツ印でもつくってください。見つけ次第、こちらから連絡を取りに行きます」

「わかったわ」

　応えてエリは、ラーディーの家がある場所を説明した。

「……それでは私はそろそろ……」

「ええ。クルーガーには、元気だから、って伝えておいて。

　あ、それと、町の中を時々、塔で会ったあの白い竜人ギオラム──ベヅァーってのがパトロールしてるから、気をつけて。いきなり出会ったからって、あわてて逃げ出したりしないよーに」

「わ……わかりました……」

　ベヅァーの名を耳にして、やや動揺の色を見せつつも、レックスはうなずいた。

　……ほんとにだいじょーぶなのか……？

　去りゆくレックスの後ろ姿を眺めつつ、エリはふと、そんな不安を胸に抱いた。




「──本当か!?　今の話」

　ベヅァーがその話を耳にしたのは、その日の昼をやや回った頃。

　立ち寄った、町の塀にある詰め所の休憩室で、見はりの竜人ギオラム兵たちの交わす噂話がたまたま耳に入ったのだ。

「……ベ……ベヅァー様？　何か……」

　見はりたちはベヅァーの私兵などではなく、正規の兵士たちなのだが、ベヅァーのことはもちろん知っている。

「今の話は本当かと聞いているのだ」

「……今の話……ですか……？」

「言っていたろう。今日、見はりが二人、死体で発見された、と。どういうことか聞きたいものだな」

「……ええ……あ……あれは……」

　問われた見はりは、やや言いにくそうに、

「……今朝がた、二つほど先の通りで、死体が二つ、見つかりまして……武装していたところから、たぶん兵士だろう、ということで調べたんですが……

　きのうの夜、ここの見はりに立ってたはずの二人がいなくなっていたんです。

　それで、どうやらそいつらだろう、ということになって……」

「ちょっと待て」

　見はりのことばを遮るベヅァー。

「なんだ？　その『だろう』というのは？　顔を見ればすぐ誰だかわかるだろうが」

「それが……雷炎系の術で殺されたらしく、顔の色の判別もつかないような状態でして……」

「ふぅむ……何か引っかかるな……

　それで、犯人の目ぼしはついたのか？」

「……いや……まあ……」

　見はりは、言いにくそうに声をひそめると、

「……実は……あまり大きな声では言えないんですけど……時々あるんですよ……こういうことは……」

「時々ある、だと!?」

「わたしが言った、なんて言いふらさないでくださいね……

　……その……わたしら下っ端兵士なんて、『誇り高き』騎士さまやなんかと違って、けっこう荒っぽい連中が揃そろってますからね……それに最近、特に、外の人間たちの動きがああでしょう？　いろいろピリピリしてんですよ……

　そういった荒っぽさが、ちょっとしたはずみで、仲間うちに向かって行く、なんてこともちょいちょいあるようでして……

　──いや、わたしも、噂でそう聞いたことがあるだけですけどね。

　稽けい古こをつけてやる、って言って、もののはずみみたいに見せて殺やっちまう、なんてぇこともあった……って話ですし。

　死体で見つかった二人も、何かにつけて抜け駆けの好きな連中でして、みんなから反感買ってましたからねぇ……きっとそういうんじゃないか、って噂してたんです。

　──くどいようですけど、あくまでも噂ですからね。わたしがしゃべった、なんてことは言わないでくださいよ」

「……ふぅむ……」

　言い訳じみた最後のことばは聞き流し、ベヅァーは唸うなって腕を組む。

「──その見はりたち──本当に竜人ギオラムに殺されたのか？」

「……は？」

　一瞬、質問の意味がわからず、思わず間の抜けた声で問い返す見はり。

「だから──人間に殺されたわけではないのだな？」

　──そんなばかな──

　口もとまで出かけたそのことばを、見はりはあやうく飲み込んだ。

　ベヅァーの目は真剣そのものだった。

　彼はなるべくことばを選びながら、

「──たぶん……それはないと思いますよ。たしかに人間の中にも、攻撃魔術を操る者がいる、という話を聞いたことはありますが、なにしろ、事件が起きたのは塀の中ですからねぇ。

　奴隷にこき使われてる人間どもに、見はりたちをわざわざ呼び出して殺すほどの理由も度胸もないと思いますよ」

「──ふむ──そう──だな……」

　ベヅァーは小さくつぶやいた。まるで、彼自身を納得させようとしてでもいるかのように。

　──しかし──気になる……

　内心小さくつぶやく彼。

　何がそんなに気になっているのか、実をいうと、彼自身にもよくわからない。しかし、どういうわけかは知らないが五、六日前からずっと、何かが心のどこかに引っかかっていた。

　──何かが動きはじめている──

　ほとんど半ば本能的に、彼はそのことを確信していた。




　ばさりっ。

　月の光を翼に浴びて、彼は大空へとはばたいた。

　ほどなく彼の全身を、やおら、ひんやりとした空気が包む。

　今、結界を抜けたのだ。

　この季節でも、昼ならともかく、夜ともなれば、結界の外はかなり涼しい。

　竜人ギオラムたちの結界の、西に位置する要塞塔。

　彼ら竜人ギオラムは、ここを、紅角の塔と呼んでいた。

　いつもの定時の見まわりである。

　塔の近くをぐるりと飛び回り、異常がないか確認をする、教本通りのやっつけしごと。

　以前まえに、塔のひとつが人間たちに攻め陥おとされた直後には、警戒心や緊張もあったのだが、以来人間たちが、ことを起こす様子はなかった。

　嵐あらしの前の静けさ、と噂する仲間もいたが、今、見回りに飛び立った彼は、そうは思っていなかった。

　──人間ふぜいには、せいぜいあの程度がせいいっぱいさ──

　うそぶいて、同僚たちの不安を笑い飛ばしたものだった。

　しかし──

「──ん？」

　眼下に、何かが動いたような気がして、彼は視線を下へと向けた。

　結界の外、彼の下には、ちょっとした森がひろがっている。

　その森の端に、何かがいたような気がしたのだが……

　彼はやや高度を落とし、数度、そのあたりを飛び回ってみる。

　──気のせいか……あるいはただの動物だったか……

　彼がそう思いかけたその時。

　じゅんっ！

　風を切り裂き、一条のきらめきが駆け抜けた。

　間一髪、矢は彼の目の前をよぎって過ぎた。

「うおっ!?」

　声を上げ、矢の飛んできた方に目をやれば、そこには、弓を手にした人間たちの姿があった。

　その矢の先はことごとく、彼の方を向いている。

「──な……!?」

　あわててはばたき、高度を取る彼に向かって、次々と矢が射かけられる。

「く……くそっ！」

　──人間たちは、まだ森の中にもいるはずだ！　ひとりで立ち向かうのは無理だ！

　そう判断して、彼は、ばさり、と翼をひるがえし、飛びくる矢から身をかわしつつ、紅角の塔へと戻って行った。

　──むろん、彼は気づいていない。

　彼が弓矢をよけたのではなく、弓兵たちが、わざと狙いをはずしたのだということに。




　その報告が、白輝帝ライラ・ギオラムのもとに届いたのは、翌朝になってからのことだった。

「三つの塔に同時に、か!?」

　将軍からの報告に、ゾムドは、思わず声を上げていた。

「はい。いずれも昨夜遅く、紅角、青牙、黒爪の三つの塔の近くに、人間どもが潜んでいるのが発見されました。

　──どうやら人間ども、調子に乗って一斉攻撃にでも出るつもりのようですな」

　この結界区域の全軍をまとめる将軍──黒い竜人ギオラム、バイルドは、あざけるような口調で言った。

　だがしかし──

「いや、そうとも限らんぞ」

　ゾムドのことばに、将軍は、露骨にいやな顔をする。

　──戦いのことも知らない若造が──

　バイルド将軍の表情はそう語っていた。

　しかしゾムドは、それには気づかないふりで、

「人間ごときに、それほどの勇猛さと戦力があるとは思えんからな」

　わざと人間を見下したような言い方に、黒い将軍はようやく納得顔になる。

「──確かに、おおせの通りです」

　これはゾムドの本心ではない。彼がおそれていたのは人間の知恵だった。

　二日前、忍びで立ち寄ったラーディーのところで会った人間の奴隷娘。

　わずかな話をしただけだったが、あんな娘ですら、思いもよらぬことを知っていた。

　彼は今、人間というものの底が見えなくなっていた。

　ひょっとして、人間を見くびれば、この世界から消えてなくなるのは、彼ら竜人ギオラムの方なのではないか、とすら思う。

　──むろん、過大評価ぎみではあるのだが。

　しかし、そう説明したところで、将軍は納得しないだろう。せいぜいあとで、『白輝帝ライラ・ギオラムは臆おく病びようものだ。人間ごときを恐れておられる』などと陰口を叩かれるのが関の山だろう。

　説得するには、『敵』をこきおろして見せるしかない。

　バイルドに向かって、ゾムドは続けた。

「姑こ息そくな人間たちのことだ。三方を同時に突くと見せかけておいて、いずれか一方を突くか……あるいは無謀にも、この町を直接狙って来るか、どうせそんなところだろう」

「なるほど……考えてみればそうですな」

　ゾムドの思った通り、将軍は納得したようだ。

「ともあれ将軍、さしでがましいとは思うが、ことがはっきりするまで、あまり兵を動かさんでもらえるか。とりあえず、どこにどれくらいの人間の兵がひそんでいるのか、それを調べてほしい。頼りにしているぞ」

「わかりました。早急に」

　答えて、将軍は謁見の間を退出した。

　バイルド将軍も、ゾムドを軽視している者のひとりではあったが、頼りにしている、と言われて、気を悪くする者は少ないだろう。

　報告はおそらく、数日中に届くはずだった。

「──何をはじめるつもりだ……？　人間たちよ……」

　玉座に腰を下ろしたまま、誰だれにも聞こえぬ小さな声で、ゾムドはぽつりとつぶやいた。




「よぉ、聞いたかクルー、あの噂？」

　奴隷仲間のひとりが、クルーガーに声をかけてきたのは、ある日の昼食どきだった。

「噂？」

　いつもの豆の塩味スープと固いパン切れをかじりながら、クルーガーは問い返す。

　男は声をひそめて、

「──ああ。なんでも今、この町の外じゃあ、いろいろ起こってるらしいぜ」

「ほぉう。いろいろってのは？」

　レックスから計画を聞いてはいたが、一応おどろいて見せる。

「──なんでも、ファインネル王家の生き残った王女が、隣の国と手を組んで、この竜人ギオラムの町に一斉攻撃をかけるって話だ」




　ぶっ！




　クルーガーはスープを吹き出した。

　断わっておくが、彼に姉や妹などいた覚えはない。

「ど……どこから出た噂だっ!?　それはっ!?」

「やかましいぞ！　黙って食え！」

　思わず大声を上げたクルーガーに、遠くから叱しつ責せきの声をかけたのは、奴隷頭のデリーだった。

「どこって、町じゅうこの噂で持ちきりだぜ」

「おれが聞いたのたぁ、ちょっと違うなぁ」

　横から別の奴隷が口をはさむ。

「生き残ってるのはファインネルの王様で、三つの国と連合を組んでこっちに向かってる、って話だ」

「……おいおいおい……」

　思わずつぶやくクルーガー。

　どうやら、レックスの撒いた噂に、いろいろと尾ヒレがつきまくっているようである。

　──えぇいっ！　こうなったら、こっちでも噂を撒いてみるか！

「……なるほど。とすれば、うまく行けば、俺たちがここから助け出される日も近い、ってわけだ」

　明るい口調で、しらじらしく言ってみせるクルーガー。

「そういうことだ」

「──けど待てよ……」

　クルーガーは眉をひそめ、あたりをきょろきょろ見回して、竜人ギオラムの姿がないのを確かめ、

「助けに来てくれるのはいいけど……もしその計画、失敗すりゃあ、逆に俺たちの命も危なくなるんじゃねーのか？」

「おいおい」

「どういうことだよ？」

　さすがに顔を曇らせる奴隷たち。

　クルーガーは、手にしたスプーンをぴこぴこ振りながら、

「考えてもみろ。成功すりゃあ、それこそばんばんざいだが、もしその作戦が失敗したとする。竜人ギオラムたちから見りゃあ、『人間がここに攻めてきたのは、この町に人間たちがいるからだ』ってことになるかもしれん。そうなれば、邪魔者の処分と、外の人間への見せしめに処刑──などということもあるかもしれんぞ」

「……に……逃がしてくれる、ってこともあるかもしれねえじゃねーか」

「邪魔になった敵の捕虜を逃がしてやった──なんて話、人間同士でも聞かん。まして竜人ギオラムが、そう親切にしてくれるとは思えんが」

「…………」

　クルーガーのことばに沈黙する男。

　さらに彼は言いつのる。

「それにその噂、どこまで本当なんだ？　人によって、えらく話がくい違ってるが……

　どうやら、王国の生き残った兵士たちが立ち上がった……ってところまでは本当らしいが、近くの国と連合した、というのは噓うそなんじゃないか？」

「……わかったような口きくじゃねーか……」

　仲間のひとりが不機嫌な口調で言う。

　実際わかっているのだからしかたないのだが、それを口にするわけにはいかない。

「心配なんだよ。俺おれは」

　クルーガーは、おびえた声で言ってみせる。

「……もちろん、王国の兵士たちが助け出してくれるのなら文句はないが……へたに少人数で攻撃して、竜人ギオラムたちを怒らせるだけになってみろ！　危ないのは俺たちなんだぞ！

　まあ、いきなり全員処刑なんてことにはならなかったとしても、風当りが強くなることは確かだな。

　──たとえば、考えてもみろ。『俺たちの敬愛するご主人様』のメゼが、たとえば、その攻撃で、商品を焼かれるとか、身内にケガをさせられる、とかしてみろ。

　俺たちへの待遇が、それまでと変わらないままだと思うか？」

「……ま……まあ……それは……」

「たしかにそう言われると……」

　クルーガーにそう言われ、ことばに詰まる仲間たち。

「──しかしよ、クルー、噂が本当だろうが噓だろうが、それでオレたちに何ができるっていうんだ？」

「それは──」

　仲間のひとりに問いかけられて、今度は彼がことばに詰まる。

　レックスから聞いた計画通り、蜂起をうながすようなことばをここで吐くのはたやすい。

　たやすいが、彼の口からそれを言うのは危険が大きすぎる。

「……たぶん、何もできんだろうな……それがもどかしいんだよ。俺は」

　彼は適当にことばを濁した。




　白輝帝ライラ・ギオラムゾムドは、思わず頭を抱えていた。

　──本国に増援を──

　そう進言してきた者がひとり増えたのだ。

　いきなりそう言いはじめたのは、バイルド将軍、そのひとだった。

「……で……将軍、なぜ本国に増援を求めなければならん……？」

　疲れた声で問うゾムドに、バイルド将軍は、

「──実は先立って、ご命令のありました通り、結界の塔の近くを偵察させたのですが……

　報告によりますと、人間の兵士の姿はなかったものの、それぞれの塔の近くに、多数の人間の兵が野営した形跡が残っており、たき火のあとや食料の屑くずから推察すると、それぞれの塔の近くに、およそ五百近い数の人間が伏せている様子、とのこと。

　合計すれば千五百。いかな相手が人間ごときといえど、我が軍の兵は少数。これでは援軍を呼ばない限り、かなりの苦戦を強いられることは確かです」

「ほうっておけ。どうせはったりだ」

　ひとことのもとに、ゾムドは、ロッドゥェル苦肉の策を看破した。

「どうせ焚たき火びの跡や食料の屑を大量にばら撒いて、大人数に見せかけようとしている、といったところだろう。実際はその半分もいないだろう」

「……しかし、もしも実際にそれだけの兵がいたら──」

「それだけの兵が実際にいたら、とっくに攻めて来ている。そうしないのは、それだけの戦力がないせいか、あるいは何かを待っているか、だ」

「単に、我々の戦力がわからず、攻めあぐねているのでは……？」

「白翼の塔が陥とされた時、攻めてきた人間の数は、多く見ても千はいかなかった、という話だ。それに、五百もの兵が逃げ去ったというのなら、それに気づかんはずはないだろう。

　──あるいは人間は、三つの塔に、我々の戦力をおびき寄せ、この町を直接攻撃するつもりかもしれんぞ」

「……はあ……」

　不機嫌な顔でうなずくバイルド。

　たしかに白輝帝ライラ・ギオラムの言うことはもっともだったが、これでは自分が、まるっきりの無能のようではないか。

「──しかし白輝帝ライラ・ギオラム、いずれにしろ、兵が多いに越したことはありません。援軍を頼むのも、決して悪くはないと思いますが？」

　ゾムドは内心ため息をつく。

　バイルド将軍は、名門の出ではあったし、たしかに勇猛で名を馳せてはいたが、将軍、という器にはあまり合わないようだった。

「将軍……たしかに兵が多いに越したことはないが、こちらに援軍を送ってもらう、ということになれば、逆を言えば、そのぶん本国が手薄になる。

　それに、援軍の要請などしたところで、せいぜいが、『人間ごときを相手に送る援軍はない』などといった、叱しつ咤たの返事が返って来るのが関の山だろう。

　となればバイルド将軍、あなたの名に傷がつくだけの話になるぞ」

「……は……はあ……」

　言われて絶句するバイルド。

　確かに考えてみれば、援軍を求める、ということは、将軍としての自分の能力の限界を宣言するようなものだった。

　ゾムドが、彼自身の要望、という形で援軍を求めてくれれば、バイルドの名に傷はつかない、とは思うのだが、そこまで虫のいい要求ができるはずもない。

「それでは──一体どうしろと……？」

　将軍としての自覚の全くないセリフを吐くバイルド。

　──それを考えるのが将軍のしごとだろうが──

　口もとまで出かかったそのことばを、ゾムドは小さなため息に変え、

「……今はとりあえず、うかつに兵を動かさぬことだ。それと──もし戦いになったとしても、人間たちを倒す、というつもりではなく、こちらの兵の被害を抑えるつもりで戦えば、大勝はできんかもしれんが、被害は小さくてすむだろう」

「……はあ……」

　しぶしぶうなずくバイルド将軍。

「……わかりました……そのように取りはからいます……」

　一礼を残して退出する、その背を眺めつつ、ゾムドはいくど目かの小さなため息をついた。

「──次の謁見は──魔道神官ベヅァー殿です」

　……はぁぁぁぁぁぁぁ……

　文官の読み上げたその名に、ゾムドは、心の底から深いため息をついた。




「何かが起こります」

　絨毯の上にひざまずいたベヅァーは、開口一番、そう言った。

「──ほう。なぜそうお思いかな？」

　あまり聞きたくないような気もするが、一応問いかけてみる。

「人間たちが、塔のまわりでおかしな動きをはじめた、という話は聞きました」

　……やっぱり耳に入っていたか……

　内心、げっそりとつぶやくゾムド。

「それにしばらく前、町の中で、塀の見はりをつとめていた竜人ギオラム二人の死体が見つかったそうです」

「……ほう……それは初耳だな。しかしそれと、人間たちの動きとどんな関わりが？」

「それは──まだわかりません。わかりませんが、何かが起ころうとしていることだけは確かです。そしてその何かが、人間がらみだということも」

「ふむ──」

　ゾムドは小さくつぶやいた。

　ベヅァーの説は、ほとんど根拠のないものだった。根拠のないものだったが、ゾムドにとっては興味を引かれるものだった。

「そこで──白輝帝ライラ・ギオラム、お願いがございます」

「……また援軍の要請かな……？」

「──いえ──」

　うんざりとした調子のゾムドの問いに、しかしベヅァーはかぶりを振り、

「援軍などをお望みでないことは承知しております。今日は、別の案を持ってまいりました」

「ほう。その案とは？」

　なにげなく問うゾムドに、ベヅァーもまた、なにげない口調で、

「町の中で奴隷として捕まっている人間たち──そのことごとくを、見せしめとして処刑していただきたい」

「──馬鹿な!?」

　ゾムドは、思わず玉座から立ち上がっていた。

　その場にい並ぶ高官たちも、ベヅァーのこの提案にざわつく。

「全員を処刑などと──！　人間と全面戦争をはじめることになるぞ！」

「然しかり」

　いともあっさりと言い放つベヅァーに、白輝帝ライラ・ギオラムゾムドは思わず絶句した。

　なおもベヅァーは淡々とことばをつむぐ。

「本来、人間を奴隷として捕まえて来て使うのは、以前、白輝帝ライラ・ギオラムの名において禁じられたはずです。

　にもかかわらず、奴隷狩りと売買は、半ば公然の秘密として、現在もなお行なわれております。これが白輝帝ライラ・ギオラムの名をも恐れず、かつ、その名を地に堕おとしめる行為であることは言うまでもありません。

　──私は、見はりの竜人ギオラム二人が殺された、というのも、この、奴隷売買がらみではないかと読んでいます。

　むろん、以前のように奴隷狩りを公認することはできません。無制限に、この町の中に人間の奴隷を入れることは、潜在的な敵を内部に招き入れることになります。

　となればいっそ、人間を奴隷として使うことそのものを禁じてしまうしかありません。

　城の改築や、町もできあがった今となっては、労働力は、町にいる竜人ギオラムたちだけでなんとかまかなえるはずです。

　奴隷の使用は一切禁じ、そして今町にいる人間の奴隷たちは──

　放してやれば、そのうちいくらかは、いずれ敵として向かってくるでしょう。

　となれば今のうちに、見せしめを兼ねて処刑するのみ」

「……ベヅァー殿……さきほどあなた自身も認めたように、そうなれば、人間との全面戦争になる。ここには、それができるほどの戦力もないし、本国にも、こちらにそれほどの戦力を割く余裕はないだろう」

　困った顔で言うゾムドに、ベヅァーは表情ひとつ変えず、

「獣ですら、自らの縄張りを荒らされれば、相手に戦いを挑みます。たとえ相手が人間ごときとはいえ、それがひとつの王国ともなれば、戦いが起こるのは当然の理ことわり。

　──つまり。人間の住む地に結界をつくって領地をひろげる、というこの案が採用されたその時点で、いずれ人間と全面衝突をすることは、わかっていたのです」

　言われてふたたびゾムドは絶句した。

　そう。わかっていたのだ。こうなることが。彼には。

　国王──彼の兄、黄金王グレア・ギオラムジグラドが、彼に白輝帝ライラ・ギオラムの称号を与え、この結界実験の指揮を命じた時、彼は兄に反論した。

　これを決行することは、すなわち、いずれ人間と全面対決することになる──

　今、ベヅァーが言ったのと、ほとんど同じことばを使って。

　しかし黄金王グレア・ギオラムは、彼のことばを聞き入れなかった。

　──これは要請ではなく、王命だ。人間たちとは、なんとか全面戦争だけは避けろ。そのためにこそ、お前を責任者に選んだのだ──と。

　言うは易し、の典型のようなものいいだったが、王命とまで言われては、逆らうわけにはいかなかった。

　だが──

「全面戦争の覚悟もないなら、このような結界実験など、はじめからやらぬ方がよかったのです」

　ゾムドが兄王に、どうしても言えなかったそのことばを、ベヅァーはいともあっさりと言ってのけた。

「ベヅァー殿！」

「お言葉が過ぎるぞ！」

　色めき立つ高官たち。

　しかしゾムドは彼らを制し、

「……確かにもっともな意見かもしれん。しかし実際の問題として、結界の実験は、すでにこうして実行に移された。

　そして、援軍はおそらく要請しても来ん。

　この状況下で我々にできる最善の手段は、人間との全面戦争を極力避けること──だと思うが？」

「──しかしそれではしょせん……」

「わかっている。それが、全面対決を少々先延ばしにするだけのものに過ぎんことは、な。

　しかしそれでも、今、こちらからそれをしかけるわけにはいかん。

　町の中にいる人間たちを処刑するなどということももってのほかだ」

　きっぱりと、ゾムドはそう言い切った。

「…………」

　ベヅァーはしばし無言のままで、じっとゾムドの目を見つめていたが、

「──わかりました」

　やがてぽつりとそう答え、無言のままで退出した。

「……なんと無礼な……」

「全く……守るべき塔を失ったばかりか、あのようなふるまい……」

　ひそひそと言葉を交わす高官たち。

　やがてゾムドは大きく息をつき、ふたたび玉座に腰を下ろした。

　──ベヅァー……おかしなまねをしなければいいが……




　そして──しばしの時が流れる。

　一見、いつもと全く変わらぬ日々の続くその中にも、目に見えないところで、さまざまに事態は進行していた。

　レックスの工作はほぼ成功し、彼の流した噂は、一時、おかしな尾ヒレがつきはしたものの、おおむね狙い通りにひろがった。

　すなわち、もうすぐファインネルの残存戦力が、攻めてくるだろう、ということ。生き残るには、奴隷として働かされている彼ら自身も、立ち上がり、戦わねばならないだろう、ということ。

　そして、最後の噂。

　ファインネルの兵士たちが攻撃をかけるのは、次に月が満ちた夜だ、と。

　この噂はほぼ正確に伝わり、人々は、不安と期待とを抱きつつ、その日がやって来るのを待っていた。

　そして、ベヅァー。

　彼はさらなる数の私兵を集め、不定期に、町の中を巡回させていた。

　しかし時が経たてば経つほど、彼の中で、何かが起きる、という予感は増大してゆく。そのぶん神経は張りつめ、今や、城に顔を出すことも少なくなり、一日の大半を、町のパトロールに費やしていた。

　彼の意見を聞き入れぬ、白輝帝ライラ・ギオラムへの憤りは、人間への憎悪と転嫁され、心の奥底にわだかまってゆく。

　しばらく前など、町でぶつかった人間の奴隷を半殺しにしたこともある。

　いらぬ騒ぎになるのを恐れた私兵たちが止めに入らなければ、あるいは殺していたかもしれない。

　あるいは、ベヅァーも待っていたのかも知れない。

　まだ正体の見えない『その日』がやって来ることを。

　そして、町に住む竜人ギオラムたちも、漠然とした不安を胸に日々を過ごしていた。

　結界の塔の近くに人間の姿が現われた、ということは、町に住む竜人ギオラムたちには知らされてはいない。しかし、しばらく前から、町を巡視する兵士たち、あるいは町の上を行く、伝令らしき竜人ギオラム兵の数が、急に増えたことは隠しようがない。

　そして、人間たちの落ち着きのなさ。

　──何かが起きようとしている──

　ベヅァーではないが、そんな不安を抱く者も、決して少なくはなかった。

　そんな中、ただ、白輝帝ライラ・ギオラムゾムドのみが黙して動かない。




　この頃になってようやく、エリの表情にも、焦りの色が浮かびはじめていた。

　ラーディーと話しをし、家事をやる、そんな変わらぬ毎日を送るうちにも、ふと考え込むことが多くなった。

　今日も今日とて、夕食の支度をしながら、ふと手を休め、思いにふける。

　何を悩んでいるのかは、むろん今さら言うまでもない。

　計画の決行日は、レックスから聞いて知っている。

　万が一この計画が失敗しても、次の手もある、とレックスは言った。

　しかし──もしこの計画が失敗に終われば、一体どんなことになるか？

　むろんエリには重々わかっている。

　すなわち。

　新学期に間に合わなくなってしまうのだ！

　──ああああああっ！　そんなことになったらっ！

　想像するだけで、エリは思わず叫びそうになる。

　学校から寮、寮から実家へと電話がかかり、彼女がどこにもいないことがわかるまで、さして時間はかからないだろう。

　母親は、学校に夏期講習などなかった、ということを知り、『うちの娘にかぎってそんな!?』なんぞとありきたりなセリフを連呼しながら、いきなりパニックに陥る。

　捜索願いが警察に出され、近所の聞き込みははじまるわ、近くのドブ川はさらわれるわ。あげくのはては身元不明の死体のチェック。

　そんな時に、もしもエリが、ひょっこり帰って来たりしようもんなら──

　──だ……だめっ！　考えただけで心臓に悪いっ！……きっとこの計画は成功するわよっ！　そーよ！　そーに決まってるっ！

　心の中で声を上げ、必死で自分を落ち着かせようとつとめるエリ。

　しかし、この計画には成功してもらわないと困るのだが、かといって、無事に脱出できたなら、それで終わり、というわけでもない。

　エリには次の──あるいは、今の状況より、よほど困難な試練が待ち受けている。

　すなわち──夏休みの宿題が。

　こうやって日々を過ごすうちにも、ラーディーには気づかれないよう、左腕にはめたままの腕時計は、無情にも時を刻み続けている。

　はや今は、八月も半ばにさしかかり、夏休みの残り日数も、もはや指折り数えるほどとなっている。無事にこの町を脱出できて、もとの世界に帰りついたとしても、残りの日々は、むし暑い寮の部屋と、夏休みの宿題とで終わるだろう。

　学校によっては、宿題の全く出ないところもあるようだが、エリの通う高校は、『校風』なのか、あるいは教師の性格か、そこそこの量の宿題が出ている。

　夏休み中遊び倒して、後半に宿題が残った、とかいうのなら、まだ自業自得とあきらめもつく。

　しかし、竜人ギオラムにつかまって、家庭教師のまねごとや、家事に追われて日々を過ごし、帰ってきてからは宿題、というのでは、いくらなんでも悲しすぎる。

　……むろん、そもそもの原因は、この世界への長期観光旅行、などという計画を立てたエリにある、という説はあるが。

「……何をぼーっとしてるんですか？」

　いきなり声をかけられて、エリは唐突にわれにかえった。

　ふり向けば、台所の戸口に佇たたずむラーディーの姿。

「──あ。なんでもないの。別に」

　言ってふたたび料理の準備をすすめる。

「なんでもない──って、最近特に変ですよ。何か悩みでもあるんですか？……たとえば……今の暮らしに不満だとか……」

「……どこの世界に、現状に満足してる奴隷がいるってぇのよ……？」

　思わずツッコミを入れるエリ。

「そりゃあそうですね……

　けど実際、何を悩んでるんです？──ひょっとして、人間の兵が動いたことと関係あり、ですか？」

　いきなりあっさりそう言われ、エリは思わず、はじかれたように顔を上げる。

「──な……なんで知ってんの!?　人間が動いてるってこと!?」

「そりゃあ気づきますよ。あれだけ竜人ギオラムの兵士が動きまわりはじめた、ということは、私たちの本国に何かあったか、でなければ人間が動いたか、です。

　けどもし、本国に何かあった、っていうのなら、とっととみんなで本国に撤去するはずですからね。

　それがない、ということは、人間が動いた、ということでしょう？」

「……な……なるほど……」

「ところで──」

　と、ラーディーは、いたずらっぽい口調で、

「あなたは確かに『なんで知ってる』って言いましたけど……と、いうことはあなたもご存知だったんですね。人間が動いていることを」

　──しまった！

　思った時にはもう遅い。

「──町でね。そんな噂を聞いたのよ」

　あわてて彼女は言いつくろう。

　視線をそらしたままでは、あまり説得力もなかったが。

「噂、ですか。なるほど」

　しかしなぜかラーディーは、それ以上突っ込んで聞こうとはしなかった。

　その時はじめて、エリはふと、あることに気がついた。

　レックスの計画通り、町に火を放つとすれば、町に住む竜人ギオラムを──当然、ラーディーをも巻き込むことになるだろう。

　──想像するだけで嫌だった。

　しかし、かと言って、気をつけろとラーディーに言ってやることはできない。

　そんなことをすれば、この計画そのもの──町に捕らわれた人たちすべての希望を潰すことにもなりかねない。

　だが──

「──ラーディー──」

「何です？」

　静かな口調で問われ、彼女はしばし沈黙する。

　何を言おうとしたのか、自分でもよくわからない。

　エリはしばらく考えて、

「……もしも……もしも、人間と竜人ギオラムとの間に大きな戦いがはじまって……もしも、ラーディーが戦わなくっちゃならなくなって……

　それで、もしも、ラーディーの前にあたしが現われたら……

　……ラーディー、どうする？」

「……そうですね……」

　エリに問われて、ラーディーはしばし瞑めい黙もくし、

「──あなたならどうします？」

　逆に、エリに向かって問い返す。

「……あたしは……わかんない……」

「私にもわかりません」

　言ってラーディーは静かに笑みを浮かべた。

　──どういうわけかは知らないが、エリは最近、ラーディーの笑みが、それほど怖くはなくなってきていた。




　──そして、さらにしばしの時は流れゆき──

　その日は、やって来たのだった。




　満月の光を浴びて、森は静かに佇んでいた。

　不気味な静けさだった。

　竜人ギオラムの結界、北の青牙の塔。

　この森に、しばしば人間の姿が現われるようになったのは、しばらく前からのことだった。

　見はりの竜人ギオラム兵が、森の端にひそんだ人間たちの姿を見かけたのも、一度や二度のことではなかった。

　偵察兵を向かわせても、しかしその姿は発見できず、ただ、かなりの数の兵がいたとおぼしき跡だけが見つかっている。

　むろん、たとえ人間が何かをしかけてきたとしても、彼ら竜人ギオラムには、人間などには負けないという自信はある。とはいえその自信も、絶対というわけではない。
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　結界の塔のひとつ──白翼の塔が陥とされたのは、まだ皆の記憶に新しい。空を飛べる、という利点を殺されてしまえば、竜人ギオラムの絶対優位はあっさり崩れる。

　加えて今、この塔には、それほど数多くの兵士が詰めているわけではない。

　むろん、人間が動いている、ということは、城に報告してある。しかし、陽動かもしれない、などという理由で、援軍は、一兵たりとも送られては来ない。

　たしかに陽動かもしれない。それほど兵に余裕があるわけでもない。そんなことは、塔に詰める兵士たちにもわかっている。

　わかってはいるが──しかしひょっとしたら、陽動ではないかもしれない、という不安は、兵士たちの胸の中に、常に巣くっていた。

　そして、今夜──

　見はりに立った竜人ギオラム兵が、森の端に、月の光を浴びて無数にきらめく、甲冑らしきものを発見した時、彼は、その不安が的中したと信じ込んだ。

「敵襲だ！」

　見はりの声は、すぐさま塔を駆け抜ける。

　塔をとり囲んでひろがる要塞部の屋上に、竜人ギオラム兵がせいぞろいするのに、それほど時間はかからなかった。

　青牙の塔の兵士を指揮する将軍が、屋上に姿を現わした時、銀色のきらめきは、やはり森の端にあった。

「人間ども、依然、動きません」

「ふぅむ……」

　唸って彼は、森に目をやる。

　森といっても、むろん塔のすぐ隣というわけではなく、その間には、そこそこの広さの草地がある。しかし、それだけの距離を置いてさえ、森の端にひろがる銀色のきらめきははっきりと見て取れた。

「……かなりの数だな……」

　内心のわずかなおびえを隠し、将軍は、低い声でつぶやいた。

「どうします!?　こちらから仕掛けますか!?」

「──いや──」

　副官の提案に、しかし彼は首を横に振り、

「森の中に誘われたら、こちらが不利だ。

　この月夜では、森の上から攻撃するにしても、こちらは、見えない闇に向かって攻撃せねばならん。それに対して奴らは、上空をよぎる影に向かって弓矢を射ればよいのだからな。

　それに敵は多勢。どうやったところでこちらが不利だ」

「なるほど……しかし人間どもは、なぜ動かんのでしょう？」

「おそらく意味は二つある。ひとつは誘い。森の中へとひき込んで、こちらの戦力を減らそうという胆はらだ。

　もうひとつは、こちらの兵の数がわからんせいだろう。

　草原を突っ切り、この要塞へとたどり着くまでに、我々の攻撃があることは連中にでもわかるだろう。こちらに数がいれば、連中は壊滅的な被害を受けることになる。……まあ、もっとも……」

　将軍は、自嘲ぎみの笑みを浮かべ、

「連中が誤解してくれているからいいようなものの、あの数で一気に突っ込まれては、防ぎきれるかどうか、怪しいものなんだがな……

　──ともあれ、敵襲の合図を送れ！　それとは別に、城に伝令兵を送り、増援を要請しろ！　『敵は多数。増援なき場合は、塔の放棄もやむなし』と伝えてやれ！」

「……いいんですか？　そこまで言って？」

「かまわん！　慎重論好きのお偉がたのことだ、これくらい言ってやらんと増援も来ん！」

「わかりました」

　右手を左肩に当て、翼を小さく折りたたむ、竜人ギオラム式の敬礼をして、伝令兵を呼びつける副官。

　やがて、敵襲を知らせる合図──四条の魔力弾が、夜空に高く輝いた。




「──さて、はじまったの」

　塔の上から打ち上げられた魔力弾に目をやって、ロッドゥェル老将軍は、小さな声でつぶやいた。

　予想に反して、竜人ギオラムたちが全く動かなかったせいで、多少、計画を変更しなければならなくなったが、基本のセンが変わったわけではない。

　彼は無言で立ち上がり、片手を上に上げ、そして大きくふり下ろす。

　腕の指す先には、竜人ギオラムたちの町があった。

　そして、彼らは進撃を開始する。

　町に囚われた同胞を救い出すために。




「ついに人間が動きました！」

　バイルド将軍が、その報告をゾムドのもとにもたらしたのは、夜もふけてからのことだった。

「青牙の塔に、人間が攻めてきた様子です！」

「青牙の塔に、だと!?　まちがいないのだな!?」

　報告を受け、思わず声を上げるゾムド。

「まちがいありません。たった今、青牙の塔から、敵襲の合図がありました！　合図からして、敵の数はかなりのもののようです！」

　敵襲の時、何発の魔力弾を打ち上げるかによって、だいたいの敵戦力数を知らせることになっている。一条ならばこちらが有利、二条上がればほぼ互角。三条ならばこちらが不利で、四条で敵の数は圧倒的。

「……どうやらやはり、陽動ではなかったようです」

　皮肉を込めて言うバイルドを、ゾムドは無視して、

「……やはり、援軍を送らぬわけにはいかんか……」

「当り前です！　もしもこれで青牙の塔まで、人間どもに陥とされれば終わりです！」

　そう──それが、ゾムドにとっても頭の痛いところだった。

　実を言うと、ことここに至っても、彼の頭からは、これが陽動ではないか、という思いが消えない。

　むろん、報告によれば、敵はかなりの数だという。となれば大規模な別動隊があるとは思えないのだが──

　それでもやはり、いきなりこの町を衝かれるような気がしてならない。

　何より、手うすになっている白翼の塔と、ちょうど反対がわだというのが気に入らない。

　とはいえ、このまま動かずに、青牙の塔が陥とされでもしたら、せっかく張った結界も消える。

　結界の維持には、三つの塔で充分だが、結界を張りなおすには四ついる。もしも今、塔を陥とされ、結界が消えれば、竜人ギオラムたちの活動力が極端に低下する冬が来るまでに、ふたたび人間の影響力を排除し、二つの塔を再建しなければならなくなる。

　むろん、それは不可能だろう。

　現在でさえ、人間の妨害にあって、白翼の塔の再建はままならないというのに。

　そうなれば実質、この結界実験そのものを、放棄せざるを得なくなるだろう。

　それだけは──塔を陥とされることだけは、なんとしてでも防がねばならない。

　かといって、城下町に住む竜人ギオラムたちを危険にさらすわけにもいかず──

「──わかった……」

　ややあって、ゾムドはしぼり出すように言った。

「ここにいる戦力の半分を、青牙の塔に向かわせてくれ」

「ここの戦力を半分、ですか？」

　不満げな口調で問い返すバイルド。

「ほかの塔の戦力をまわしては……？」

「いや。ここの戦力を半分だ。それ以上は動かせん。

　……それと、偵察の部隊を白翼の方面に向かわせろ」

「……わかりました」

　きっぱりとした口調で命じられ、しかたなく頭を下げるバイルド将軍。

「……思い過ごしだと存じますが……」

「そうであってくれれば、それに越したことはないがな……」

　バイルドの皮肉に、ゾムドは疲れた声で答えた。




「これだけか!?」

　やって来た援軍の数に、青牙の塔の将軍は不満の声を上げた。

　いつ人間が動き出すかと、命の縮む思いで、長い時間を待って、ようやくやって来た増援がこれだけとは──

　むろん、城の方としては、せいいっぱいの数を送ったつもりなのだろうが、将軍にしてみれば、これでもまだまだ心もとない。

　にらみ合いは、まだ続いていた。

　相手の正確な数はわからない。偵察を出して調べようかとも思ったが、へたに相手を刺激したくはなかった。

　しかしともあれ、人数を増したこちらより、なお多いことはまちがいない。

「他の塔から兵をまわしてくれるのか？」

　将軍は、増援部隊を率いてきた隊長に問いかける。

「……いえ……バイルド将軍のお話によれば、これ以上兵はまわせない、と……」

「なんだと!?」

　隊長は、将軍の剣幕に圧されつつ、

「──な、なんでも白輝帝ライラ・ギオラムのご命令だそうです」

「白輝帝ライラ・ギオラムの!?……ちっ……わが身かわいさ、という奴か……」

　普段なら、絶対口にしないようなことばを、あっさりと将軍は言ってのける。

　焦りと危機感とが、彼から正常な思考の一部を奪い取っていた。

「し……将軍、おことばが……」

「事実だろうが！　しょせん上の連中に、前線の都合などはわからんのだろう！」

「……しかし……人間ども、動く気があるんですかねぇ……ひょっとして、奇襲するつもりが、先にこっちに見つかって、動くに動けないんじゃないですか？」

　険悪な空気を変えようと、将軍の副官が話をそらす。

「かもしれん。しかしそうだったとしても、わざわざこちらから出向いて、相手に有利な状況で戦ってやる義理もない。

　……こうなったら根くらべだ」

　将軍は、なみいる兵士たちに向かって声をかけた。

「いいか！　よく聞け！　この戦い、人間どもが森の端からこの要塞塔までたどり着く、その間が勝負だと思え！　敵が突っ込んで来るのを待ち、上空から魔力で攻撃だ！　こちらからは絶対にしかけるな！」




　竜人ギオラムの町から結界の塔へ、竜人ギオラム兵の増援部隊が到着した頃、ロッドゥェルたちは、竜人ギオラムの町の近くまで来ていた。

　竜人ギオラムの町の北東──北の塔と東の塔との、ちょうど中間を抜け、まわり込むような形で、竜人ギオラムの町へと向かって進んでいる。

　全員が、革鎧などの軽装鎧を着込み、革の大きな盾を持ち、武器は主力が弓矢である。

　いざ戦闘となれば、心もとないことこの上ない装備だが、今回の作戦の主眼は戦闘ではない。まずは機動性と隠密性。

　──とは言っても、数百の単位の人間が、かたまって行動しているのである。鳴かぬように、くつわを嚙ませてはいるが、荷を運ぶための軍馬も連れて来ている。気づかれるのは時間の問題だった。

　そして──

　ばさりっ。

　先頭を行くロッドゥェルたちの頭上を、大きなはばたきが過ぎた。

　見上げれば、満月を背にした黒い翼が、大きく旋回し、竜人ギオラムたちの町へと向かってゆく。

　──見つかった！

　そう判断すると同時に、ロッドゥェルは声を上げた。

「もはや隠れて進むことは不要！　ここからは、竜人ギオラムの町までを一気に駆け抜ける！」

『おうっ！』

　ときの声が闇に響いた。




「人間が現われた、だと!?」

　作戦会議室で、その報告を耳にした時、バイルド将軍は、自分の耳を疑った。

「ほんとうに──この町を目ざしているというのか!?」

「……ま……まちがいありません……」

　報告を持ってきた竜人ギオラムは、息を切らしながらうなずいた。

　北の塔から敵襲の合図が上がってしばらくして、東の塔の将軍は、そちらに援軍を送らなくてよいのかを問うために、伝令兵をひとり、城へと向かわせた。

　その返事──増援は無用、との答えを持って、東の塔へとふたたび発ったその彼が、こちらに向かう人間の一団を発見したのだ。

「全員が、目立たぬ鎧に身をかため、こちらを目ざして進んでおります！」

「……なんということだ……」

　バイルドは、苦い呻き声を漏らした。

　ゾムドがおそれていたように、別動隊は存在したのだ。

　こんなことなら、ゾムドに皮肉など言うのではなかった、とも思うがもう遅い。これではゾムドに合わせる顔がない。

「それで──その人間ども、いったいどれくらいの数がいた？」

「……暗い上に、連中、黒っぽい鎧を着ていましたから、正確な数はわかりませんが……それでもおそらく、百や二百はいたでしょう」

「百や二百、だと!?」

　思わず声が高くなる。

　将軍は、しばし考えて、

「……しかたない！　残った全軍で防戦に向かう！　こうなったら、私自身が出て、軍団の指揮を執る！」

　彼は伝令のほうを向き、

「もうひと仕事頼む。このことを白輝帝ライラ・ギオラムにご報告してくれ。それと、このバイルドが直接出た、ということもお伝えしてくれ」

「……わ……わかりました……」

　伝令兵の返事にうなずくと、バイルド将軍は、作戦会議室をあとにした。




「……はじまったようですね……」

　月を背にして天を征ゆく、翼の群れを眺めつつ、レックスはぽつりと小さくつぶやいた。

　むろん、はじまってもらわなければ困る。でなければ、彼が今日まで苦労してきた甲斐がない。

　荒れた小屋だの廃屋だので、夜露をしのぎ、あちらこちらで噂をばら撒いた毎日。

　生活資金は、南の竜人ギオラムの塔を陥とした時に見つかった、竜人ギオラム用の貨幣を用意していたので、困ることはなかったが、閉口したのが食生活である。

　なにしろ、屋台などで売っているもののほとんどが、思わず吐き出したくなるようなシロモノばかり。店先に並ぶ果物らしきモノを買って食べたこともあったが、十中八九、食えたシロモノではなかった。

　最近ではずっと、焼き鳥もどきと、ごく限られた種類の果物しか食べていない。

　……まあ……たいした苦労ではない、という説もあるかもしれないが、もしも今回のこの計画が失敗したなら、まず確実に路銀が尽きる。

　いくらなんでも、それは困ったもんである。

　……竜人ギオラムたちの飛んでいった方角が、打ち合わせと違うのが気になったが、作戦を指揮しているのはロッドゥェル将軍である。なんとでもしてくれるだろう。

「さてと……」

　小さくつぶやき、彼もまた、動き出したのだった。




「……そうか……バイルド将軍が出たか……」

　玉座に深く身を沈め、白輝帝ライラ・ギオラムゾムドは大きな息をついた。

　バイルドが、ひとことの断りすらなく自ら出撃したのは、おそらく、ゾムドに顔を合わせづらかったからだろう。

　これで、城の戦力は丸裸になったが、ここに来て戦力の出し惜しみをするわけにはいかない。

　報告を持ってきた兵士を退らせ、ゾムドはふとあることを思いついた。

　側近のひとりを呼びつけて、

「……確か、ベヅァー殿が、私兵を集めていたと思うが……ベヅァー殿を呼んでくれるか」

　ベヅァーの援軍要請は聞けぬと突っぱねて、そのくせいざという時には、彼の私兵をあてにする。われながら虫のいい話だ、とゾムドは思うが、この状況ではしかたない。

　だが──

「……それが……その……」

　ゾムドのことばに側近は口ごもり、

「実は……最近、ベヅァー殿は、城にはおいでにならないのです」

「城にいない!?」

　思わずおうむ返しに問うゾムド。

「はあ。昼間は私兵たちとともに町の中をパトロールしておられ……どうやら最近は、夜も、町の中でお過ごしになっておいでのようです」

「そうか……どこにいるかはわからんのか？」

「私は存じませんが……ともあれ、探してみます」

「頼む。ゾムドが、『力を借りたい』と言っていたと伝えてくれ」

「わかりました」

　答えて退出する側近。

　ベヅァーの私兵が、一体どれだけの数がいるのか、あるいはどれだけ頼りになるのか、くわしいことはゾムドは知らなかったが、今は、少しでも戦力がほしかった。




　ロッドゥェルたちと竜人ギオラムたちが接触したのは、町を囲む塀の、かなり手前だった。

「来たぞっ！」

　ロッドゥェルの声に見上げれば、夜空を背にして浮かぶ影。

　数は決して多くはないが、なにしろ相手は空にいる。

「手はず通りにゆくぞ！」

　老将軍の号令一下、全員が、革の盾を上向きにかまえ、上空の竜人ギオラムたちにはかまわずに、町へと向かって進んでゆく。

　一瞬の後、上空の竜人ギオラムたちから彼らに向かって、魔力弾の雨がふりそそぐ！

　絶対的な破壊力があるわけではないが、直撃すれば、相手の戦闘力を奪う程度のことはできる。解き放たれたうち何発かが、兵士たちを打ち倒すが、残るほとんどは、革の盾ではじき散らされる。

　革の盾──といっても、実際は、大きな革に把手をつけただけの、安造り、にわか造りのシロモノで、盾と呼ぶのもおこがましいようなものである。竜人ギオラムたちの、上空からのこの攻撃を、一時しのぐためだけの、使い捨ての盾だった。一発当たれば、そこの部分は黒く焼けこげ、同じところにもう一度食らえば、あっさり貫通し、その下にいる人間を直撃するだろう。

　しかし、要はしばらく保もてばいいのである。

　盾は予想通りの性能を発揮した。

　竜人ギオラムも、一度魔力弾を放ち、次の一撃を放つには、やはり呪文を唱えなくてはならない。その間にも、ロッドゥェルたちは着々と、町に向かって歩を進める。

　焦りながらも、魔力弾を撃ち続ける竜人ギオラムたち。眼下の軍を、町にたどり着かせるわけにはいかなかったが、いくら撃っても、魔力弾は盾にはじかれて、敵はいっこうに減る様子がない。かかげられた盾が邪魔ではあったが、かといって、数にこれだけ差がある以上、降りて戦えば、よけい不利になるだけである。

　やがて──

　竜人ギオラムたちが、五度目か六度目の魔力弾を撃ち下ろした時、ロッドゥェルたちは、竜人ギオラムの町をその射程に捕らえていた。

「火矢を！」

　明りが漏れないように覆いをかけられていたランプが地面に叩きつけられ、ひろがった炎を火種に、何本もの火矢が、塀を越え、町の中に向かって飛び込んでゆく。

「防げ！　あの火矢を防げ！」

　竜将軍バイルドの命に従って、竜人ギオラムたちは、火矢を撃つものを集中的に狙い撃ちはじめる。

　そのかいあってか、やがて、町へと降りそそぐ火矢はなくなった。

　だが、すでに火矢は、合図としての役目を果たしていた。

　そして──

　町の中、レックスが動きはじめる。




　エリは、窓から外を眺めていた。

　視界の端に、満月の光を浴びて佇む城が見える。

　城から、二度、竜人ギオラムの群れが別の方向に飛んでゆくのが見え、ややあって──

　町の奥──城に近い場所に、赫い光のゆらめきが見えた。

　どうやら、はじまったようである。

　エリは、そっと部屋を抜け出して──

　ラーディーの部屋の前で、ふと足を止める。

　部屋の扉は開いていた。

　そっと中をのぞき込むと、こちらに背を向け、鳥の巣ベッドの上にうずくまるラーディーの後ろ姿があった。

「……バイ……ラーディー……」

　エリは小さくつぶやくと、静かにその場をあとにした。

　……ばたん……

　玄関のドアの閉じる小さな音。

　ラーディーは、ゆっくりと頭をもたげ、つぶやいた。

「……どうやら、何かはじまったようですね……」




　クルーガーは、藁のベッドに身を横たえたまま、ひっそりと、その時が来るのを待っていた。

　いや、起きているのは、なにも彼ひとりではない。同じ掘っ建て小屋にほうり込まれている者全員が、期待と不安とで眠れないでいた。

　一体どれくらいの間、まんじりともせずにその時を待ったか──




　どぅんっ！




　爆音は、いきなり、かなり近くで起こった。

「はじまった！」

　声を上げてはね起きるクルーガー。他の連中もつられて身を起こす。

　誰かが小屋の入り口にかけ寄り、扉を開く。

　火の手は、メゼの倉庫から上がっていた。

　むろん打ち合わせ通り、レックスが、ここを狙ってやったのだ。

「はじまっちまったぞ！」

「こうなりゃ、おれたちもやるしかねえぞ！」

　クルーガーが言うはずだったことばを、別の誰かがかわりに言う。

　外に出て来ているのは、彼らだけではない。この時を待っていたのか、ほかにもあちらこちらから、奴隷として捕まえられていた人間たちが、通りに姿を現わしている。

　ごぅんっ！

　爆音と、新たな火の手が、町の別の場所で上がった。

「逃げるぞ！　南だ！　南の門へ向かえ！」

　どさくさにまぎれて声を上げるクルーガー。

「きさまら！　何をやってる!?」

　鋭い声がかけられたのはその時だった。

　声の方に目をやれば、燃える炎を照り浴びて、佇むメゼと、数人の竜人ギオラムたちの姿。

　日ごろの条件反射のたまものか、一瞬、思わず沈黙するクルーガーたち。

「どういうことだ！　一体何が起こった!?」

　メゼのとりまきのひとりが声を上げる。

　だが──

「黙れっ！」

　叫んで、クルーガーの投げつけた石が、そのとりまきの肩に命中する。

「ぐっ!?」

「どういうつもりだ!?　お前ら!?」

　呻いて肩を押さえるとりまきにかわって、メゼ自身が問いかける。

「もう、きさまら竜人ギオラムの言いなりにはならん、ということだ！」

「……ほう……!?」

　メゼはすぅっ、と目を細め、一歩後ろに退り、とりまきの竜人ギオラムたちに向かってぼそりと、

「殺せ。かまわん。皆殺しにしろ」

　声と同時に、クルーガーたちはきびすを返し、いっせいに逃げ出した。なにしろこちらには武器も防具も何もない。ここは逃げの一手あるのみ。

　だがしかし。

　ばさぁっ！

　羽ばたきの音を頭上に聞いた次の時には、竜人ギオラムのひとりが呪文をとなえつつ、一同の前に立ちふさがった。

　思わず足を止めた一同に、魔力弾が放たれる！

「がぁっ！」

　誰かが悲鳴を上げて倒れ伏す。

　ほとんど同時に、またもうひとつ悲鳴が起こり、後ろの方にいた誰かが倒れた。

　前と後ろをはさまれては、このままこうしていてもなぶり殺しにあうだけである。

「散らばれっ！」

　声を上げ、横手にダッシュをかけるクルーガー。その彼に向かって、竜人ギオラムの片方が魔力弾を解き放つ。

　あわてて足を止めた彼の、その目の前を、魔力弾が行き過ぎた。

　この時には、ほかの奴隷たちも四方に散っている。

　メゼの家の敷地を囲む柵にとりついた奴隷がひとり、竜人ギオラムの放つ魔力弾に、背中から撃たれ、倒れ伏す。

　このままでは、集結地点の門にたどり着く以前に、なぶり殺しになる。

　敵はわずか竜人ギオラム二人だけなのだが──

　──武器はないのか!?　何か!?

　あせりつつ、あたりに視線を走らせるクルーガー。

　木切れや石なら転がっている。たしかにこれでも、竜人ギオラムたちを一瞬ひるませるくらいのことはできるだろうが、あくまでその程度でしかない。

　またもや飛んで来た魔力弾をかろうじてかわし──

　──そうだ!?

　思いつき、クルーガーはきびすを返し、メゼの館の裏手へ向かう。

　以前、炊事場の裏で薪割りをさせられたことがあったが、あそこにはたしか、いつも手て斧おのが出しっ放しにしてあったはず。

　やたらと刃こぼれしてはいたが、武器としてなら充分使える。

　物置き小屋の前を通って、庭の植え込みの横を過ぎ──

　瞬間、背中に灼けるような気配を感じ、あわてて彼は横に跳ぶ。

　そのすぐ横を、後ろから、竜人ギオラムの放った魔力弾がかすめて過ぎる。

「きさま！　どこへ行く気だ!?」

　背中からかかった竜人ギオラムの声を無視し、彼は館の角を曲がる。

　向かって右には庭の植え込み、左には炊事場の裏、軒下に積まれた薪の山。そしてその手前には──

　──斧が──ない!?

　思わず呆然と立ちつくすクルーガー。

　薪割りの台に使っている、木の切株はそこにある。いつもなら、手斧はその切株に突き立っているはずだった。

　しかし今は──

　戸口の陰も見てみるが、そちらに置いてあるわけでもない。

　──なぜだ!?

　クルーガーはうろたえ、あたりを見渡して──

　背後からの殺気に反射的にふり向けば、そこには、おそらく彼を追って来たのだろう。佇む竜人ギオラムの姿がひとつ。

「……武器を探しに来たのだろうが……そうはさせんぞ……」

　じわりっ、と後退るクルーガー。そのぶん竜人ギオラムも、じわりっ、と前に出る。

「身のほどもわきまえずに逆らいやがって……薄汚い人間ごときが……」

　竜人ギオラムは、口の中で攻撃呪文を唱えつつ、ふたたび一歩、前に出て──

　その瞬間。




　ごっ！




　にぶい音とともに、竜人ギオラムはのけぞり、その場に倒れ伏す。

　当たり所が悪かったか、もはやぴくりとも動かない。

　いきなりのことに、一瞬ことばを失くすクルーガー。

　横手の植え込みに身をひそめ、手斧で竜人ギオラムを一撃したのは、奴隷頭のデリーだった。

「どうやらおめえも、これが目的でここに来たらしいな」

　言ってデリーは、手にした斧を目で指した。

「……あ……ああ。助かった。礼を言うよ」

「……けっ……かん違いするなよ。別にお前を助けるためにやったわけじゃねえ」

　デリーは、足下に転がる竜人ギオラムを見下ろして、小さく鼻を鳴らし、

「おれはな、お前も嫌いだが、竜人ギオラム連中はもっと嫌いなんだよ。それだけのことだ。わかったか」

「……わかったよ……」

　苦笑を浮かべ、うなずくクルーガー。

　デリーは手斧を肩にかついで、くるりときびすを返し、

「さてと……敵さんはもうひとりいる……こいつをなんとかしなくちゃな……」

　うなずきあって、二人はふたたびもとの場所へと駆け戻る。

　とっとと安全な場所に避難したのか、すでにメゼの姿はなく、あたりには、倒れ伏した奴隷たちの姿と、柵の近くに陣取って、呪文を唱える竜人ギオラムひとり。

「突っ込むぜ！」

　叫んでクルーガーの応えも待たず、竜人ギオラムに向かって突進するデリー。

　彼が肩にかついだ斧に気づいて、あわてて魔力弾を放つ竜人ギオラム。しかし、あわてたそのせいで魔力弾は狙いを外れ、デリーの横をかすめて過ぎる。

　いそいで次の呪文を唱えはじめる竜人ギオラム。

　だがしかし、呪文が完成するより早く。

「くたばりやがれっ！」

　吠えて、デリーが投げつけた手斧が、竜人ギオラムの頭をまともに砕いた。

「──いいウデしてるじゃないか。あんた」

「へ！　ほめても何も出ねえぜ！」

　二人は軽口を叩きながら、メゼの館を飛び出した。




「……そういうことか……」

　火の手の上がる城下町を、城の一室から見下ろして、白輝帝ライラ・ギオラムゾムドは、苦いつぶやきを吐いた。

　状況は混迷をきわめていた。

　それぞれの塔──特に、敵が出たとの青牙の塔からの報告はそののちにはなく、また、町のどこかにいるはずのベヅァーと連絡が取れたという話も聞かない。

　そしていきなり、町に火の手が上がったのだ。

「申し上げます！」

　その光景を眺めるうち、ひとりの兵士が報告を持ってくる。

「城下町で、人間どもが蜂起しました！　町に火を放ち、南の門に向かっています！」

「……なるほど……」

　ゾムドはしばし沈黙し、

「──今、城で動ける兵はどれぐらいいる!?」

「……恐れながら……今すぐ、と申されるのでしたら……おそらく、十人にも満たぬかと」

「わかった──ならば、白輝帝ライラ・ギオラムゾムドの名において命ずる。兵の数名を連れて、町の南の門に赴き──門を開け」

「……は!?」

　ゾムドのことばに、思わず顔を上げ、問い返す兵士。

「……も……門を開け……と……？」

「そうだ」

　答えてゾムドは、兵士の方をふり向いて、

「おそらく今回のこの攻撃、町の中に囚われた人間たちを救出するためのもの。となれば、とっとと中の連中を逃がしてやらんと、被害は大きくなるばかりだ」

「……はあ……」

　まだ納得のいかない顔でつぶやく兵士。

「納得がいかんのならこう言い換えよう。私の今の読みが外れていたとしても、今、門を開ければ、中の人間たちは外に向かって流れ出る。となれば外にいる人間の兵たちも、これを見捨てるわけにはいかんだろう。つまり、民間の人間を逃がして、兵士たちの足かせにしてやるのだ。外にいる兵士たちが入って来れんように、タイミングを見て門を開け、中の人間たちが出つくした時点で、ふたたび門は閉ざせばいい」

「なるほど、そういうことでしたら……」

「わかったら急げ！　これ以上被害のひろがらんうちに！」

「はっ！」

　竜人ギオラム式の敬礼を残し、その場をあとにする兵士。

　あとにはただひとり──

　無言のまま、町を見下ろし、佇むゾムドが残された。




　中央の町の異変は、塔の竜人ギオラムたちも気づいていた。

　町のあたりが、薄赤く染まっているのが、それぞれの塔からもはっきりとわかる。

　それが火の手であることを想像するのは難くない。

「将軍！　町が！」

「わかっている」

　あせりをにじませた副官の声に、しかし、青牙の塔の将軍は、むしろ冷淡ともいえる口調で言った。

「……よいのですか!?　援軍を送らずとも!?」

「援軍なら、ほかの二つの塔から出るだろう。今はそれより目の前の敵だ」

　森の端で、なおも動かぬ無数のきらめきをにらみすえたまま将軍は言う。

「人間どもに襲われたとしても、飛んで逃げればそれですむこと。かりに町を奪われたとしても、取り返せばそれですむことだ。

　しかし、この塔を陥とされては結界も消える。それだけは、なんとしてでも防がねばならん」

　──などと口では言っているものの、本心は『お偉がたも少々、前線のこわさというのを味わってみればいいのだ』という思いと、そして自らの身の安全だった。




　町での異変は、当然、塀の外で戦いを展開している、竜人ギオラムたちやロッドゥェルたちも気づいていた。

「何だ!?　何が起こった!?」

　あわてふためく竜将軍バイルド。

　火の手が上がりはじめた町を、見すごしにするわけにはいかないが、かといってこの場を退けば、人間の兵士たちが、町へとなだれ込むおそれがあった。

　とりあえず状況の確認に、数人の竜人ギオラムを伝令と物見に走らせる。

　対して、意気上がるロッドゥェルたち。

「このまま門を突破するぞ！」

『おうっ！』

　ロッドゥェルのことばに、兵士たちの声が一斉に応えた。




　立ち並ぶ石造りの家々を、オレンジ色のゆらめきが照らし出す。

　熱く灼けた風。火のはぜる音。

　どこかで誰かの悲鳴が聞こえた。

　町に住む竜人ギオラムたちは、混乱をきたしておろおろ宙を飛び回り、地上では、飛ぶことなどできない人間が、まるで狂ったかのように、ある方向を目ざして通りを駆け抜ける。

　その混乱と炎の中を、エリもまた、南の門を目ざして走っていた。

　かつての竜人ギオラムの塔での記憶が、いやでも頭に浮かび上がってくる。

　一瞬、風の中に、たしかに混じる血臭をかいだような気さえした。

　赫く照らされた通りの向こうから、剣を手にした血まみれの竜人ギオラム兵が、今にも姿を現わすような恐怖にいくどかとらわれる。

　自分が、どこをどう走っているのかもよくわからない。まるで炎と悲鳴に酔ったかのように、頭の一部が麻痺している。

　これくらいの混乱が起きるだろうということは、むろんエリも予想していた。どの道を通って門に向かうのが早いか、などということも考えていた。

　だがしかし、いったん、人々の波といっしょに流れはじめたそのとたん──

　不安は、彼女の胸の中で、一瞬にしてふくれ上がった。

　ふくれ上がった不安は、やがて混乱へと姿を変える。

　あとはただ、流れのままに駆け抜けるのみ──

「エリ！」

　誰かの呼ぶ声を聞いたような気がしたのは、一体どれくらい走ってからのことだったろうか。

　呼ばれたのが自分の名だと気づくのにさえ、一瞬の間を要した。

「エリ！」

　ふたたび呼ぶ声に、ようやく彼女は我にかえり、人の流れをよけて足を止めて、あたりを見回した。

　火の手を上げる家。炎の上を飛び回る竜人ギオラムたち。何かに追われてでもいるかのように走る人々。

　そして──通りを隔てたすこし向こうに、彼女は知った顔を見出した。

　安堵が、胸に満ちる。

　憎ったらしい、などと思ったこともあるその顔が、今はなぜか、むしょうになつかしいような気がした。

「クルーガー！」

　自分でも意識せぬうちに、声を上げ、彼女は駆け出していた。

　あたりを走る連中にいくどかぶつかりながらも、通りを横切り、そのままのいきおいで、エリはクルーガーにしがみつく。

「お……おい、エリ!?」

「──ひさしぶり。元気してた？」

　身を離し、クルーガーの顔を見上げてエリは言う。

　なぜか涙が浮かびそうになるのを、彼女はなんとかこらえる。

「……ああ。おおむね、な。お前は？」

「まーね」

　こたえて小さくうなずく彼女。

　なんとなく、目を合わせているのが照れくさくなり、エリは視線をはずし、

「──うまくいったみたいね。なんとか」

「ああ。レックスたちのおかげだな」

「……って、そー言えばレックスは？」

「まだ出会ってないが……門の方に向かえば、いずれ出会えるだろ」

「そうね」

　うなずきあって、二人はいっしょに駆け出した。

　そしてほどなく──

「見えたっ！」

　クルーガーが声を上げる。

　まっすぐ延びる大通りを、その向こうに向かって駆けてゆく人々。彼らの向かうその先には、閉ざされたままの門があった。

　その門のところで、人々が、押しあうようにかたまっている。

　いつもなら、見はりの竜人ギオラムが二人ほどいるのだが、さすがにこれだけの数の人間を相手にする気は起きなかったか、あるいはすでに倒されたのか、あたりにその姿はない。
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「まだ開いてない!?」

　思わず声を上げるクルーガー。

　この門は、むろん、外からの侵入者を防ぐためのものなのだが、同時に、町の中にいる人間を、外に逃がさないためのものでもある。閂かんぬきは、ひとが手を伸ばした程度では届かぬ高さのところにあった。

　とはいえ集まった人間たちも、何もしていないわけではない。門のそばにいる者たちは、誰かが誰かを肩に乗せ、なんとか閂を外そうとしていた。

　誰かの手が、やがて閂にかかり──

　瞬間。




　ばぢぃいぢぢぢぢぢっ！




　頭上から降りそそいだ雷撃が、門のそばにいた者たちを、悲鳴を上げることすら許さずなぎ払う！

　悲鳴は、生き残った者たちが上げた。

　そして彼らはようやく気づく。頭上に聞こえるはばたきに。

　武装した、十人以上の竜人ギオラムたちが、人々と、門とを隔てて立ち塞がった。

　そして──

　武装した竜人ギオラムたちのまん中に、ゆらめく炎をその白い肌で、ぬらり、と照り返し、ひとりの竜人ギオラムが降り立った。

　その名は──ベヅァー。




　異変の報告は、彼の雇った私兵のひとりがもたらした。

　城から二度、竜人ギオラム兵の群れが飛び立った、というのだ。

　その報告をもたらした見はりを、ベヅァーはためらわずに殴り倒した。

　なぜ一度目で報告しなかったのか、と。

　城で状況を聞こうかとも思ったのだが、城に戻るのは、どうしてもいやだった。

　それがゆえにこそ、城に自分の部屋があるにもかかわらず、ここしばらくはずっと、廃屋だの見はりの詰め所だので夜を明かしていたのだ。

　なぜそれほど城に戻るのがいやなのか──正直なところ、ベヅァー自身にもよくわからない。

　ともあれ状況の確認、と、私兵を数人、物見に向かわせたのだが、それが帰ってくるよりも早く──

　町に火の手が上がりはじめた。

　それが、人間たちの蜂起だと理解わかるのに、それほど時間は要らなかった。

　すぐに集められるだけの私兵を集め、ベヅァーは、まるで狂ったかのように、人間たちを狩り立てた。

　しかし倒しても倒しても、あとからあとから人間たちはわいて出る。やがてそのうち、ベヅァーは、人間たちのすべてが、ある方向を目ざしていることを悟った。

　そして──今。

　彼の目の前には、とまどいとおびえの色を浮かべた、無数の人間たちの顔がある。

　ベヅァーは右手をつき出した。目の前にいる、人間たちに向かって。

　それを合図に、私兵たちが、人間の中に突っ込んでゆく。

　そして、殺戮がはじまった。

　数はむろん、人間の方が圧倒的に多かったが、武装と、そして何より士気の点で、人間の方が不利だった。兵士ならばいざ知らず、誰が、自由へ通じる門を目の前にして、自分の命を捨てる覚悟で敵に向かえるだろう？

　しかしその場を逃げようにも、後ろからは、なおも続々と、門を目ざして人が集まって来つつある。竜人ギオラムたちが、剣を、槍をふるうたび、誰かが声を上げ、倒れ伏す。

　人間の上げる悲鳴と怒号の渦巻く中で、ベヅァーは低い笑い声を漏らしていた。

　彼は知らない。自分の中で、ひっそりと──しかし確実に、狂気が育ちつつあることに。

　呪文を唱え、人間たちのまっただ中に解き放つ。

　紅蓮の炎が吹き上がり、炎に巻かれた人間が、踊るかのようにもがき、倒れる。

　ベヅァーの笑いは、いつしか、はっきりとした哄笑へと変わっていた。

　が──

「おやめください！　ベヅァー様！」

　頭上からかかった声に、ベヅァーがそちらをふりあおげば、そこには三人の正規兵。

「やめろ……とはどういうことかな？」

　むしろ静かとさえ言える口調で問うベヅァー。

　ベヅァーのただならぬ気配を察したか、問われた兵士は、多少たじろぎながらも、

「……も……門を開けろ、との白輝帝ライラ・ギオラムのご命令です！」

　兵士のことばは、ベヅァーの私兵たちや、そして集まった人々にも届いた。

　思わず動きを止める私兵たち。

　しかし、兵士のそのことばにも、ベヅァーは動じた様子もなく、

「ほぉう……なぜ、門を開けねばならん？」

「人間たちを逃がしてやるんです！　そうすれば、これ以上被害は大きくなりません！」

「なるほど、な」

　ベヅァーは納得顔でひとつうなずくと、やおら呪文を唱えはじめる。

「……ベヅァー様！　われらの話を……」

　しかし、兵士がそのことばを言い終えるより早く。

　るぐおぉぉぉぅっ！




　きゅごぅっ！




　ベヅァーの解き放った炎の渦が、三人の正規兵を灼き尽くす！

「──いいや……私は何も聞いてはおらんぞ……」

　口の端に、ゆがんだ笑みさえ浮かべつつ、白い竜人ギオラムはつぶやいた。

　さすがにこれには、私兵たちも、思わずその場に凍りつく。

「……ベ……ベヅァーさん!?　な……なんてことを!?」

　声を上げた私兵のひとりに、ベヅァーは静かに視線を向けて、

「お前──今、何か見たのか？」

　からかうようなその口調に、はっきりと含まれた狂気に気づき、その私兵は一瞬硬直する。

「──見たのか？」

「い──いいえ、何も！」

　ふたたび問われ、あわてて首を左右に振る。

「なら……何か聞いたか？」

「何も……何も！」

「いいだろう──なら、続けろ。殺せ！　人間どもを！」

「ベヅァー！」

　群れ集まった人々の後ろの方──エリが声を上げたのはこの時だった。




　一瞬、あたりのざわめきが低くなる。

　白い竜人ギオラムは、ゆっくりと視線をめぐらせて──

　やがてその目が、自分をとらえたことをエリははっきりと悟った。

　かぁっ、と顔が熱くなる。額に汗がにじむのが、自分でもはっきりとわかった。

　……声なんてかけるんじゃなかった……

　などとも思うが、もはや立派にあとのまつりである。

　ベヅァーのやりかたを見て、『なんとか止めなきゃ』と思ったそのとたん、思わず声が出ていたのだ。

　たしかに、何はともあれとりあえず、ベヅァーの動きを止めることだけはできたが……

　白い竜人ギオラムは黙ったままで、じっと彼女を見つめている。

「……こ……こらっ!?　声かけてどうするっ!?」

　小さな声で言うクルーガー。しかし、どうするか、などと言われても、このあとのことなど何も考えていなかったのだからしかたない。

「……お前か……」

　しばし続いたにらみ合いのあと、ベヅァーは小さくつぶやいた。

　ことばのうちに、狂った歓喜の色をにじませ。

　悟ったのだ。彼は。

　彼女が一体誰なのか。

「──そう。あたしよ」

　エリは答える。

　足のふるえは止まらない。

　集まった人々の、そして竜人ギオラムたちの視線は今、彼女とベヅァー、その二人にのみ注がれていた。

「──そうか──お前か──塔では世話になったな……会えてうれしいぞ、エリ！」
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「……おぼえててくれたみたいね……こっちは迷惑だけど……」

「忘れるものか……！　何度お前を夢見たことか……！

　夢の中、何度となく、私をあざわらうお前を……！

　夢の中、何度となく、私のこの手で引き裂かれるお前を……！」

　吠えるかのように。詠うかのように。

　憎悪と歓喜の色をたたえてベヅァーは言う。

　じわりっ、と後ろに退るエリ。

　なんとか足は動く。

　どうすればいいのかはわからなかったが、はっきりわかることはある。

　このまま動かずにいれば、やがてまもなく殺される。

　となれば今は──逃げるのみ！

　いきなりくるりと背を向けて、門とは逆の方に向かって走り出す。

「逃がすものか！」

　叫んでベヅァーがはばたいた。

「追え！　あのメスの人間を！　捕らえろ！　殺すな！　あれは私がこの手で殺す！」

　ベヅァーのことばに、彼の私兵たちもまた飛び立つ。

　しかし彼らの何人かは、エリのあとを追おうとはせず、ベヅァーには気づかれぬように、こっそりとその場を離れて行った。

　ベヅァーの狂気に、これ以上ついていけなくなったのだ。

　竜人ギオラムたちのいなくなった門に、ふたたび人々が殺到した。




　──うひぃぃぃぃぃぃっ！　どーしよーっ！

　通りを全速力で駆け抜けながら、エリはとことん後悔していた。

　とはいえいくら後悔したとて、それでどうなるもんでもない。

「どうするつもりだ!?　これから!?」

　すぐそばからの、聞き覚えのある声にエリがふり向けば、そこには彼女と並んで走るクルーガーの姿！

「クルーガー！　なんだっていっしょについて来んのよ!?」

「ほうっとくわけにもいかないだろーが！」

「言っとくけど！　このあとなんも考えてないのよ！」

「なにぃぃぃぃぃぃぃ!?」

　思わず大声を上げる彼。

「何も考えてない、って、それじゃあこのあとどうするんだっ!?」

「それがわかんないからとりあえず走ってんのよっ！」

「うわあぁあああっ！　何てこった!?」

　今さら後悔したところで、むろんどうしようもない。

　二人の後ろ、やや離れた宙空を、ベヅァーと、その私兵たちが追って来る。

　エリたちとの距離は、攻撃呪文を放てば充分とどく距離である。しかしベヅァーには、エリを、呪文の一撃などで、楽に死なせるつもりはなかった。

　彼に従う竜人ギオラムは、もはやわずか三人のみ。

　ほかの竜人ギオラムたちはみな、どさくさまぎれにどこかに姿をくらまして、逃げるタイミングを逸した三人だけが、しかたなく、ベヅァーといっしょにエリたちを追っていた。

　こうなれば、ベヅァーの納得いくまでつき合うしかなかった。逃げようとして見とがめられれば、門のところに転がっている正規兵たちと同じ運命になりかねない。

「ベヅァーさん、いっしょに走っているオスの方は!?」

「かまわん。殺せ。しかしメスの方はまきこむなよ」

　むしろ淡々とした口調で答えるベヅァー。

「わかりました！」

　答えて、その竜人ギオラムは呪文を唱えつつ、はばたきを強めて二人に迫る！

　そして──

「雷炎降ブウド・ラ・グラ！」

　きぅごぅぉっ！

　炎と雷とにその全身をからめ取られ、大地に落ちたのは竜人ギオラムの方だった。

　この呪文は──

『レックス!?』

　エリとクルーガーは、同時に声を上げていた。

　彼の姿を探して、ふたりはあたりに視線をめぐらせ──

　近くのものかげにこそこそしゃがみ込んでいる、彼の姿に、あやうくその場にコケそうになる。

　──い……一瞬でも、ちょっとかっこいいかなー、なんて思ったあたしがバカだった……

　──やっぱり、いざという時は、いまいち根性のすわらない奴……

　内心つぶやくエリとクルーガー。

　エリはよほど、面と向かってツッコミを入れてやろうかとも思ったが、こんなところで立ち話などしているヒマはない。かまわずその場を駆け抜けた。

　そのあとを、上空から追う竜人ギオラム三人。中にはレックスにも見覚えのある、白い竜人ギオラム、ベヅァーの姿があった。

　武装した竜人ギオラムたちのひとりが、術を放ったレックスの姿を求めてあたりを見回すが──

「かまうな！　追うぞ！」

　ベヅァーの一喝に、あわててエリたちのあとを追う。

「……なんであの二人が追われてるんです!?　竜人ギオラムに、人の顔の見分けはつかないはずなのに……？」

　隠れた場所からごそごそはい出し、一行の後ろ姿を眺めつつ、レックスはぽつりとつぶやいた。

　南の門へと向かう途中、飛び来る白い竜人ギオラムの姿に、とっさに近くに身を隠した。

　と、なぜか逃げて来るエリとクルーガーに向かって、ひとりの竜人ギオラムが呪文を放とうとしているのが見えた。

　とっさに彼は呪文を唱え、その竜人ギオラムひとりを打ち倒したのだが──

　どういう経過、どういう理由で二人が追われているのか、さっぱりわからない。

　さっぱりわからないのだが──

　遠い歓声が、レックスの耳に届いたのはこの時だった。

　おそらく今、門が開いたのだろう。

　その歓声を耳にして、ようやく我に返るレックス。

「──あああああっ！　こんなところで考え事している場合じゃありませんっ！──ともかく、お二人をっ！」

　つぶやいて、二人と、そして竜人ギオラムたちのあとを追って走り出す。

　──町の中心に向かって。




「……だから、どーするんだっ!?　こんなところまで走って来て!?」

「それを考えてんのよっ！　今っ！」

「なんて言って、実はあんまり考えてないだろっ!?」

「図星つかないでよっ！　いきなりっ！」

「こうなったら戦うしかねーかっ！」

「勝てるわきゃないでしょ！　武器もなしに！」

　エリとクルーガーの二人は、声を上げながら、ひたすら道を駆けていた。

　そのあとを追う竜人ギオラムは、今やベヅァーと、あとはひとりとなっていた。

　連れていた私兵のひとりが、クルーガーに攻撃をしかけようとして、レックスの術に倒れてすぐ。

　さすがにこれ以上つきあいきれなかったか、残った二人の片方が、ベヅァーのスキを見て逃げ出そうとして、怒ったベヅァーの放った術に灼かれて落ちた。

　残るひとりは、もはや逃げ出すことさえできず、しかたなくいっしょについてゆく。

　ベヅァーも、なんとかエリたちの前にまわろうとしてはいるのだが、日ごろあまり翼を使っていないせいで、思うようにスピードが出せなかった。

　そしてさらにその後ろには、かなり離れてついてゆくレックス。

　ベヅァーたちに攻撃できればいいのだが、呪文をたとえ唱えても、この距離では竜人ギオラムたちまで届かない。

　追いつきたいのはやまやまだが、追いつくどころか、差はすこしずつ開く一方である。このままでは、へたをすれば一行を見失いかねない。

　やがていつしかエリたちは、クルーガーにとっては見覚えのある場所に来た。

　かつてのファインネル城のすぐ近く。

　敷地を囲った柵のそばには、ひとりの竜人ギオラムが倒れ伏している。

　そこは、しばらく前まで彼のいた、竜人ギオラムメゼの家だった。

　倉庫はいまだ火の手を上げ、彼のいた奴隷小屋も、今は炎に包まれている。

　唯一、二階建ての本館のみが、火の手をまぬがれて佇んでいるが、玄関の扉も開け放たれ、もはや誰かがいる気配もない。

　開いた扉を目にするなり、エリは迷わず、敷地の中に走り込み、本館の方へと向かう。

「こらっ！　こんな方に逃げてどうするっ!?」

　いっしょについて走りながら、問うクルーガー。

「このままじゃ、いつか追いつかれるわ！　体力尽きる前になんとかしなくちゃ！」

「何か思いついたのか」

「ぜんぜんっ！」

　きっぱりはっきりエリは言う。

「けど、こんだけ大きな家なら、武器になりそうなものや、隠れるところのひとつやふたつくらいあるでしょ!?」

　言ううちにも、二人は本館にたどり着き、開いたままの扉をくぐる。

　広いロビーと、正面には、二階へと続く階段。

　クルーガーもかつて何度か、この本館で、部屋の模様替えだの何だのを手伝わされた記憶があった。

　ロビーは散然としていた。メゼたちが運んだのか、あるいは火事場泥棒にでもやられたか、家具が転がり、金目のものはすべて姿を消していた。

　二人は一瞬、足を止めてあたりを見回す。

「──俺は、ここで働かされていた」

「ほんと!?　どこか隠れられるような場所は!?」

「ないっ！」

　きっぱり言い切るクルーガー。

「それじゃあ武器とかは!?」

「たしか二階に……」

　クルーガーのことばも終わらぬそのうちに、二人の後ろで、大きなはばたきが近づいてくるのが聞こえた。

「とにかく二階だっ！」

「異議なし！」

　とりあえず、二人は、目の前の階段をかけ上がる。

　まん中に廊下、そして左右に並ぶドア。

　一瞬、部屋の中にかけ込んでやりすごそうかとも思ったが、窓から外に出られないことは、エリもクルーガーも知っている。となれば、追ってきている連中に、どこかの部屋に隠れたことがばれた時点で、逃げ場所はどこにもなくなる。

「この廊下の先だ！」

　クルーガーの言う通り。廊下の左右に灯された、ランプの淡い明りの中、廊下のつき当たりの壁に、二本の剣が十字にかけられているのが見えた。

　そのつき当たりを右に折れれば、屋上へと続く階段がある。クルーガーは、屋上へ出て、上から竜人ギオラムを迎えうつつもりだった。

　やがて二人は、廊下のつき当たりにたどり着き、クルーガーは壁の剣に手を伸ばし──

　そのままの姿勢で硬直した。

「ど、どうしたのよ!?」

　尋ねるエリに、絶望的な表情を向けて、

「……だめだ！　こいつ、ただの飾りだ！　外れん！」

「そんなぁぁぁっ!?」

　声を上げるエリの後ろから、ふたたび聞こえるはばたきの音。

「来やがった！」

「とりあえず──逃げなくちゃ！」

　言ってエリは、屋上へと続く階段をかけ上がる。

「おいっ！　そっちは屋上だ！」

「ほかに逃げ道ないでしょ!?」

　たしかにエリの言う通り。廊下の端には、すでに、武装した竜人ギオラムが姿を現わしていた。

　しかたなく、エリに続いて階段をかけ上がるクルーガー。

　鉄の上げ蓋を押し上げて、なんとか屋上に出るエリ。

　手すりすらない屋上からは、まわりの様子が見渡せる。あたりには、飛び移れるような木や建物はない。

「もうすぐ来るぞ！」

　後ろに聞こえるクルーガーの声。

　戦うも無理、何かに飛び移るも無理、となればあとは、下に飛び降りるしかないが、ここは二階建ての屋上である。植え込みなり何なり、下に、クッションとなるようなものでもない限り、おそらくただではすまないだろう。

　下の様子を見ようと、エリは、屋上の端にかけ寄って下を見下ろして──

　その場で思わず硬直した。

　彼女の下──玄関のすぐ前に立ったまま、こちらを見上げる白い竜人ギオラムと、まともに目が合ってしまったのだ。

「来たぞ！」

　後ろでクルーガーの声。つづいて、上げ蓋の開く音。

　ふりむけば、現われたのは、武装した竜人ギオラムひとりのみ。

　エリはふたたび、視線を、下の竜人ギオラムに向けた。

「──どこかに隠れてやりすごされてはかなわんからな……私はここで待っていたのさ」

　彼女を見上げて言うベヅァー。

　満面に、獰猛な笑みを浮かべて。

「待っているがいい……今からそこに行ってやる」

　竜人ギオラムの、白い翼がはばたいた。

　風を打つ大きな音と同時に、ベヅァーの体が宙に浮いた。

　その目は、エリを見すえたままで。

　逃げようにも、後ろには竜人ギオラム兵。

　となれば残る手段はひとつ。

　彼女は意を決し、すぅっ、と大きく息を吸い込み──

　そして、エリは床を蹴った。

「────!?」

　ベヅァーには一瞬理解わからなかった。彼女が一体何をしたのか。

　そして、彼が彼女の狙いに気づいたその時には──




　ごめっ！




　エリの両足が、ベヅァーの顔面に着地していた。

　声を上げることすらできず、翼をばたつかせるベヅァー。しかし体勢をたて直すことなどとうていできず──

　がごっ！

　二人はそのまま、ひとつになって落下した。

　ベヅァーはまともに後頭部から。そしてエリは両足から。

「エリ!?」

　あわてて屋上の端にかけ寄って、クルーガーが下を見下ろせば、もはやぴくりとも動かぬ白い竜人ギオラムのそばで、ひきつった笑みを浮かべつつ、それでも元気に手を振るエリの姿があった。

　となれば問題は──

　クルーガーは、彼らに続いて屋上へと上がって来た竜人ギオラムをふり向いて、

「……お前のボスはぶっ倒れたぞ。まだ戦やるか？」

　言ったそのとたん、クルーガーが拍子抜けするほどあっさりと、その竜人ギオラムはいずこへともなく飛んでゆく。

「……あのベヅァーとかいう奴……よほど人望ないな……」

　つぶやいて、クルーガーは、階段を通って下へと降りて行った。

　──レックスが息を切らしつつ、ようやくその場にたどり着いたのは、クルーガーが下に降りて来たあとのことだった。

「……で……殿下……エリさん……ごぶっ……ご無事でしたかっ……」

「……お前のほうがよっぽど無事じゃないように見えるぞ……」

「……それで……あの、白い竜人ギオラムは……？」

「ああ。あれならエリが倒した」

　しゃあしゃあと言うクルーガー。むろんうそではないのだが。

「エリさんがっ!?　倒した!?　あれを、ですか!?」

　肩で息をすることさえ忘れ、思わず大声で叫んでいきなりせきこむレックス。

「……も……もぉ一回やれ、って言われても断わるけどね……」

　やはり、はりついたようなひきつり笑顔を浮かべたままでエリは言う。足のふるえがまだ止まらない。

「……と……ごほっ！　ともかく……」

　せきこみながら言うレックス。

「……も……もう門は開いているはずです……急ぎましょう……！」

　エリとクルーガー、二人は同時にうなずいた。




　町にいた人間は、どうやらあらかた逃げ出したようだった。

「……さて……わしらもそろそろおいとまさせてもらうかの……」

　穴のあいた革の盾をかざしたままで、ロッドゥェルはぽつりとつぶやいた。

　クルーガーたちが脱出できたのかどうか、確認できたわけではないが、ゆうちょうに確かめている余裕などない、というのが現状だった。

　この騒ぎに、無事に脱出していてくれることをただ祈るのみ、である。

「退くぞ！」

　ロッドゥェルの命令に、軍団は、じわり、じわりと後退してゆく。

　そのさまを上空から眺めつつ、竜将軍バイルドは、今、不機嫌のきわみにあった。

「人間どもの兵、後退してゆくもようです！」

「見ればわかるっ！」

　副官の報告に、つっけんどんに言い放つ。

　ここまで来れば、彼にもはっきりとわかった。

　今回の人間の攻撃が、捕らえられていた仲間たちを解き放つためのものだった、ということが。

　そうとわかれば、今は深追いをするよりも、町の被害を抑えるほうが肝心である。

「数人の兵を、この場に見はりとして残す！　人間どもが、退却以外の行動を取るなら報告すること！　あとの者は、町の消火、救助等に当たれ！」

　言って自らも町へと向かう。

　そこに、ひとりの兵士が報告を持って来る。

「将軍！　人間がまだ三人ばかり、町の中から門の方へ向かっています！」

「ほうっておけほうっておけ！　好きに逃がしてやれ！」

　まるっきりヤケの口調で将軍は言い捨てた。

　紅角、黒爪、二つの塔から、増援の竜人ギオラム兵が到着したのはこの頃だった。




　──ちなみに──

　青牙の塔の将軍が、いまだ森の端にある無数のきらめきが、ぴかぴかに磨き上げられ、木の枝に吊された無数のナベにすぎないと気づくのは、もうしばらく後のことだった。







　エピローグ







　魔道神官、白翼の塔のベヅァーの姿が、竜人ギオラムの町から消えたのは、その事件以来のことだった。

　あの戦いの中で、火に巻かれたか、あるいは人間に倒されたか。

　死体は見つからなかったが、ともあれ、もはやベヅァーは生きてはいまい。

　白輝帝ライラ・ギオラムゾムドはそう思っていた。

　しかし、彼は知らない。

　ベヅァーがまだ生きていることを。

　以前にも増した狂気と憎悪が、その胸の内を占めていることを。

　そして、援軍を求めるべく、ただひとり、本国へと向かっていることを……




「──それじゃ、ね」

　言ってエリは、ぴょこんっ、と、召喚の台座の上にとび乗った。

　竜人ギオラムの町から脱出して二日。

　やっぱり、暮らすなら人間の町がいい。

　エリはのんびりと羽根を伸ばし──とはいえ、あまりのんびりばかりもしているわけにはいかず、今日、もとの世界へと帰る。

　部屋には彼女とレックス、そしてクルーガーの姿。

「……しかし……いつも大変ですけど、今回は特に大変でしたねぇ……」

　しみじみとした口調でレックスはつぶやいた。

「……まあな……」

　あまり思い出したくもないのか、苦い顔でうなずくクルーガー。

「……けどまあ、楽しいって言えばけっこう楽しかったわね」

「…………」

「…………」

　エリのことばに、しばし絶句する二人。

「……そ……そーか……？」

「あんまり……楽しいような気はしませんでしたけど……」

「特に、逃げ出すまぎわの、竜人ギオラムに追われた時なんか……お前がいきなり声なんかかけるもんだから、一時はどうなるかと思ったぞ」

「……まあ……あれはちょっと……」

　さすがに彼女も、かすかにひきつった笑みを一瞬浮かべ、

「でも、あたしたちの世界には『過ぎたことは忘れろ』とか、『のどもと過ぎれば熱さを忘れる』なんてことばもあるし」

「……エリさん……ひょっとしてあなたの世界、『反省』って単語ないでしょ……？」

「どーいう意味よ!?　レックス!?」

「……いや……ちょっと、そんなふうに思っただけですけど……」

「ま、大変って言えば、たしかに大変だったけどね」

　言ってから、エリはふと、その笑みを曇らせて、

「──けど──本当に大変なのはこれからよ……」

「どういう意味だ？　それは？」

「あ。こっちの話こっちの話」

　聞きとがめるクルーガーに、あわててふたたび笑みを浮かべて、ぱたぱたとエリは手を振った。

　そう──ここからは、彼女自身の問題だった。

「ま。ともかく。それじゃあ、また遊びに来いよ」

「うん！　それじゃあレックス、またいつもの時間に！」

「わかりました。いつもの時間に」

　応えてレックスも笑みを浮かべた。




　やがてレックスが呪文を唱え、転移の宝珠オーブが虹色に輝く。

　心地よい、睡魔にも似た感覚が、エリの全身を優しく包み込み──




　──そして、エリは帰ってゆく。

　宿題と残暑の待つ、もとの世界へ。











困ったもんだの囚われ人プリズナー・おわり　









　あとがき







　暑さ寒さも彼ひ岸がんまで。のどもと過ぎれば熱さ忘れる。そーゆーことで、みなさん、いかがお過ごしでしょーか。

　こんにちは。神坂一です。

　ほぼ半年ぶりのごぶさたでした。今ここに、日帰りクエスト第二巻をおとどけします！

　……予定より、およそひと月遅れですが、これはみーんな作者のせいです。抗議のお手紙は、角川スニーカー文庫編集部気付、神坂一まで。神坂一まで、よろしくお願いします。

　なお、カミソリの刃を送るなら、シック・シェーバーの替え刃がいーな。（こらこら）

　前回は総ページ数が少なかったせいで、『五百円あれば、缶ジュースといっしょに買える、お徳用』だの『時代のニーズに合わせた薄型軽量・厚さ当社比二分の一』だの、『大阪環状線を半分回らないうちに読めた』だのと友人・知人から大好評でしたが、今回は（ちょっぴり）厚くなったぜぃっ！

　……などと、しょーもない自慢は置いといて。

　今回も、やっぱりエリが『遊び人Ｌｖ、１』のままでお送りいたしました。いつまでも、このままレベル・アップやクラス・チェンジはしないままでいてほしいもんです。

　今回も──というのなら、やはり戦闘シーンは少なくなって、ほかの描写が入ってたりします。

　ノリはほとんど『よいこのしゅくだい・ぎおらむかんさつにっき』と化してますけど。

　変わらない、というか、今回もやはりそうだったのが、プロット段階と本番との違い。出す予定などなかったキャラが出てみたり、殺すつもりで出したキャラクターがいけしゃーしゃーと生き延びたりします。

　……しかしこのシリーズ、主人公が『現在』の人間だったり、竜人ギオラムの基本モデルが人間そのものだったりするせいもあってか、書いててふと気がつくと、世間さまにケンカ売ってたりと、なかなか油断のならないシリーズになってしまいました。

　やはり、物語というのは生き物よのぉ……（無責任）

　作者は最近、シュミのノラネコ・ウォッチングが昂こうじて、ほとんど今は猫中毒症。とはいえ住んでいるところが『ペット可』ではないせいで、ネコは飼いたし家はなし。そのかわり、というわけでもありませんが、最近は、夜な夜な、近所で生まれたノラの子ネコにエサをやる毎日。元気に育つんだよ。うん。うん。

　となればやはり将来の夢としては、たとえ六畳ひと間でも、トラがいて、三毛がいて、白猫、黒猫、ブチがいて……

　とはいえ、猫に狭いスペース、というのもかわいそーですから、広い場所もほしいなー、なんぞと思ってみたりして。かといって見境いなしにネコを飼うのも、となり近所にめーわくをかけるおそれもあるし……

　なかなかむずかしーもんです。

　なんで最近、ここまで自分が猫にこだわるか、つらつら考えてみるに、やはり去年、拾った子猫四匹を、助けてやることができなかったからだろーか、なんぞと思ったりして……

　なにしろ、乳離れなどはるか以前。目も開いてない猫たちばかり。

　それに作者も、どーやればいいのか、知識が乏しかったせいで……

　そこでっ！　そんな悲劇を防ぐためっ！

　神坂一の、子猫の育てかた教室っ！

　子猫は内臓が弱く、高いところから落とすなんぞもってのほか。持ちあげる時も、腹を持たないほうがいい、というくらいのものだそーです。

　また、ふつーの牛乳では濃すぎて下痢を起こすそーなので、子猫用のミルクをペット・ショップで買ってくるか、でなけりゃ牛乳をやや薄めて飲ませてやるか、ですね。

　むろんミルクはあたたかいものを。冷たいのをやると下痢しますから。

　スポイトでミルクをやってもいいのですが、やや食いつきが悪いため、作者は、明るい家族計画のゼリーを落として中にスポンジを詰め、先っちょを切ってミルクを入れました。

　もっともこれは、とりまわしが悪いうえ、中のミルクの交換もままなりません。ペット・ショップに行けば、じつは、ちゃんと犬猫用の哺ほ乳にゆう瓶びんなるものが売ってあったりします。（やっぱしちょっと高いけど）

　また、トイレも自分じゃできないそーなので、足の間を濡ぬれティッシュでかるく叩たたいて刺激し、用を足させてやらなくちゃなりません。

　子猫（子犬もそうらしいんですけど）は基本的に、目が開いていても、瞳どう孔こうができるまでは、何も見えていないらしいです。野放しにしておくと、半ば本能で、こっちの服をよじ登ってきたりしますけど、『かわいいから許す！』『猫だからだいじょーぶだろう』などとそのまま放置しておくと、いきなし転げ落ちて自滅したりしますので、なるべく箱の中とか、出られないところに置いておくのがいいでしょう。

　また、春先などの、やや気温の低い時にひろった場合、体温を失ってどーにかなっちゃう場合がありますので、使い捨てカイロなどをタオルか何かでくるんで、いっしょに箱の中に入れてやることをおすすめします。あるいは箱自体を、テレビなど、ある程度、温度のあるモノの上に置くとか。

　手間暇と、そこそこの資金はかかりますが、瞳孔ができ、歯が生えてきて、一、二週間が経てば、そろそろ乳離れの時です。この頃から、哺乳瓶なしでもミルクが飲めるようになります。

　離乳食には、キャット・フードをミルクでふやかしたものとか、チーズとかがいいようです。

　さあ！　ここまで来たら、あとはふつーに育てるだけっ！

　くくぅっ！　猫はやっぱし男のロマンよのぉっ！

　……はっ!?　わたしゃ一体何を書いているんだっ!?

　我にかえったこの機を逃がさず、話をもとに戻して……と。

　ともあれこーして二巻も無事に出たことだし、あとは三巻が無事に出るかどーかとゆーことですね。はっきし言って、作者はなんにも考えてません。みんなで天に祈ってください。

　無責任なよーに聞こえますけど、お話が思いつくか思いつかないか、なんて、ほとんど運まかせ、みたいなもんですからねー。もしも『こうすれば、絶対面白い話が思いつくっ！』なんてノウハウが存在するのなら、しめ切りに困る小説家や、小説家を夢見ながらもデビューできずにいる人たち、などとゆーモノは、とっくにいなくなってるはずですから。

　そーゆーわけで、作者もまた、三巻のおはなしが、無事に思いつくことを天にいのりつつ。

　それではみなさん、今日のところはこのへんで。
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